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令和６年第３回甲佐町議会（定例会）議事日程 

 

（第１号） 

１．招集年月日  令和６年９月13日 
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  １番 甲 斐 良 二 ２番 田 中 孝 義   ３番 鳴 瀬 美 善 
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 ７番 宮 本 修 治 ８番 福 田 謙 二   ９番 井 芹 しま子 

 10番 宮 川 安 明 11番 本 田   新 

 

１．欠席議員 

  なし 

 

１．本会議に職務のために出席した者の職氏名 

  議 会 事 務 局 長  北 野   太   議会事務局書記  後 藤 理恵子 

 

１．地方自治法第 121 条の規定により説明のために出席した者の職氏名 

  町 長  甲 斐 高 士 副 町 長  三 輪 孝 之 

会 計 管 理 者  渡 邉 友 美 総 務 課 長  荒 田 慎 一 

    企 画 課 長  北 畑 公 孝  地 域 振 興 課 長  羽祢田 直 美 

  くらし安全推進室長  山 下 玄 介  税 務 課 長  松 野 洋 幸 

環 境 衛 生 課 長  白 石   亨  健 康 推 進 課 長   宮 崎 貴美代 

住 民 生 活 課 長  奥 名 雄 吉  福 祉 課 長  高 原 貞 典 

農 政 課 長  上古閑  一徳  建 設 課 長  志戸岡   弘 

会 計 課 長  渡 邉 友 美  町民センター所長  中 林 健 次 

    学 校 教 育 課 長  井 上 幸 介 社 会 教 育 課 長  内 田 健 司 
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１．会議録署名議員の指名について 

  議長は会議録署名議員に次の２名を指名した。 

   ３番 鳴 瀬 美 善 ４番 森 田 精 子 
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１．議事日程 

  議長は本日の議事日程を別紙のとおり報告した。 

 

１．会議に付した事件 

  日程第１ 会議録署名議員の指名について 

  日程第２ 会期の決定について 

  日程第３ 議長の諸般の報告について 

  日程第４ 町長の提案理由の説明について 

  日程第５ 監査委員の報告について 
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１．議事の経過 

開会・開議 午前10時00分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） おはようございます。 

これより、令和６年第３回甲佐町議会定例会を開会いたします。 

会議に入ります前に、謹んでご報告申し上げます。 

既にご承知のように、田上浩輝教育長が去る８月20日にご逝去されました。 

謹んで哀悼の意を表し、ご報告申し上げます。 

故、田上教育長は令和５年４月の就任以降、町の教育行政の振興、発展にご尽力され

ていたことは周知の通りであり、これからも益々のご活躍を誰もが望んでいたところであ

り、誠に痛恨の極みであります。ここに皆様と共に故人のご冥福をお祈りし、黙祷を捧げ

たいと思います。全員、ご起立お願いします。 

黙祷。 

黙祷終わります。ご着席願います。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程を報告いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりでございますので朗読を省略いたします。 

────────────── 

 日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（宮本修治君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 今期定例会の会議録署名議員は、会議規則第117条の規定により、３番鳴瀬美善議員、

４番森田精子議員を指名いたします。 

────────────── 

 日程第２ 会期の決定について 

○議長（宮本修治君） 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

 本件は、議会運営委員会に付託してありますので、委員長の報告を求めます。 

６番、荒田議会運営委員長。 

○議会運営委員長（荒田博君） 皆さん改めましておはようございます。それではご報告

いたします。 

先の定例会において付託を受けておりました令和６年第３回定例会の会期及び日程に

ついて、議会運営委員会より報告いたします。 

 去る９月２日に議会運営委員会を開催し、執行部から町長、副町長、総務課長、行政係

長、財政係長の出席を求め、議長を交え、執行部からの提出案件及び一般質問、その他の

案件を勘案し、お手元に配布の通り、会期を本日９月13日から19日までの７日間と決定い

たしました。 

 本日は、会期の決定、議長の諸般の報告、町長の提案理由の説明、監査委員の報告、14

日から16日は、議案調査のため休会、17日は一般質問、18日は同意案件、令和５年度甲佐
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町一般会計、各特別会計及び水道事業会計の決算の認定、報告案件、同文議決案件及び条

例案件、19日は令和６年度一般会計、各特別会計及び水道事業会計の補正予算、その他の

議会提出案件についての審議、以上のとおり、議会運営委員会では決定いたしましたので、

議員各位におかれましては、よろしくご審議のうえ、ご決定いただきますようお願い申し

上げご報告といたします。 

○議長（宮本修治君） 会期の日程については、ただいまの荒田委員長の報告のとおり決

定したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

よって、今期定例会の会期は、ただいまの荒田委員長の報告のとおり、本日９月13日

から19日までの７日間と決定いたしました。 

同意第４号の甲佐町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について、認定第１号か

ら認定第５号までの令和５年度甲佐町一般会計及び各特別会計歳入歳出決算並びに水道事

業会計決算の認定について、報告第４号、財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告に

ついて、議案第25号から議案第32号までの同文議決案件及び条例案件、議案第33号から議

案第37号までの令和６年度甲佐町一般会計各特別会計補正予算及び水道事業会計補正予算、

その他議会提出案件を一括上程いたします。 

────────────── 

 日程第３ 議長の諸般の報告について 

○議長（宮本修治君） 日程第３、議長の諸般の報告を行います。 

 議長の諸般の報告及び議員派遣の報告については、お手元に配布のとおりですので朗読

を省略いたします。 

 以上で議長の諸般の報告を終わります。 

────────────── 

 日程第４ 町長の提案理由の説明について 

○議長（宮本修治君） 日程第４、町長の提案理由の説明を求めます。 

甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） おはようございます。 

本日は、令和６年第３回甲佐町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位にお

かれましては、大変ご多忙な中に、ご参集いただきまして誠にありがとうございました。 

提案理由を述べます前に８月19日にお亡くなりになりました故田上教育長について、

謹んでお言葉を述べさせていただきたいと存じます。田上教育長は学校関係者からの人望

も非常に厚く、令和５年４月１日から本町の教育長としてご就任いただき、町教育行政を

要として学校教育はもとより社会教育の向上など町政発展にご貢献をされておられました。

また様々な場面において面前でご挨拶をされる場合には必ず甲佐町発展のため、そして甲

斐町政発展のためという言葉を常にかけていただき、職員はもとより新人町長の私に対し
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ましても常に暖かい心遣いをいただき、大変心強く感じていたところです。これからより

一層のお力添えをいただきながら、田上教育長とともに甲佐町発展のために頑張ってまい

りたいと思っておりましたが、このように突然田上教育長を失ったことは教育関係者の

方々はもとより、町にとりましても非常に残念な出来事でありました。町政の上に限りな

いご加護とお導きをいただきますことを信じ、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 

それでは今期定例会に提出しております各議案についてご説明を申し上げます。今期

定例会にご提案しております案件は同意案件１件、認定案件５件、報告案件１件、同文議

決案件２件、条例案件６件、補正予算案件５件の合わせて20件であります。まず認定案件

といたしましては令和５年度甲佐町一般会計歳入歳出決算、ほか４件の各会計歳入歳出決

算の認定についてを、次に報告案件としましては財政健全化判断比率等の報告についてを、

同文議決案件としましては上益城消防組合規約の一部変更について、ほか１件を、条例案

件としましては甲佐町企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について、ほか５件

をご提案しております。補正予算案件としましてはまず令和６年度甲佐町一般会計補正予

算第２号について、歳出については主にふるさと甲佐応援寄付金の増額に伴う経費、災害

復旧、ふるさと甲佐応援基金への積立、その他人件費や前年度からの繰越額の確定に伴う

調整を行っております。歳入については令和５年度の決算により歳計剰余金の処分による

繰越金１億324万6,000円、指定寄附金ふるさと甲佐応援寄付金15億円、林業用施設災害復

旧補助金1,500万円、現年災害復旧債1,790万円などを追加し、総額で19億9,693万円を増

額補正し、補正後の総額を115億7,750万7,000円としております。次に令和６年度甲佐町

国民健康保険特別会計補正予算第１号、令和６年度甲佐町介護保険特別会計補正予算第１

号、令和６年度甲佐町後期高齢者医療特別会計補正予算第１号につきましては歳出では主

に人件費や前年度からの繰越額の確定に伴う調整等を行い、歳入につきましては、歳計剰

余金の処分によります繰越金等を計上し、国民健康保険特別会計では1,144万1,000円を増

額し、総額で15億512万1,000円、介護保険特別会計では5,547万9,000円を増額し、総額で

17億1,506万9,000円、後期高齢者医療特別会計では347万3,000円を増額し、総額で２億

1,818万9,000円といたしております。次に水道事業会計補正予算第１号につきましては収

益的収入に水道料金の基本料の減免事業に伴う一般会計補助金2,150万円を計上し、資本

的支出の道路改良工事費に1,000万円を追加いたしております。以上、今期定例会にご提

案いたしております各議案についてご説明を申し上げましたが、各議案のご審議の節は担

当課長等に説明を行わせますので適切なご議決をいただきますようお願い申し上げ、提案

理由の説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（宮本修治君） 以上で、町長の提案理由の説明を終わります。 

────────────── 

 日程第５ 監査委員の報告について 

○議長（宮本修治君） 日程第５、監査委員の報告についてを議題とします。 

井芹代表監査委員に決算審査意見書の報告を求めます。 
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 井芹代表監査委員。 

○代表監査委員（井芹雅洋君） おはようございます。代表監査委員の井芹雅洋でござい

ます。これより令和５年度決算審査に対する監査委員の報告を行います。 

町長から、地方自治法第233条第２項及び第241条第５項並びに地方公営企業法第30条

第２項の規定に基づき、令和５年度甲佐町各会計の歳入歳出決算及び各基金運用状況並び

に水道事業会計決算について審査に付されましたので、森田監査委員とともに審査を実施

し、その審査結果について町長へ報告を行ったところでございます。 

それでは令和５年度各会計歳入歳出決算意見書をご覧ください。 

まず１ページ、審査の概要でございますが、１の審査の対象につきましては、記載の

通りでございます。 

２の審査の期間は、令和６年７月19日から令和６年８月９日までの、実質延べ９日間

でございます。 

３の審査の場所及び４の審査の手続きにつきましては、記載の通りでございます。 

次に、第２、審査の結果でございますが、一般会計及び各特別会計並びに水道事業会

計の決算書及び法令で定める付属書類について、関係法令に準拠して作成されており、そ

の計数は関係諸帳簿その他証書類と照合した結果、誤りのないものと認めました。なお、

決算の概要及び意見につきましては２ページ以降に記載の通りでございます。 

最後に意見書のむすびを朗読して、報告とさせていただきます。 

最後のページ、24ページをご覧ください。 

第９むすび、令和５年度一般会計、特別会計及び水道事業会計の歳入歳出決算及び実

質収支に関する調書、財産に関する調書を審査の結果、各会計決算関係については、法令

に準拠して適正に会計経理が処理されていることを認めた。下表は財政構造指標の推移で

ある。計上収支比率は83.7％と前年度から1.1ポイント増、実質公債費比率は7.9％と1.2

ポイント増となっている。主な要因としましては、公債費の増加によるものである。 

 財政調整基金は、16億2,259万5,000円と前年を3,137万9,000円上回っている。 

地方債現在高は102億8,259万5,000円と、平成28年の熊本地震以降伸びを示していたが、

本格的な償還が始まったことにより、減少に転じている。 

本年度の歳入において、ふるさと納税での寄附金額が約28億円となっている。ここ数

年の伸びは著しく主要財源の１つとなっているが、引き続き創意工夫によって財源確保に

努めていただきたい。また、今後更に人口が減少し、少子高齢化が進む中での社会保障費

の増大、あるいは異常気象や巨大地震等、数十年に一度といわれる災害が頻繫に発生して

いる中、将来的に様々な財政負担が見込まれる。本町においては国・県補助金や交付金事

業の活用等、引き続き健全な財政運営に努められたい。最後に、令和５年度の決算を踏ま

え、多様化・広域化する行政ニーズに的確に対応すると共に、各事業については新しい視

点を持ってスクラップアンドビルドを実践し、安全・安心・快適を実感できる町づくりに

取り組んでいただきたい。 

以上で、令和５年度決算審査に係る報告を終わります。 
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○議長（宮本修治君） 以上で、井芹代表監査委員による令和５年度一般会計、各特別会

計歳入歳出決算並びに水道事業会計決算審査意見書の報告が終わりました。 

何かご質問ありませんか。 

５番、佐野議員。 

〇５番（佐野安春君） ５番佐野です。ページ９のその他の３の項で補助金交付団体への

制度周知等の強化についてはやや不十分であったと感じられている。今後においては補助

金制度、申請事務等についての周知の徹底を図られたいとありますが、何か具体的に感じ

られておるところとかあれば教えていただきたいと思いますが、以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹代表監査委員。 

○代表監査委員（井芹雅洋君） 多面的機能支払交付金事業のことでございますが、昨年

度の意見書に補助金返還という重大事案が再び起こらないようにということで検討事項と

いうことで記載をしていたわけでございます。この事業につきましては私も地域の中で若

干関わっておりますけれども、令和５年度におきまして、補助金交付団体への全体的な説

明会は３月に開催された実績報告説明会のみであったと記憶をしております。補助金返還

をされた組織においても書類上は問題なかったということで単に制度や申請事務について

の説明だけではなくて全補助金交付団体への問題の提起等が必要ではなかったかと思って

いるところです。補助金返還という事の重大さを認識をした上で、今後対応をしていただ

ければということで今回は指摘事項ということで記載をした次第でございます。以上でご

ざいます。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質問なしということで、監査委員におかれましては、長期間の監

査、大変お疲れさまでございました。議会を代表して両監査委員に深い敬意を表しますと

ともに、心から敬意を申し上げます。 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 以上をもちまして、本日の日程は終了いたしました。 

明日14日から16日は議案調査のため休会、17日は午前10時から本議場において会議を

開きます。 

 本日は、これをもって散会いたします。 

 お疲れさまでした。 

────────────── 

散会 午前10時22分 
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１．議事の経過 

開議 午前10時00分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） おはようございます。 

これより、本日の会議を開きます。 

本日の議事日程を報告いたします。 

 本日の議事日程は、議席に配布のとおりでございますので朗読を省略いたします。 

────────────── 

 日程第１ 一般質問 

○議長（宮本修治君） 日程第１、一般質問を行います。 

 今期定例会の文書による一般質問の通告は６名です。順次質問を許します。 

なお、議事の進行上、かねてからの申し合わせのとおり、１議員当たりの質問時間を

おおむね１時間として議事運営をさせていただきますので、質問者並びに答弁者の的確な

対応をお願いいたします。 

最初に、５番、佐野安春議員の質問を許します。 

 ５番、佐野安春議員。 

○５番（佐野安春君） 改めましておはようございます。５番日本共産党の佐野でござい

ます。 

一般質問通告書に従い、質問を進めてまいります。よろしくお願いします。 

 質問事項第１の緑川水系河川整備計画変更原案についての町の考えはということで質問

いたします。緑川水系河川整備計画の変更原案に対する住民の意見募集があり緑川流域自

治体の12会場において公聴会が開催されました。甲佐町においては８月23日に開催され３

人が意見を述べました。私も公述人の一人として意見を述べましたが、15分以内での意見

ですので河川整備計画の全般にわたる意見はできませんでした。私は主に河川環境の水質

の改善について意見を述べました。そこで緑川水系河川整備計画の変更原案に対する町の

考えはどうなのかということでお尋ねいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（志戸岡弘君） それでは今回の緑川水系河川整備計画変更原案について町の

考えはということですけれども、内容について触れたいと思います。近年の気候変動の影

響で緑川の流量 1.2 倍、また洪水発生頻度は約２倍になることが試算されており気候変動

を踏まえた治水安全度の向上が必要であり、今回の緑川整備変更がなされるものでござい

ます。水害リスクの増加を踏まえ緑川整備等の治水対策を加速するとともに、流域に関わ

るあらゆる関係者が共同して対策を行う流域治水への転換が進められているところでござ

います。先ほど佐野議員からもありました通り、今回 12 会場において公聴会が開催され

甲佐町でも 40 名以上の方が参加されております。整備計画変更の内容につきましては洪

水ピーク流量を基準地点城南地点で毎秒 4,100 立米を毎秒 4,600 立米と目標流量が設定さ

れております。洪水調節施設による調節を毎秒 600 立米から毎秒 900 立米に調整して稼働
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の流下量を毎秒 3,500 立米から毎秒 3,700 立米に増加させる計画でございます。この洪水

調節料の増加、それと河道に流せる水の量が増加することで洪水に強くなり安全性が増す

ことと考えます。具体的な整備の内容としましては目標流量を安全に流下させることがで

きない区間のうち、破堤、越水などによる家屋等の浸水被害の発生が予想される区間にお

いては堤防の整備及び河道掘削、樹木の伐開による水位の低下対策の実施が行われます。

それと緑川ダムの操作ルールの変更において洪水調節開始流量の見直しなど関係機関との

調整を図り緑川ダム洪水調節機能を最大限活用することで洪水調節のルールが変更が行わ

れます。今回の整備計画案ではこれまで計画がなかった知事管理区間の竜野川についても

堤防整備、河道掘削を整備箇所として明記されておりますので、整備ができることで地域

住民の安心につながるとも思います。町の考えということですけれども最終的には市町村

長の意見聴衆もありますので町の意見といたしましては河川整備の未整備区間、河道掘削

等のハード整備の推進など治水対策の加速化、また流域の一員である甲佐町と国・県が共

同して治水対策に積極的に取り組み、住民が安全・安心に暮らせるまちづくりにつながる

ような河川整備計画の変更案になっていると思います。また整備計画の基本理念である人

と人、人と川、人と自然が共生する豊かな姿を未来へ自信を持って引き継ぐことができる

緑川の基本理念については何ら変わりがございませんので、今後も河川環境を次世代に引

き継ぐため、これまで以上の環境保全、水質の保全に取り組んでいく整備計画であり、緑

川とともにまちづくりをしてきた甲佐町としましてはこの整備計画案に賛同するものとい

うのが町の意見でございます。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 今答弁をいただきましたが、河川整備計画策定にかかる手続きの

中では関係地方公共団体の長の意見ということが出される予定になっておりますが、これ

についてはこれからになるかと思いますが、今答弁を受けた内容と同様のものかというふ

うに思いますが、その点はいかがでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） この河川整備計画の変更に伴います長の意見ということでござい

ます。長の意見につきましてはただいま担当課長の方から答弁しました通りでございまし

て、重複いたしますが最終的には市町村長の意見調査があるものとなっております。そう

いった中で整備計画変更案につきましては河川整備の未整備区間、河道掘削等のハード整

備の推進など治水対策の加速化、また流域の一員である甲佐町と国・県が協働して治水対

策に積極的に取り組み、住民の安全・安心に暮らせるまちづくりにつながるような河川整

備計画の変更案となっているという風に捉えております。そのようなことから緑町ととも

にまちづくりをしていきました甲佐町としましても、この整備計画案につきましては賛同

したいという風に考えております。以上です。 

○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 質問を進めます。整備計画にうたわれております緑川水系河川基

本理念として１つ災害を減らし、流域の住民が安全に暮らせる川にする。２つ豊かできれ
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いな水を後世に残していくために努力する。３つ河川水域生態系の修復と保全を図る。４

緑川固有の文化・歴史に学び、良好な景観の保全を図る、以上４つの基本理念の３つは環

境や水質についてうたわれているものです。整備計画の変更原案ページ３-17には水質に

ついては環境基準を満足する良好な水質を維持するとともに流域全体で更なる水質の向上

を図りますと書いてあります。変更原案ページ２-44には水質の状況が載せられておりま

す。水質の類型が一番綺麗な河川、読み方があれですけれども、河川AAから一番綺麗さが

劣る河川Bまで河川ごとに分類されています。河川とは別に緑川ダム貯水池の類型もあり

ます。緑川貯水池は湖沼Aランクとなっております。推計の範囲が緑川ダムより上流が類

型では河川AAとなっていますように湖沼でも綺麗さ最上位は湖沼AAです。その数字を目指

して水質の向上を目指すべきではないかと思いますが、この水質の状況について水質の向

上について町の考えはいかがでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） それでは緑川の水質の状況についてどういう風に考えてい

るかということでお答えしていきたいと思いますけれども、これにつきましてはまず環境

基準類型がどういった形で指定されているかというのを順を追って説明していきたいと思

います。環境基準類型には先ほど申し上げられましたAAというところからEという６区分

に分けられておりまして、それぞれ利用目的により基準類型が指定されております。例え

ばAAですと水道１級、これはどういったことかというと川の水をろ過など簡易的な上水で

飲用水として利用する場合、それから環境基準Aの場合が水道２級、これはどういったこ

とかといいますと高度な浄水処理を行った河川水を飲用水として利用する場合、こういっ

た場合がA、それからその他のAにつきましては水浴水遊びですとか水産こういったものが

あります。それから環境基準類型のBが農業用水などに利用する場合、環境基準類型がC以

下になりますと工業用水などに利用する場合という風に指定されております。現在緑川下

流域で緑川の下流域である本町の水利用につきましては直接河川の水を飲用水として利用

しておりませんので、キャンプ場など水遊びなどができることを目的としております。こ

のことから環境基準類型Aという風に指定されております。もしも緑川の水を飲用水とし

て利用することになれば環境基準類型がAAに指定され、水質基準が厳しくなるということ

になります。次に環境基準類型の指標となる水質項目のBODについて説明させていただき

たいと思いますけれども、先ほど申し上げました環境基準類型には区分ごとにBODの基準

数値が示されておりましてBOD とは生物化学的酸素要求量のことで水の汚れを微生物が分

解する時に使う酸素の量でこの酸素の量が多いほど汚れがひどいという風に言われていま

す。家庭からの台所やお風呂、それから洗濯といった生活排水が河川の水を汚す大きな原

因となっているという風に考えられます。次に緑川の環境基準類型、先ほど議員がおっ

しゃられた通り緑川ダム上流での環境基準類型はAAとなっております。この類型のBODの

数値は１Lあたり１mg以下とされておりまして、本町の区域となる緑川ダムより下流の環

境基準類型はAということで、この類型の BODの数値は１Lあたり２mg以下という風になっ

ております。ちなみに鮎が生息するためにはBODの数値は２から３mg、１Lあたり以下が適
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しているという風に言われております。次に現状の緑川の水質状況についてですけれども、

毎年国・県の方で水質検査が実施されております。確認ができた平成18年度から令和４年

度までの17年間におけるBODの数値は中甲橋周辺ではほぼ変わらず１リットルあたり0.6か

ら1、2mg等を推移している状況です。また甲佐町の下流域である城南地区における数値は

0.6から1.9mg１Lあたりとなっております。平成25年度には1.9mgの数値が確認された以降

は下がっており、令和４年度には１Lあたり1.0mgという風になっております。またその他

の水質項目についても改善が見られております。これは平成22年度から合併処理浄化槽の

普及促進を強化したことにより、それまでの普及率が30%台でありましたものが平成28年

度までには55%を超えたことも水質改善につながった大きな要因であるとも考えておりま

す。こういったことから水質改善をどのように考えるかということですけれども、現状と

して過去17年間の緑川のBODの数値は先ほど申しました通り１Lあたり0.6から１mgという

風になっておりまして、環境基準類型で示されている範囲内の数値で推移しております。

ただ総合計画において緑川における令和７年度のBODの目標値が１Lあたり0.6mgとなって

おりますことから今後も総合計画の目標値である１Lあたり0.6mg以下となるように引き続

き合併浄化槽の普及促進を始めとして環境教育を通して河川の美化活動などに努め水質の

向上につなげていきたいという風に思っております。以上です。 

○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 水質の改善は進んでいるということでしかし河川の水質状況につ

いては河川ランクの最上位が緑川はAAですので緑川ダムから下流は河川Aという指定です

ので、私はまだ改善は進めていくことはできるのではないかなという風に思います。また

水質の改善は合併浄化槽によってということで進んでいるという面も確かにあるかと思い

ますが、生活排水対策だけでなくて熊本の地下水から汚染物質が出ているということが最

近報道をされております。その汚染物質は有機フッ素化合物と呼ばれるもので約4,700種

類もあると報道されております。有機フッ素化合物は人体に悪い影響を与えるものと言わ

れています。肝臓機能障害、甲状腺障害、乳がんなど多くのリスクを与えることが指摘さ

れておりますが、変更原案には触れておりませんが、緑川沿線の地下水は緑川と関連性が

あるものです。マイクロプラスチックについても飲料水や食物・衣服など様々な要因で人

体に取り組まれて蓄積する危険性も指摘をされています。海洋生物への良くない影響も知

られるようになってきております。緑川におけるマイクロプラスチックの状況や有機フッ

素化合物の指数も検査指数として必要であると考えます。熊本県と熊本市は調査をし数値

についても結果を公表されております。緑川においても有機フッ素化合物やマイクロプラ

スチックの数値を検査し結果を公表する必要があると考えますが、その点町としての考え

はいかがでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） 有機フッ素化合物とマイクロプラスチックの処理について

ということですけれども、水質改善についてということですけれども、まず緑川につきま

しては基本的に管理者が国・県になりますので国・県の方で水質検査を実施されます。今
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確認したところ国の方では本年度有機フッ素化合物の水質検査を実施するということであ

りますので、その辺を注視していきたいという風に思っております。本町におきましては

水道事業の方で３箇所の水源地がありますけれども、そちらの水源地で本年度フッ素化合

物の水質検査を行っております。その結果水質基準を下回っており異常はないというよう

なことが見られておりますので今後も引き続きその辺は定期的な検査を行っていきたいと

いうふうに思っております。あとマイクロプラスチックにつきましてはこちらも国・県の

方にお尋ねしたところでは今のところ水質項目に入っていないということでありますけれ

ども、今後の動向を見ながら注視していきたいということを伺っております。以上です。 

○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 調査をされているということでありましたので調査結果について

はホームページなりで町民や皆さんに是非知らせていただきたいと思います。 

質問を進めます。緑川町のタイトル「花と緑と鮎の町」にうたわれ、町章の緑色やロゴ

マークの青色は緑川をイメージされたものです。議会だより清流はその名のごとく緑川を

イメージしております。緑川各小学校、中学校、高校の校歌の中でも歌われております。

そうした事例でもわかるように甲佐町にとってはなくてはならない、切っても切れない存

在価値があるのが緑川であるという風に思います。町の象徴となるのが緑川だと思います。

緑川の水質が綺麗なのか、綺麗でないのかは町のイメージを決めるものとなると思います。

綺麗な水の流れる泳げる川、鮎が溢れるほど釣れる川はそうした緑川の流れる甲佐町を是

非とも目指さなければという風に思います。この水質の最後になりますが、今担当課から

も報告がありましたところがありますが、緑川の水質についてはどのように町長として認

識されているのかお尋ね申し上げます。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） 緑川の水質についてということでご質問ございましたけれども、

水質につきましてはただいま担当課長の方から説明があった通りでございます。佐野議員

もおっしゃられます通り、本町は従来から緑川とともに育んできた町でございまして、こ

の清流緑川というものをいつまでも後世に残していく必要があるという風に考えておりま

す。そういった中で様々な水質問題についてのいろんな課題等があるとは思いますけれど

も、そこにつきましても担当課長から答弁しました通り積極的に今後取り組んでまいりた

いという風に考えております。以上です。 

○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 緑川の水質については緑川水系河川整備計画変更原案の緑川水系

基本理念に豊かできれいな水を後世に残していくために努力するという風にあります。変

更原案のページ3-17には河川環境の整備と保全に関する目標の中で、水質については環境

基準を満足する良好な水質を維持するとともに流域全体で更なる水質の向上を図ります。

とありますように水質の改善は必要なことであります。またその改善については水質に関

するデータがあるわけですから改善できているかはデータによって即座に分かります。緑

川がなかった50年以上前の時代と同じように水質の改善が具体的に進むようにという風に
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思います。困難な面はあるかと思いますが水質の改善は緑川上流と同じ水準であることが

私は必要であるという風に考えます。 

 次の質問に進みます。２番目の質問であります甲佐町かわまちづくりについて質問を行

います。町グランドゴルフ場横の河川敷に建設予定なんですが水害にて被害を受けるおそ

れはないのかということで質問します。８月２日全員協議会において説明があったかわま

ちづくり計画についてお尋ねをいたします。この説明では計画の目的、テーマ、スケ

ジュールなどの説明があり位置図と整備イメージが示されました。位置はグランドゴルフ

場下流に位置し面積は約３ヘクタールとなっています。その中には子供用の遊具施設、ス

ケートボード場、東屋などが整備されることとなっています。子供たちの親子で遊べる施

設建設には賛成をするものですが、問題はその建設予定場所は大丈夫なのかと考えます。

場所は緑川本流のすぐ横にあります。先ほど質問しました緑川水系河川整備計画の変更原

案には整備計画を今の時期に変更する理由が述べられております。１つは気候変動による

大雨等の災害の激甚化、頻発化が危惧されております。気温が２度上昇した場合を想定し

た気候変動のシナリオでは今から16年後の2040年頃には降雨量が約1.1倍、流量が約1.2倍、

洪水発生頻度が約２倍になると試算されており河川整備計画についても気候変動を踏まえ

た治水安全度の向上が必要になっているとあります。この見通しについては今年の猛暑が

証明していると思います。甲佐町は27日連続猛暑日があり日本全国の観測点において全国

で１番暑い日が７月25日の38.8度、８月24日が38.9度と２回もあっております。38.9度と

いうものすごい暑さ40度はすぐ到達するような温度、経験したことのない暑さではなかっ

たでしょうか。今年は今のところ緑川上流や甲佐町では豪雨はありませんでしたが、全国

的には豪雨や竜巻など各地で発生をしております。建設予定の近くには総合運動公園があ

りグラウンドゴルフ場があり令和５年には豪雨により増水した緑川からの水でサッカー場、

野球場、テニスコートそれにグランドゴルフ場も冠水し、特にサッカー場には大きな被害

が発生しました。そうした場所に建設予定ということで心配するわけです。増水した水が

押し寄せることはないのでしょうか。そういったことでお尋ねを申し上げます。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（志戸岡弘君） それではお答えします。今回かわまち作りで計画しています

運動公園の拡張部についてはご指摘の通り河川敷であるため洪水時には水が流れるところ

でございます。洪水による被害を受ける恐れがあると考えられます。しかし公園建設予定

地は現在の運動公園上流部と比べ河川幅が広いため、安津橋上流部より河川水位は上がり

にくいものと考えております。拡張する公園は遊具を備えた公園で多くは芝生広場であり

ます。洪水時には遊具等は洪水の影響がない場所へ移転、もしくは撤去することとなると

思われます。仮に洪水が発生しても芝生広場なので被災も小さいものと考えられます。実

際に昨年７月の豪雨の洪水ではグランドゴルフ場での被災は少なかったように思っており

ます。洪水の対策としましてはこれから設計を行ってまいりますが、洪水しないような高

さまで盛土地盤を上げるとか上流部と同様に小堤等の建設を設けるなどの対策が考えられ

ますが、国交省とも協議をしながら洪水対策を考えていきたいと思っております。また洪
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水が予測される場合の安全対策としまして公園の閉鎖をするなど運用面での対策、それと

公園に監視カメラなどを設置して安全対策を考えているところでございます。以上です。 

○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 対策はしっかり取られているということですが、もう１点その対

策についてでありますが 総合運動公園もサッカー場、他施設がございますが、対策は取

られている中でやはり緑川の増水というのはやはり急激に変化するというようなところが

ありますので、やはりそういう遊具の移転等の対策についてはしっかり対策を練られて大

きな被害がないように是非ともよろしくお願いしたいと考えております。 

 次の質問に進みます。日本一暑い町の熱中症対策についてということで質問します。日

本一暑いとは大げさに聞こえるかもしれませんが、先ほども申し上げましたが今年は２回

も甲佐町の観測地点において日本で１番高い気温というのを記録しております。７月25日

が38.8度、８月24日が38.9度ということでまさに40度を超えそうな温度でした。このこと

はテレビのニュース番組やワイドショー番組などにも取り上げられて話題となりました。

もう１つは猛暑日の継続です。27日約１ヶ月ほど連続で猛暑日が続いたことも同時に話題

となっています。今までにもなかったような事態です。地球温暖化が進んでいると各種の

情報では見聞きしながら今年はこういう事態になっていることは本当に驚きであり、また

恐怖でもあります。今日も35度を超える気温が予想されていますが、この９月も猛暑日が

まだ続いております。そういう異常の中で町民の身体と命を守ることが重要であると考え

ます。そこで熱中症対策について質問を行います。まずはじめにクーリングシェルターと

は何かについてお尋ねします。聞き慣れない名称ですが町ホームページには掲載されてお

ります。説明をお願いします。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） クーリングシェルターとは何かということですのでそれに

つきましてご説明したいと思います。近年過去に例のない危険な暑さが続き、熱中症リス

クが高まっている中、暑さをしのぐため誰でも避難できる冷房設備が整った施設のことを

クーリングシェルターという風に言います。ご自宅に冷房施設がない場合などは深刻な健

康被害が予想されることから市町村が事前に指定した一時的に避難し涼めるための施設の

ことをクーリングシェルターという風に言います。県内には令和６年９月２日現在で555

か所のクーリングシェルターが指定されておりまして、主に役場などの公共施設それから

民間の商業施設などが指定施設という風になっております。上益城管内におきましては御

船・嘉島・甲佐町でそれぞれ１箇所ずつ指定しています。甲佐町においては生涯学習セン

ターギャラリーモールをクーリングシェルターとして指定し開放するということにしてお

ります。クーリングシェルターの開放の基準となるのは熱中症特別警戒情報、通称熱中症

特別警戒アラートと言われますけれども、これが発表された場合で翌日の暑さ指数の予測

値が35に達する場合に都道府県単位で発表されるというふうなことになっております。都

道府県単位でということになりますので発表される場合は熊本県が全域でというような形

で発表されることになると思われます。その場合は市町村は冷房設備を有する適切な施設
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として指定したクーリングシェルターを一般に開放するものという風になっております。

ちなみに暑さ指数と言いますのは人体と外気との熱のやり取りに着目した指標で、気温と

合わせまして湿度、日射など周辺の熱環境の３つを取り入れた指標でございます。ビル街

など都心などは高くなる傾向があるという風に言われています。なお熱中症特別警戒情報

につきましては本年度から運用されたものでありますけれども、令和５年度に施行がなさ

れた中で全国で熱中症特別警戒情報が発表されたところは今のところございません。以上

です。 

○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 今年はそこまでは行かなかったというお話だったと思います。町

民の皆さんに対する熱中症警戒情報の発信が私は必要であると考えますが、警戒情報の発

信は町広報では７月号に熱中症を予防しましょうと注意喚起や予防対策などがされており

ますが、防災無線において熱中症予防や注意喚起などは行われたでしょうか。何回も繰り

返しますが、日本一暑い日が２回もあって１ヶ月ほど継続するような猛暑日が続くという

ような状況の中で町民の健康にも影響を及ぼすものがあったという風に思われます。予測

を超える気温上昇が起こっているという風に思いますし、町からの注意喚起等の情報発信

についてはどうであったかということでお尋ねします。 

○議長（宮本修治君） 健康福祉課長。 

○健康推進課長（宮崎貴美代君） それでは熱中症に関する情報提供についてお答えいた

します。熱中症警戒情報につきましては熱中症の危険性に関する気づきを促すことを目的

として気象庁と環境省が共同で発表する情報でテレビやスマホのアプリなどを通して発表

されております。町の健康推進課では熱中症予防として住民の方へ広報誌やホームページ、

防災行政無線等でエアコンの使用やこまめな水分補給など熱中症予防に関するお知らせを

行っております。具体的に申しますと７月の広報誌と同時にホームページでもお知らせし

ております。さらに熱中症予防対策と熱中症特別警戒アラートについてのチラシを７月１

日付けで全戸配布しております。防災行政無線につきましては朝と夜の定時放送で７月２

日から７月27日までの間と９月11日から９月12日までの間、合計９回、これは食中毒の注

意喚起に合わせて熱中症についても放送しております。また梅雨明け発表後の７月23日か

ら７月31日までの間には合計４回住民の方へ熱中症についての注意を呼びかけております。

今後も熱中症警戒情報に留意しながら住民の方へ熱中症予防の啓発を行っていく考えです。

以上になります。 

○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 警戒情報については町民の皆さんにお知らせを町からもされてい

るということですが、今答弁があった中で７月と９月というのは防災無線でもお知らせを

しているということですが、８月はなかったような気がしますが、それについていかがで

すか。 

○議長（宮本修治君） 健康福祉課長。 

○健康推進課長（宮崎貴美代君） ８月につきましては防災行政無線の方では放送を行っ
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ておりませんでした。申し訳ありません。 

○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） やはり今年はやっぱり情報でも何度も言いますように本当に異常

な暑さの継続ですね。１日２日ではないというようなことで、これが７月８月９月とずっ

と続いているという状況があります。やはりいろんな情報発信ができる媒体から繰り返し 

お知らせは私は必要だという風に思いますので、もう少しで落ち着くのかなと思いますが

なかなかこの暑さが収まりませんけれども、やはり次年度あたりはやはり早めにそういっ

たお知らせをする必要があるという風に考えますので、ぜひそういった対策をお願いした

いなという風に思います。 

 それと次に質問を進めます。今の質問との関連ですが町防災無線通信細則には緊急通信

の通信事項の１つに町民の生命、身体及び財産に被害を及ぼす恐れのある事項があれば町

長が緊急に町民に周知をすると認める場合であればできるという風に思います。今年のよ

うな異常な事態では町民の生命、身体に被害を及ぼす影響がある事態に該当するものと考

えます。これから同じような事態が起こった時には熱中症警戒の情報発信を防災無線など

で活用していただきたいというふうに思います。この点では１ヶ月なかったというのはど

うも不思議なことが感じがしますが、防災無線による周知というのは一番分かりやすいの

かなという風に思いますがその点はどうですか。  

○議長（宮本修治君） 健康福祉課長。 

○健康推進課長（宮崎貴美代君） 防災無線の活用を８月に行っていなかったということ

は住民の方に啓発ができなかったということで担当課としては申し訳なかったと思ってお

ります。ただ今後も防災無線とか先ほども言いましたようにホームページ等で住民の方に

熱中症予防等につきまして啓発を行っていきたいと考えております。以上になります。 

○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 質問を進めさせていただきます。小中学校の熱中症対策がどう

なっているのかということでご説明をお願いします。 

○議長（宮本修治君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（井上幸介君） それでは小中学校における熱中症の対策ということでご

ざいますけれども、まず国により学校における熱中症対策ガイドライン作成の手引きとい

うのが示されております。その中で熱中症の対策であったりそういう部分が記載されてお

りますので、現在各学校においてそのガイドラインを元に各学校の対策マニュアル、それ

とフローチャートなどを作成を行って熱中症対策について取り組んでいることでございま

す。その取り組みにつきましてまず教職員につきましては各学校では熱中症対策や予防対

策の研修を行っております。児童生徒につきましては児童生徒が自ら熱中症チェッカーと

いう機械がございまして、暑さ指数を測る機会でございますけれども、自らそれで通知を

計測し昇降口付近であったりとか職員室の前に提示することで児童生徒の意識付けを行っ

ているところでございます。保護者の方々の対策としましては熱中症対策の通知文の送付、

それと保健だよりに掲載されていることで周知を図っているところでございます。以上と
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なります。 

○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） ここ数年の間に子供さんだけでありませんか日本全国毎年のよう

に1,000人を超える熱中症によって亡くなる方が増えております。まさに命を脅かす気温

上昇が起こっているという風に考えます。環境省、文部省は教室の体育館へのエアコン設

置を呼びかけ財政面での支援も進めております。先の６月定例議会一般質問において空調

設備設置について質問を行いましたが、学校教育課長等の答弁では整備費用、設置後の電

気代等維持管理が高くなるという理由で体育館には設置しないという理由であったかとい

う風に思います。現在の状況はどうでしょうか。異常な気象、気候変動はまさに危険領域

に入っているところではないでしょうか。経費を抑えることも重要なことであると思いま

すが、もっと大事なことは健康と命を守ることではないかという風に考えます。体育館を

活用して体育等の活動をする児童生徒の健康と命を守ることは一番大事なこと思います。

どこの自治体も経費のことは考えていると思いますがそれ以上に大事な健康と命を優先し

て体育館への空調設備の設置が進んでいるのではないでしょうか。１つ質問についてです

が資料として出していただいた中にスポットクーラー避難所用ということで数を出してお

ります。スポットクーラーというのはどういう風な能力と言いますかのがあるのか、そう

いったところでスポットクーラーについて１つ質問をお尋ねをしたいということです。そ

れともう１つは質問を進めますが普通教室や特別教室にもかつては空調設備がありません

でした。しかし今ではほとんどの学校で設置されています。当町でも暑さが日本一になる

ような事態がありますが、そういった点では体育館への本来の空調設備の設置は必要なこ

とではないかという風に思います。もう１点は８月に熊日新聞で読者の広場に避難所体育

館にはエアコンが必要という投稿があっておりました。学校体育館は学校の授業や部活動

に使用することはもちろんでありますが、地域の方の災害時の避難所や町民の皆さんの運

動の場として健康や生きがい作りも役立っております。そういった点では是非とも体育館

への空調設備設置については前向きに検討ができないのかということでお尋ねします。 

○議長（宮本修治君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（井上幸介君） それではまず私の方からスポットクーラーについてご説

明申し上げます。このスポットクーラーと申しますのは体育館の出入り口のところに設置

するものでございます。そこで中の外気を外に出して涼しいピンポイントで風を送るとい

うところでございますが、なかなか体育館自体の堆積というのが大きくございますので全

体的にかなり温度が低下するという部分はございませんので、現在避難所として使用する

場合にはスポットクーラーと、それとサーキュレーター、大型の扇風機でございますけれ

ども、それで空気を循環させて温度を下げているような状況でございます。以上です。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） それでは私の方から体育館の空調設置について是非とも前向きに

検討を進めさせていただきたいというご質問ですけれども、佐野議員おっしゃられます通

り今年の夏は異常とも言える高温が続いておりまして、本町でも猛暑日の連続日数が一時
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的には日本記録を更新し、日本一の気温を記録した日もありましたため、町民の皆さんの

健康面について非常に危惧していたところでございます。さて体育館の空調設備でござい

ますけれども６月定例会の際に担当課長の方が答弁しました通り、設置に関しましては１

箇所当たり約１億円程度の費用がかかり補助金や起債を活用しても多額な一般財源を投下

する必要がございます。また多額のランニングコストも想定されているところでございま

す。そのような中、現在体育の授業では窓を開けてサーキュレーター、スポットクーラー

等を活用して授業を行っておりますが、熱中症チェッカーにより暑さ指数を測定し、危険

水域となった時は体育の授業を中止する対策を取られているとお聞きしております。報告

によりますと本年度の児童生徒の熱中症の発生は０ということで聞いております。また避

難所としての体育館の空調施設につきましては、以前は学校体育館を優先的に学校体育館

として避難所として使用しておりましたが、本年度からは空調が完備されています各地域

の福祉ふれあいセンター等を積極的に活用して学校体育館は極力使用しない方向で避難所

の暑さ対策を行っているところでございます。学校施設につきましては建築時期も古く 

老朽化施設も多く存在しておりますので、まずは老朽化している施設の計画的な補修改修

を優先的に実施しながら、佐野議員がおっしゃられますように近年の暑さはこれまで経験

したことがないような異常な暑さとなっております。命を脅かすような状況でございます。

そのような中で体育館の空調設置につきましてもは財政面等も踏まえ総合的な観点から検

討を進めてまいりたいと考えております。以上です。 

○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 今町長からもご答弁いただきましたが是非とも前向きにご検討い

ただいて町民の健康と命を守るという立場で是非お考えいただきたいという風に思います。 

 最後の質問になりますが昨年９月議会一般質問において質問をしましたが、子供たちの

登下校中の熱中症対策です。登校時も下校時もまさに真夏日の中です。子供たは猛暑の為

に顔を赤くして登下校しております。路線バスを利用するとか熱中症から子供たちを守る

手立てはないのかということで質問をしましたが、何か改善策は具体化されましたでしょ

うか。 

○議長（宮本修治君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（井上幸介君） それでは登下校中の熱中症対策ということで答弁いたし

ます。先だっての９月定例会の方で佐野議員の方から質問があったということでございま

すが、現在進めています熱中症対策としましてはこれは登下校のみではございませんけれ

ども、水分の補給ということで水筒を持参していただいてそこで水分の補給を十分に行っ

ていただく、それと集団登校というのを基本としておりますので登校中に例えば熱中症と

かで気分が悪くなったという時にはすぐに集団登校をしておりますので周りの児童生徒た

ちが連絡を学校の方に入れると、そして近くの子供110番の家というのもございますので、

そこの方で連絡を入れるようなところでしております。それと路線バスにつきましては現

在のところ時刻等に対しての対策というのを現在行っておりません。ただ今乙女小学校が

路線バスとシャトルバスの方を併用して行っております。路線バスの時間帯というのがか
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なり例えば学校の行事等で下校が遅れた時にかなり低学年、これも集団下校しております

のでかなり高学年の方を待っている時間が長いというところで熱中症のリスクもあるとい

うことで、これについてはちょうど本日ですけれども乙女小学校と学校教育課の方で連名

で熊本バスの方に時間の10月のダイヤ回線に伴う時間の変更ということで要望を出すよう

な形で考えているところでございます。以上です。 

○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） いろいろ考えた対策ということでされているかと思いますが、や

はり小学校・中学校もそうですが、やはり徒歩で通学している児童生徒というのは結構長

い距離で長い時間がかかって登下校しているというような情報があると思います。そう

いったところでやはり周りの住民だとか保護者は心配される面もありますので、何か具体

的な手立てが考えられるということであればぜひ実行していただくというようなこともぜ

ひお願いをしたいという風に思います。以上を持ちまして私の一般質問はこれで終わらせ

ていただきます。 

○議長（宮本修治君） これで５番、佐野安春議員の質問は終わりました。 

しばらく休憩します。11時から再開します。 

────────────── 

休憩 午前10時53分 

再開 午前11時00分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

次に10番宮川安明議員の質問を許します。 

 10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 10番宮川でございます。通告書に従いまして一般質問をさせてい

ただきます。まず町政運営についてという質問事項で参ります。これから甲斐町政の１年

を振り返って、それから町政２年目を迎えて今後の町政運営等について、また６年度の人

事異動に関する町長の思いについてということで質問をさせていただきますけれども、そ

れぞれについての答弁は最後の方に町長答弁していただきますので私の思いだけ最初お伝

えさせていただきますので、よろしくお願いいたします。それでは早速ですけれども甲斐

町長、町政運営から１年経ちました。その辺の１年を振り返っての思いというものをお聞

かせ願えればと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） それではお答えいたします。昨年９月１日付で甲佐町長に就任い

たしましてから早いものでちょうど１年が経過したところでございます。改めて町政を担

うという責任の重さというのを痛感しているところでございます。そのような中でこの１

年間を振り返ってみますとまずは町政運営に対する心構えといたしましては選挙の際に誠

実・チャレンジ・甲佐愛という言葉を政治モットーとして掲げさせていただきました。町

民の方々や周囲に対して常に誠実、紳士であり続け、さまざまな課題問題点に対しまして
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もチャレンジをしていく勇気を持ち、そして甲佐町を愛する心を持ち続けていくというこ

とを常に意識しながら町政運営に努めてまいりました。また各種事業の推進につきまして

は若い世代の移住施策を最重要施策と位置づけながら第７次甲佐町総合計画や第２期ま

ち・ひと・しごと創生甲佐町総合戦略をはじめとする各種計画に掲げる事業の確実な実施

はもとより選挙の際に町民に示しました34項目のマニフェストの実現に向けて職員ととも

に取り組んでまいりました。議員の皆様をはじめ多くの町民の皆様のお力添えと職員の協

力によりまして無事１年間町政を運営することができたというように感じているところで

ございますけれども、私が目指しますまちづくりを推進していくためにはこれからが勝負

だという風に考えております。様々な事業にチャレンジしていく必要があると考えている

ところです。以上です。 

○議長（宮本修治君） 宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 町政を担うという責任の重さを感じているという発言をされまし

た。私は甲斐町長頑張っておられると評価しております。これからも様々な事業にチャレ

ンジしていかれることでしょうが第７次甲佐町総合計画はもちろん、第２期まち・ひと・

しごと創生甲佐町総合計画、それからマニフェスト実現に向けて取り組んでいかれること

だという風に思っております。まずその中で私が特に気になりますのがまち・ひと・しご

と創生法、これはこれができた時は人口減少に対して歯止めをかけるとそして東京の方に

一極集中をしないようにというような法改正でできたものだと思います。そうだったはず

です。我が町も甲佐町の人口、先般のこうさ広報を読みますと１万４人だったと思います

けれども、そういう状況でございますのでぜひこの人口問題に対してはしっかりと頑張っ

ておられるんでしょうけれども、本気でやっていただきたいということをここで申し述べ

させていただきたいという風に思います。さてそういう中でこの１年町政を取り巻く状況

が変化をしているという感を持っております。町内では田上教育長が８月19日にご逝去さ

れたと本当にこう今から教育の現場で教育長としてしっかり力を発揮される時期だったの

で非常に私も残念で仕方ない思いであります。その反面また、お隣にお座りになっている

三輪副町長が７月６日だったですかね。就任されたということで今後のご活躍を期待して

いるところでございます。また郡内を見てみますと首長さんたちが大きく嘉島の荒木町長

がお亡くなりになり、また山都の梅田町長が病気で勇退をされたということで、甲斐町長

がそれこそ１年生だというところだったんですけれども、今や中堅で郡内を引っ張らんと

いかんというような状況になっております。そういう状況でございますのでその辺もしっ

かり対応をして甲斐町長、郡内においても重要な役割を果たさなければならないという時

期に来ているというふうに思います。以前、嘉島の荒木町長がご生前の時に私にも一生懸

命おっしゃっていたことがありまして、上益城は１つなんだよというようなことを一生懸

命言っておられました。というのがやっぱり郡内、上益城広域連合を中心にいろんな事業

が山積をしております。その中で私は一番大きいのは上益城広域ごみ処理施設の問題、そ

れから上益城の消防署、山都署の新築の問題とか、または私が入っています御船甲佐衛生

施設組合、これも山都からの搬入の問題というのは目白押しになってきてます。臭土のこ
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ともありますけれども、そういう中でやはりこの事業を推進していく中でやはり首長さん、

町長の役割というのは非常に大きなものがあると私は感じております。ぜひ甲佐の町長と

して我々がと言いますか、町民の方々から納得いけるような結果が出せるようにしっかり

と頑張って行っていただければなという思いでございます。先ほども言いましたように答

弁は最後の方で結構でございます。 

 次に町政２年目を迎え今後の町政運営についてということでお尋ねを申し上げます。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） 町政２年目を迎え今後の町政運営等について述べさせていただき

ます。まず心構えといたしましては先ほども答弁いたしました通り、誠実・チャレンジ・

甲佐愛という言葉を念頭に置きながら町政運営を行ってまいりたいと考えております。ま

た事業の推進につきましてもこれまでと同様に第７次甲佐町総合計画や第２期まち・ひ

と・しごと創生甲佐町総合戦略をはじめとする各種計画に掲げる事業の確実な実施はもと

より、選挙の際に町民に示しました34項目のマニフェストの実現に向けて職員とともに全

力で取り組んでまいりたいと考えております。そのような中で最重要施策と位置づけてお

ります若い世代の移住定住施策につきまして、先ほど宮川議員の方からも人口増対策に積

極的に取り組んでくださいということでご意見いただきましたけれども、その点につきま

して若干紹介をさせていただきたいというふうに思います。まずは若い世代に魅力あるま

ちづくりの展開といたしましては今年度甲佐町商店街に整備をいたしますスタートアップ

応援施設を始め、既存の観光施設やイベントなど本町の多くの魅力を広くかつ効果的に発

信していきたいと考えております。またソフト対策といたしましては新たな子育て支援策

を現在役場内でプロジェクトチームを立ち上げて検討を進めているところでございまして、

これは制度構築ができ次第、議会の方にまたお諮りをさせていただきたいという風に考え

ております。また若い世代の住まいの確保につきましては住宅開発や賃貸住宅建設に伴う

支援制度の改正、また創設を行いながら民間による開発を促進していきたいという風に考

えております。次に働く場の確保といたしましては本年７月６日付で三輪副町長が新たに

誕生いたしました。今後は三輪副町長の力を十分に生かしながら企業誘致の推進につきま

しても積極的に取り組んでまいりたいと考えております。このように各種事業を複合的に

実施しながら若い世代の移住定住施策を推進していきたいと考えております。それ以外に

も当然重要施策はございますけれども、町民のニーズをしっかりと把握しながら町民に寄

り添った町政運営に努めてまいりたいと考えております。また職場内の職場環境につきま

しては多くの職員から意見やアイディア、企業提案が出しやすいボトムアップ型の職場環

境づくりにも取り組んでまいりたいと考えております。町民の皆様の福祉の向上のため、

そして甲佐町の将来的な発展を見据えながら目指すべきまちづくりをさらに加速化しなが

らバランスのとれた町政運営に努めてまいる所存でございます。以上です。 

○議長（宮本修治君） 宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 若い世代に魅力あるまちづくりの展開ということでスタートアッ

プ事業の取り組みということでございます。もうスタートアップは既に取り組んでいらっ
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しゃるということですが新たなる子育て支援策、また住宅開発や賃貸住宅設計に伴う支援

制度の開設や創設を行うということでございまして、これは先般の勉強会の方で説明させ

ていただきましたので理解をしているところでございます。是非このような取り組みを進

めていただければなと思っているところです。そしてまたボトムアップ型の職場環境作り、

非常に良い政策じゃないかと私は思っております。確か御船町が藤木町長がなられた時に

このようなやり方は違ったかもしれないけれども、このような職員の方々から意見を取っ

てそれを町政に反映するんだというようなことを言われたことを今思い出しているところ

でございますけれども、そのせいかしれませんけれども、しっかり御船町さん人口増とか

そういうのをやっておられます。多分その辺が生かされているんじゃないかと今認識をし

ているところでございますけれども、ぜひこの点はこの後人事の問題でお話しますけれど

も進めて新たな町長の手腕を発揮していただければなと思っております。次に令和６年度

の人事異動に関する町長の思いをお聞かせ願いませんでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） それでは令和６年度の人事異動に関する思いについて答弁をさせ

ていただきます。まずは私も以前は職員として役場に26年間勤務をしておりました。職員

時代には職場の仲間として多くの職員と仕事上、またプライベートで多くの時間を共に過

ごさせていただきました。そういった点では一人一人の職員の性格や長所あるいは得意分

野などについては私なりに把握をしているところでございます。そのような中で令和６年

度の人事異動に関する私の思いといたしましては特に４点を意識して人事異動を行いまし

た。まず１点目は適材適所の人事配置、２点目は特に若手職員につきまして中長期視点か

らの個々の成長を見据えた人事配置、３点目は職員の異動希望をできる限り尊重した人事

配置、４点目は役場全体としてバランスの取れた人事配置、といった点であります。以上

４点を意識して人事配置を行うことによりまして役場全体としての質を向上させ町民の福

祉の向上を図りながら将来的発展を見据えたまちづくりに職員一丸となって取り組んでま

いりたいと考えているところです。以上です。 

○議長（宮本修治君） 宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 私はこの異動の人数、職員128名中67名の方が異動されていると

いうことを総務課の課長さんの方からお聞きしております。その中で課長級が17名中12名、

係長30名中25名、参事以下66名中30名、これは総務課長この数字間違いございませんね。 

○議長（宮本修治君） 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） 係長級については30名中25名ですけれども、そのうち４名が

昇格をしておりますので異動的な分については21名という形になります。 

○議長（宮本修治君） 宮川議員。 

○10番（宮川安明君） この異動につきましては私は正直聞いた時は大変驚きました。私

だけじゃなく町民の方たち、それから同僚の議員さん方もどうしてこれだけの異動をした

んだろうという思いでおられたんではないかなということでございます。私も今までこれ

だけの異動があったことはないので、あえて今日この質問をしているところでございます。
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町長の答弁によりますと職員として26年、そしていろんなお付き合いを職員の方とされて

きている、だからできたんでしょうし、適材適所それから若手の成長を見据えたそれから

職員の異動希望、それと役場全体のバランスを考えたということでございます。役場の質

を向上を目指すというのは非常にこれは大切なことだという風に私は思います。甲佐町の

将来的な発展を見据えたまちづくりに職員と一丸となって取り組んでまいりたいとそうい

うような考え方だとお受けいたしました。そういうことで町長の人事に対する思いは十分

に理解するものでございます。今回の異動で私が一番気になると言いますか思いは係長さ

ん、この方々30名中25名異動されておると、これはいかがなものかなというのが正直な気

持ちでございます。なぜかと申しますとやはり各課課長さんいらっしゃいますけれども、

本当にこれは失礼な言い方かもしれませんけれども課長さん方に失礼な言い方かもしれま

せんけれども、仕事に精通されているのは係長さんじゃないかというふうに思いますよ。

もちろん課長さんももちろんですけれども、やはりそういう方が異動するということはど

うかなという風に思っております。私も何か相談だったり事業の内容だったりそういうと

ころがわからない時は係長さん方にまずはお話を聞いて、それで自分なりに頭の中で整理

して課長さんとお話をさせていただくという手順を踏んでおりますから、特にこの辺を気

にするわけではございます。課長さん達がこれだけ代わるというのは業務に影響が出るの

ではないかという心配から申し上げているところでございます。人事異動で係長さんもし

くは参事さんが交代したと、交代したからと言ってその業務の内容が前と違うとかまだそ

れがわからないというような答えが町民の方に帰ってくるようなことは絶対にこれはあっ

てはならないという風に思います。これは町民の皆様に対して本当に申し訳ないというか

いけないということだという風に理解しております。また前任者の方の仕事ぶりと比べて

後任の方がこれは失礼な話ですが、劣るというのはいけないと思います。このようなこと

がないようにやっておられると思いますけれども、やはりその辺は町長のご指導のもとに

カバーしていただく以外にはないんじゃないかと思います。まずその事業等の引き継ぎ 

これにはもう十分配慮していただいているものだと思います。そして新しい仕事に対して

やはり初めてだから勉強しなくちゃいけないと思うんですね。それぞれの職員の方がそし

てその責任感というか責任を持ってその職務を遂行すると、これ以外に私はないんじゃな

いかという風に思っております。それが甲佐町の職員さんはできるはずなんですよね。私

はできると思うんです。なぜなら高等教育を受けて、そして甲佐町の採用試験に合格し来

られているから非常に能力のある方ばかりだという風に思っております。是非この職務を

遂行していく中でやはり自分を鍛えると磨くと言いますか、組織の中で頑張ってほしいと

いう風に思います。そして仕事の可能性を追求して行って欲しいという風に思うんですけ

れども、その辺はぜひ町長がおっしゃる職員の質の向上のためにもいかにしてその素晴ら

しい職員を職場で育てるかということについてはしっかりやっていただきたいという風に

思うところです。そしてやはり実効性のあるやり方でやっていただきたい。そこは是非お

願いしたいと、結局言わんとするところはやはり全てですけれども人ですよ。人、人財で

すよ。なんとか今の職場で頑張っていただける、頑張っていただかんと仕方ないんです。
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私はそう考えております。人財も材木の材でなくて財産の財です。こういう職員を育てて

ください。是非それはお願いをしたい。今回の異動には良い人財、今言いましたように望

ましい人財が職場でしっかりと育つことを願ってこのような長々と申しましたけれども、

私の考えでございますので、町長の方からそれに対するご意見ございましたらぜひお聞か

せください。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） それでは人事異動に対する私の思いということで、宮川議員が

おっしゃられます通り今年の令和６年度の人事異動につきましては大変大型な異動になっ

たという風になっております。特に係長級も異動が多かったんじゃないかということで、

これにつきましてはその理由といたしましては先ほど答弁いたしましたように私の人事異

動に対する４点を意識して人事異動を行いましたということで、まずは適材適所それから

若手職員につきましては中長期的なそういう見据えた人事配置、それから職員の異動希望

に即した人事配置それから４点目はバランスの取れたということで、そういった４点を意

識してする中で異動が多くなったということでございます。要因といたしましては先ほど

総務課長からもありましたように係長が今回多く昇進がございました。一人の昇進につい

て１人を昇進するとそこを異動させて異動させということになりますので、最低でも３人

ぐらいが動くようになるんですよね。そういった観点で係長級については異動が多かった

かなという風に感じているところではございますけれども、これにつきましては宮川議員

のご指摘にもありましたように住民サービスの低下に繋がってはいけないという風に考え

ております。これにつきましては私たちも町民の福祉の向上のため仕事をさせていただい

ているわけでございますので、これにつきましては課長を中心に課で教育等を行いながら

しっかりと職務を遂行していきたいという風に考えております。私の方からもそこは強く

指示をしていきたいという風に考えております。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） 宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 是非私も非常に期待をしておりますのでお願いをしておきます。

では次の甲佐町の農業についてということでお尋ねをしていきます。まずこの農業につい

てということに入ります前に甲斐町長にお聞きしますが、私は以前から甲佐町の地場産業

が農業であるという風にずっと前町長も言われてきているという風に覚えていますけれど

も、その点について甲佐町の基幹産業は農業でございますかその点をお聞かせ願いますか。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） それでは農業に対する私の考えについて述べさせていただきます

宮川議員もおっしゃいます通り、本町の農業につきましては従来から第１の基幹産業とし

て発展してまいりました。しかしながら近年では農業者の高齢化に伴います耕作放棄地の

増加であったり担い手不足、または直近ではエネルギー価格や原材料価格の高騰など農業

を取り巻く環境は非常に厳しいものがあるという風に認識しております。そのような中で

国では本年の６月に農政の憲法とされます食料農業農村基本法を25年ぶりに改正をされま

した。詳細につきましては今後順次示されることとなりますけれども、社会基盤でありま
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す農業の重要性の高まりに国をあげて対応するという内容でございまして、日本農業を強

くするという国の姿勢が示されているものと感じております。本町におきましても国や県

と連携し農業の基盤強化をこれまで以上に推し進めることが求められることになります。

先ほども申し上げました通り、本町の第１の基幹産業は農業であります。担い手や農地の

問題など様々な課題がありますが誠実に向き合って対応していきたいと考えております。

以上です。 

○議長（宮本修治君） 宮川議員。 

○10番（宮川安明君） ありがとうございました。今町長の方からもうお話ありましたよ

うに法改正で25年ぶりに法律ができております。それを受けて今度は次の質問に参ります

けれども、甲佐町地域計画というものを策定しなくてはならないという風になっておりま

す。この甲佐町地域計画、これにつきまして担当課長の方から説明をお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします。２つの要素で構成されます地域計画です。

まず１つは地域農業の将来のあり方とそれを実現するための方針が定められた文章で合わ

される計画書というものともう１つが10年後に誰がどの農地を工作しているかを示した地

図目標地図から構成されます。これまで地域での話し合いにより人農地プランを作成実行

していただいてきましたが、今後高齢化や人口減少の本格化による農業者の減少や耕作放

棄地が拡大し地域の農業が適切に利用されなくなることが懸念されるため農地の集約化等

の取り組みが喫緊の課題となっています。そこで令和５年４月１日に基盤法等の改正法が

施行されました。作成の期限としましては今年度末までとなります。人農地プランを法定

化し10年後を見据え地域での話し合いにより目指すべき将来の農地利用の姿を明確化する

地域計画が定められ、実現のため地域内外から農地の受け手を幅広く確保し、農地バンク

を活用した農地の集約化等を目的に創設されたものです。以上になります。 

○議長（宮本修治君） 宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 農業の地域農業の将来のあり方ということでそれを実現するため

に今課長がおっしゃったように計画書と地図を作成するとのことですが、以前に人農地プ

ランというのを作成した覚えがあります。私はこの人農地プランを作成はしたものの、こ

のプランがなかなか生かされなかったんじゃないかなという思いが強く思っております。

その人農地プランこれは作成したのが確か始めたのが平成24年だったという風に確認して

いると思います。それで10年以上これは経っているというようなことでございます。当然

農業従事者もその当時から比べると高齢になっておられる。私自身もその当時は60代でま

だまだいけるということで頑張った覚えがございますけれども、もう70過ぎてますし、さ

て今後の10年間どうかなという思いは私自身がしているところでございます。それはそれ

として今回の計画ではさらに今言いましたように10年後をどうするかというようなところ

でございます。それもこれが今年度末までやれとやらなくちゃいけないというようなこと

なので、大変な作業じゃないかという風に思います。そこで次に質問をいたしますけれど

も、じゃあこの制度の進め方、この制度のメリット、この２点について担当課長の方から
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答弁をお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） ８月に各区から区長推薦という形で検討委員さんを提出し

てもらっております。区長推薦以外にも地域内外から農地の受け手を幅広く確保するとい

う観点から利作の新規就農者や農業法人などにも町からの推薦ということで今月開催する

予定にしております。開催します話し合いについては多分１回では終わらないということ

もありますので数回重ねないと計画は作成できないものと考えております。町としまして

も10年後ということもあり、担い手確保の観点から広いエリアということで甲佐町を９つ

に分けて考えていきたいと思っております。宮内地区が１つ、それ以外の甲佐・竜野・乙

女・白旗をそれぞれ２つにという風に考えております。また作成するメリットにつきまし

ては皆さんご存知の多面的機能支払い交付金や中山間地域等直接支払い交付金等の交付金

等44項目にも関係いたします。機械導入等のポイント加算にもなりますのでよろしくお願

いしたいという風に考えております。逆に作成をしなければ加算されないというデメリッ

トもございます。以上になります。 

○議長（宮本修治君） 宮川議員。 

○10番（宮川安明君） この事業のまずはメリットについてですが地域計画と各種補助金

等の連携状況というような資料を見せていただきました。私は補助事業等の関係が非常に

重要ではないかという風に考えます。特に課長が説明されたように多面的機能支払い交付

金また中山間地域等直接支払い交付金のこれらの事業は今の各地区で積極的に取り込まれ

ている事業でございます。この事業ができないと仮定の話ですけれどもできないというこ

とだったら地域の維持管理、用水路だったり農道だったりその維持管理もできないし、農

作業草刈りとかそういうことが全然できなくなると、集落のコミュニティというかその辺

のことが全てが崩れるんじゃないかという風に思われます。そういうことでまたそれだけ

じゃなくてこの交付金自体が全てで合わせると44項目あると今説明を受けましたけれども、

この計画を作成しなければこの44項目にものぼる事業ができなくなるということです。こ

のようなことを検討委員さんたちの話し合いの中でやはりしっかりと説明をして行かれる

べきじゃないかという風に思います。そして理解をしていただき協力してもらう以外には

ないんじゃないかという風に思います。この計画を作成すれば逆にそういう事業にのれる

ということですのでこれを使って甲佐町の農業の進行、発展につなぐようにすべきだと私

は思います。次にこの事業の町の進め方ですが検討委員会さんを中心にやっていくと思い

ますが、当然その中には新規就農者それから認定農業者それから法人が入ってくるという

風に思います。法人についてはこの次に質問させていただきますので省きますけれども認

定農業者、この方々が10年前は90名居られたと現在は43名、その中でも私も入っています

けれどもかなり高齢の方がいらっしゃいます。そういうこと、それから新規就農者これは

令和２年から令和４年までをお聞きしましたところ５名ということでございます。こうい

うやはり10年後を見据えてのことでございますけれども、現実問題としてこの辺をしっか

り見据えた上でこの事業に取り組まなくてはいけないんじゃないかという風に思います。
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これも答弁は結構でございます。私が思いでございますので。次にそれでは担い手がいな

い場合、非常にこういうことも考えなくてはいけないことでなのでお聞きしていますけれ

ども、もし担い手がいなかった場合にはどうなるのかということをお聞きいたします。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） 地域計画が10年後ということで担い手が不明な場合も想定

されます。その場合は計画に意欲のある担い手および法人等に農地集積を促進していくと

もに新たに担い手の参入について農地バンク等を通じ広く募っていくこととしております。

以上になります。 

○議長（宮本修治君） 宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 意欲のある担い手、法人等に農地の集積を進めていくということ

です。今まで甲佐町の地域計画について色々と質問もさせていただきましたが、やはり今

年度中に全てを決めるというのは困難じゃないかという風に思いますので、今年度中にで

きるところはしっかりやって、次年度以降も継続しながらやって行くべきじゃないかなと

いう思いです。それでは次に参ります。次は農事法人の今後のあり方についてということ

で担当課長の方からご答弁をお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） 現在本町におきましては農事組合法人が７つ設立されてお

ります。設立から10年が経過しどの組織におきましても高齢化や担い手不足が課題となっ

ております。先ほど答弁しました地域計画にも関係しますがどの法人や行政区においても

課題となっています。そういう状況を踏まえますと新規就農者や現在50代以下の兼業農家、

非農家など興味のある様々な方に募集を行わなければ厳しいと思います。その中で特に意

欲がある新規の方、非農家の方などは研修も必要と考えます。国や県などの研修を案内し

安心安全な作業を行っていただきたいと思います。地域計画にも関係しますが10年という

期間を経過し見直しの良い時期に来ているかもしれません。また経営に関しましてもどの

法人も従事分量配当であるため、本来決められた単価の給料を支払う確定給与方式の経営

が目標と思いますので、経営コンサルタント等を招いての研修会等や先進地研修等も必要

と考えます。今後も年に３回程度開催しておりました代表者会議等は継続したいと思って

おります。以上になります。 

○議長（宮本修治君） 宮川議員。 

○10番（宮川安明君） まずこの法人に関してはこの後午後から本田議員の方が質問もさ

れます。同じ問題でございますので私の方もなるべく重複しないような形で質問させてい

ただきます。課長の答弁で設立から10年が経過している中、従事分量配当から確定給与方

式の経営が目標と考えるというような発言がございました。であれば設立した当時に集積

した農地についてどうするのかこの問題について考える必要があるというふうに思います。

私の記憶と言いますか頭の中では７つの法人で167町の集積があると、そしてその従事分

量配当でほとんどがやっておられると思っております。167町の集積した中で直営という

形でよく言われる直営でいいかいいのかはっきりしませんけれども、直営でやっておられ
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るところが27町だとか確認しております。では直営以外140町これをどうするのかという

ことになってくると思うんですけれども、この７つの法人で集積が167町、その中直営が

27町、直営外が141、この数字について私も定かではないんですけれども間違いございま

せんか。担当課長。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） 間違いございません。以上になります。 

○議長（宮本修治君） 宮川議員。 

○10番（宮川安明君） では現在140町を従事分量配当として運営をしていると、この方

法は法人から個人の方が借りて仕事をしているということですよね。この場合、個人の方

はそれぞれ受け持ってされているからそれはそれでいいんですけれども、個人の方だから

もしその個人の方ができなくなった、当然病気もされるでしょう。やはり個人は個人なん

ですよね。そうなった場合その土地はどうなるかというと法人に帰ってくるんです。当然

法人の土地だから、これはどうにもならないことだと思います。実際法人今そういうのが

増えてきましたよ。だから課長がおっしゃったように給与方式で経営にすべきだというこ

とになったんだろうと思いますけれども、私も同感でございます。やっぱり給与方式でや

らんと先が見えているんじゃないかという思いでございます。先ほどの地域計画とも直接

これは関係あることですが課長にお尋ねしますけれども、それじゃあその10年前私も記憶

あります集積協力金なるものが出ました。これが各法人それを受け取っておりますよ。そ

れを法人と地主さんに両方どっちにも来たと思うんですよね。その辺の金の流れは各法人

がやっていることだから色々あると思いますけれども、この補助金に対して10年過ぎてい

るから補助金の縛り、そういうのはどのように理解したらよろしいんですか。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） 当時地域集積協力金、経営転換協力金、耕作者集積協力金

などの集積金が交付されております。当時は10年間工作すれば返還を生じないとなってお

ります。県の方にもこれは確認しております。各法人によりその集積金を運営資金等に運

用しているところもあるかもしれませんが、11年後につきましては各法人の経営に関する

こととなりますので町としましては各法人にお任せするということになります。以上にな

ります。 

○議長（宮本修治君） 宮川議員。 

○10番（宮川安明君） それでは私はそういうことであればこのタイミングでもう一度新

たな集積を見直すべきじゃないかという風に考えます。農地バンクを通じてしっかりと貸

し借りをやり直しやり直すことも必要だと思いますし、なぜなら各法人できているところ

はいいんですけれども、直営の部分についてもなかなかうまくいってないんですよね。担

当課長、現状ご承知でしょうけれども、例をあげてみますと今年の大豆等につきましても

こういう異常気象だったからということもありますけれども、発芽不良というか、なぜ発

芽不良となったのかは作業が遅れたからですよ。早く植えたところはできているんですよ。

どうしても直営の部分は遅くなるんですよ。そういうこともあります。ですからこのタイ
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ミングで是非経営先を見直しできる面積から始めるべきだと考えます。そしてその上で給

与方式で経営するためにはどうしたらいいかというのを各法人さんが考えるべきだという

風に思っております。特に地域が目指す地域計画、10年先のためにも今が一番そのタイミ

ングだと私は思っています。組合長さんにしても私も田口の組合長に就任しましたけれど

も７つの法人組合長さん、私より若いのは山出の■■さんだけですよ。若いと言っても１

歳下ですよ、そういう状況でございますのでぜひこのタイミングでそういうことも考えて

いただきたいという風に思っております。 

 次に農機具等について質問いたします。現在、補助金の最大が280万ということで時間

がありませんので急ぎますけれども、見直してはどうかということでございます。いろん

なことを見直してはどうかということでございますけれども、見直す考えがあるのかどう

か端的にお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします。現在農機具に限らず様々な機械や資材が高

騰しているのは存じ上げております。この状況を鑑みまして課内においても見直しの時期

が来ているものと承知しております。今後も価格高騰が続くと思いますし納期の遅延も想

定されますので、支援に向けて考えていきたいと思っております。以上になります。 

○議長（宮本修治君） 宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 是非これは考えていただきたいと思います。と言いますのがやは

り農機具が非常に値上がりをしております。これはロシアとウクライナの戦争もあります

し、外国産によりますと為替相場が非常に関わってきております。国産で２割か３割作業

機については４割ぐらい上がっているというような状況でございます。しっかりとこの辺

を踏まえた上でそれからもう１つドローン、スマート農業で上がってきますドローン、こ

のドローンにつきましては本体は150万か200万までは行かない、ただそれに付属するもの

があるんですね。バッテリーとかそのバッテリーがないと飛ばないけどこのバッテリーが

10分か15分ぐらいしかもたないんですよね。１個で。だから少なくとも５個か６個は持っ

てないとずっと続けて仕事ができないというような状況でございますので、その辺はそう

いう部品もまとめたところの農機具として是非その辺は考えてください。これは私からお

願いして、調べておられるからわかってらっしゃると思います。では次に行きます。今後

の農業経営についてということで町が農業経営についてどう考えておられるのか、課長か

ら答弁をお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） 先ほど地域計画の中でもご紹介しましたが今月から説明会

を開催するということにしております。その中でも町長マニフェストの農業振興に向けた

各種支援の拡充ということをうたっておられますので説明会の中で農業者等の様々な意見

も取り入れたいと考えております。また経営ということで幅広く新規就農者や非農家の方

の農業への参加、兼業農家の方の法人への参加等周知を図って法人の確定給与方式の経営

を目指してもらいたいと思っております。それに伴い様々な研修や参加を募っていき機械
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導入補助などを行っていきたいと考えております。以上になります。 

○議長（宮本修治君） 宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 基本的な考え方わかりました。私も私なりの意見を農業に対して

申し上げてきました。ただ私は議員として今一般質問をしておりますけれども、私も甲佐

の農業をやっている現役の従事者でございますのでそういう意味から少し時間もありませ

んので話させていただきますと、甲佐町の農業は米・麦・大豆これでやっております。そ

の中で今問題になっておりますのが米でございます。米が非常に高くなっておると今年の

米は２万円を超えているというようなことをマスコミが報道しております。なぜ米が少な

いのか色々事情がございます。根本的には儲からんけんですよ。どれくらい儲からんのか

ということでしょうから私が今からちょっとその辺を資料をこの資料はJA上益城の営農部

農産課に先月依頼してどうなっているのかということを聞いたものでございます。これに

よりますと種子から肥料、土壌改良剤、消毒剤いろいろ経費があります。そういう中には

土壌の縁の価格も入ってます。資材の合計が３万6,648円、それからカントリー利用料、

出荷経費、刈り取り料いろんなものを入れるとその他の経費が５万2,628円、総経費を合

計しますと８万9,276円でございます。米の代金これは去年のことですけれども、森のく

まさん、これだいたい７俵だそうです。できるのが１反で。去年の概算金が１万2,000円、

８万4,000円ですよ。米の収入が８万4,000円、経費が８万9,276円、5,276円、これが現実

なんですよ。これに田んぼを借地の場合、少なくとも１万円入りますからね。となると１

万5,276円が実質的赤字なんですよ。ただこれで一番大事なのはこれは人件費が入ってい

ないんですよ。お分かりですか。そういう現実があるということですね。これをぜひ執行

部の方、町長も始め分かっていただきたい、もう時間もありませんのでこれではやはり生

活はできませんよ。とにかく農業で生活ができるようにやはり支援も必要です。そして儲

かる農業をしなくてはいけないというふうに思いますし、冒頭に町長が農業が基盤産業と

おっしゃったであるならばやはりここで色んな事業等も今度できますので、できる44項目

を使えばできるんですよ。だから是非やっていただきたい、やろうと思えばできると思い

ますよ。なぜなら来年の令和７年の予算も今から組めますよ。あなたがくめますよ。人事

だってあなたができますよ。ぜひそこはしっかり基盤産業である農業ですから捉えてやっ

ていただきたいということを申し上げたいと時間もありませんので、町長のご答弁をお願

いいたします。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） 今宮川議員から米を中心とした農業を取り巻く環境は非常に厳し

いというようなご意見がございました。そういったことは町といたしましても十分認識は

しているところでございます。色々と農業者の所得向上であったり儲かる農業の推進のた

めに色々と国等の情報を収集しながらまた展開していきたいという風に考えておりますし、

先ほどドローンの話もございますが、これは熊日新聞さんの方にスマート農業促進法が10

月１日から施行されるということで掲載されておりました。そういったいろんな国の情報、

そういったのにもしっかりとアンテナを張り巡らせながら農家の方々のために甲佐町の農
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業のためにしっかりと取り組んでまいりたいと考えております。以上です。 

○議長（宮本修治君） 宮川議員。 

○10番（宮川安明君） ぜひ勝手なことばかり申し上げてきましたけれども、これは甲佐

町の農業の発展を思ってからの私の意見でございますのでよろしく取り組みの方をお願い

いたしまして、私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（宮本修治君） これで10番宮川安明議員の質問は終わりました。 

 昼食の為、しばらく休憩します。午後は１時から再開します。 

────────────── 

休憩 午前12時00分 

再開 午後１時00分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

次に、９番、井芹しま子議員の質問を許します。 

 ９番、井芹しま子議員。 

○９番（井芹しま子君） ９番、井芹です。今回は３つの点について質問させていただき

ます。１点目はふるさと納税応援寄付金の活用について、２点目住民の健康を守る施策の

拡充について、３点目はマイナ保険証の課題、また存続を求めての質問をいたします。で

はふるさと納税の活用についてお尋ねをいたします。活用についてお尋ねをする前に現状

についていくつかお尋ねをいたしたいと思います。ふるさと応援寄付金、ふるさと納税は

都市部と地方の税収格差是正、地方創生を目的に2008年から始まりました。寄付額は総務

省のデータを見ますと2008年ふるさと納税が始まった年は全国で81億4,000万円でした。

しかし16年後の昨年は１兆1,175億円と大変な伸びとなっています。甲佐町におきまして

も2008年は153万6,000円から昨年度は28億7,900万円と県内トップ、全国で66位と飛躍的

に伸びております。こうした新たな財源の確保によって町財政には大きな貢献をしていま

す。関係者の皆さんの尽力の結果だと思います。そこで寄付金の活用の前についていくつ

か現状についてお尋ねしますけれども、令和５年度のふるさと応援寄付金についての収支

がどうなっているのか、内訳、返礼品等の総額、それから手数料など経費についてもお尋

ねをしたいと思います。割合についてもお尋ねをしたいという風に思います。よろしくお

願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） ふるさと甲佐応寄附付金の経費につきましてご説明い

たします。経費につきましては返礼品代またサイト利用料などを合計しまして18億1,530

万7,843円、経費につきましてが63%、実質収支つきましては10億6,423万5,657円、率につ

きましては37%となっております。内訳にいたしましては返礼品代が11億6,729万1,152円、

また業務委託料が２億9,911万5,315円、その他通信運搬費が461万6,730円、またサイト使

用料などにつきましてが３億4,428万4,646円となっております。以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 
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○９番（井芹しま子君） 返礼品、経費の総額については度重なる見直しが置かれまして

返礼品の総額については３割以下また経費ついてその返礼品を含めまして５割以下に納め

ることが国が見直しをしておりますけれども、そういった点では63%という風におっ

しゃったかという風に思いますけれども、その点については何ら問題がないのでしょうか。

そこら付近今お聞きしたのでお尋ねいたします。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） 経費につきまして63%とお答えをさせていただきまし

たけれども、こちらにつきましては制度上、寄付金をいただく年度とそれに伴って返す返

礼品の支払いを行う年度というのが一部ずれるところがございます。そういったところも

ございまして国の方につきましては問題なく５割というところで報告もさせていただいて

おりますので問題ないという風に考えております。以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） わかりました。それではふるさと納税は令和２年度から企業版

ふるさと納税も始まっております。令和６年度今年までとなっているようですけれども、

寄付額の状況についてお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） 企業版ふるさと納税の実績につきましてご説明をいた

します。令和３年度につきましてが50万円、令和４年度につきましてが60万円、令和５年

度につきましてが510万円となっております。以上です。  

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 令和５年度においては企業版ふるさと納税も大きく伸びている

ようですけれども、そこで返礼品についてお尋ねをしたいというふうに思うんですけれど

も、なかなか返礼品についてのどこ産とかそういった地場産とかなかなか難しいというふ

うに思うんですけれども、地場産業の振興という観点から考えますと現状において甲佐産

の返礼品活用が状況がどうなっているのかというのをお尋ねしたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） 返礼品にかかる地場産品の割合につきましてご説明い

たします。令和５年度の返礼品代につきましては先ほど申し上げました通り約11億6,800

万、このうち地場企業による返礼品につきましては約１%の取扱いとなっております。以

上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 純粋な地場産の取り扱いについては非常に低いようですけれど

も、そういった点での課題もあるというふうに思うんですけれども、地場産の振興は地場

産の返礼品の活用拡大もありますけれども、まあ一方では地場産業振興のために寄付金を

活用していく地域活性化がこの制度の趣旨でもありますから、このことも必要だというふ

うに思うんですけれども、午前中質問の中でも出てまいりました農業関係にいたしまして

も物価高やご存知のように肥料それから資材などあらゆるものの高騰の中で大変厳しい経
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営が続いております。ここは是非とも農業振興に向けた施策への活用も是非求めたいとい

う風に思うんですけれども、午前中の答弁とかぶるかもしれませんけれども、そこら辺に

ついて改めてお伺いをいたします。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） 地場産品の拡大ということでございますけれども、実

際地場産品につきましてはパーセントとしましては低いところでありますけれども、こち

らにつきましては令和元年度と比較しますと返礼品代としましては５倍ほど伸びておりま

す。ふるさと納税が増えるに従いまして甲佐町を見に来られる、甲佐町に関心を持たれる

方も増えておりまして、それに伴いまして地場産品につきまして返礼品を選択していただ

く方が増えているというような状況もございますので、そういったところで地場産品への

影響もあるという風に考えております。農業につきましても実際、今現在でも甲佐町産の

お米というのも返礼品の中にも入れておりますし、先ほど議員の方からも農業の振興とい

う意味でもご意見がありましたので今後につきましてもそういったところを活用させてい

ただいた上で返礼品につきましても構築をして考えていきたいというふうにも考えており

ます。以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 返礼品の純粋な地場産の活用については数字からしますと非常

に低い状況ですので、課長が答弁されましたように是非ともそこら付近は活用拡大につな

がるように取り組みをお願いをしたいという風に思います。今さっき述べましたように個

人の寄附額もそれから企業版の寄附額も非常に飛躍的に伸びているわけですけれども、そ

こでその要因についてどのように分析をされておられるのかその点についてお伺いをいた

します。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） 個人版の寄附額が増加した理由にしましてがいくつか

ございますけれども、昨年度１つとしましてがポータルサイトなどを２サイト追加したこ

とによる受け皿が増加したこと、それから２点目に返礼品の充実、それから３点目に委託

業者の企業努力ということで寄付者の意向に沿った配送をしていただいており、これらの

積み重ねによることが主な要因として考えております。以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 今３つの点で返礼品、失礼いたしました寄附金が伸びた原因に

ついて要因についてお答えいただけましたけれども、ネットを見ますとコーディネーター

として事業さんが甲佐町のふるさと納税の事業を受けていただいておりますけれども、先

ほどの答弁もありましたけれども県内トップになった背景にはこの事業さんの存在も大き

いものだったと思いますけれども、今どんな役割をそしてまた活動されておられるのかそ

の点をお伺いしたいというふうに思います。今後この事業さんにおいてはどのような展開

を今後検討されているのか、そういったことがあればお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 
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○地域振興課長（羽祢田直美君） 委託業者の役割につきましては委託業者におかれまし

てはほとんど全てのふるさと納税に関する業務を担っていただいておりまして返礼品の開

発からそれから受領書の発行、お礼のお礼状の送付など一連の流れにつきましてを委託業

者にしていただいているというところでございます。こちらにつきましては令和２年度か

ら委託業者を頼んでいる業者さんでありますけれども、先ほども申し上げましたけれども

寄付者一人一人に寄り添った返礼品の配送、こちらの方を重視してしていただいていると

ころでしてそういったところにつきましてが評価を受けまして寄付額についても伸びてい

るという風に町としては考えているところでございます。今後につきましてもこのような

いい取り組みを業者さんの方でしていただいておりますので、そちらの方を引き続き実施

していただくということと、あとはいろんなサイトにつきましても精査した上で活用して

いきたいということで寄附額の確保に努めていきたいと考えています。以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） わかりました。それで国はこれまで返礼品の競争加熱など様々

な課題で対応しながら運用の見直しを繰り返してまいりました。今年も行われましたけれ

ども来年度に起きましてもポータルサイトのポイント付与の見直しなどが予定されており

ます。ポイント付与も寄付の伸びに大きく反映してきたのではないかというふうに思いま

すけれども、こういった見直しが今後の展開に対する影響ですけれども、その点について

はどのようにお考えでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） 先ほどおっしゃりましたのが来年度ポイントを付与す

る仲介サイトの利用を禁止するといった総務省の方針が出ていることだと思います。こち

らについての寄付額への影響ということでございますけれども、こちらの改正につきまし

てはまずふるさと納税全体に対してこれが影響するものであり、まず全体の影響額という

のが不透明であることが言えます。またふるさと納税自体が税控除といった寄付者にとっ

ていわゆるメリットのある制度であるというようなことから現時点で本町における影響と

いうのがどのくらいかというのを申し上げることはできませんけれども、町といたしまし

てはまず国の方針に沿った対応を前提とした上で先ほど申し上げましたけれども、委託業

者と連携を取りながら寄付額の確保に努めているということで影響がないような取り組み

をしていきたいという風に考えております。以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） わかりました。次に寄付をする場合には使い道についての希望

が問われています。この希望の状況はどうか、また寄付者の思いに応えることはふるさと

納税の趣旨からしましても大事だという風に思いますけれども、その点についてはどうな

のかお尋ねをいたします。寄付金の活用についてなかなか見えてこないので改めてお聞き

をいたします。 

○議長（宮本修治君） 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） それでは寄付をされる事業の項目の高い順でお答えさせてい
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ただければと思います。ふるさと納税をされる際に７つの事業項目のうち１つを選んでい

ただくようになっております。その事業項目で寄附額が多かった事業につきましては令和

５年度で行きますと指定がない場合が多いということから、項目に合わせますと町長が必

要と認める事業という部分が一番多くなっております。寄附額で申しますと約13億7,500

万円となっており充当事業、これを活用とした事業といたしましては浄化槽設置整備事業

や地域間幹線系統確保維持補助金など11事業に充てさせております。２番目が明日を担う

子供の育成で寄附額といたしましては約８億5,300万程度となっております。充当事業と

いたしましては子供医療費助成事業、特別支援教育支援事業、保育の実施費など28事業に

充てさせていただいております。３番目に花と緑に包まれた美しいまちづくりで寄附額が

約３億6,300万となっており充当事業といたしましては町道の維持管理や津志田河川公園

管理事業など14事業となっております。また令和４年度の事業項目につきましても寄附額

が多い事業項目については令和５年度と同様の結果という風になっております。また寄附

者の意思をどれだけ踏まえられているかという部分につきましては寄附者の意思に尊重し

て、子供への支援や教育も含めて取り組んでいるところでございます。以上になります。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 総務省のデータなどを見ますと子供子育て、教育環境の充実な

どがトップになっています。甲佐町のホームページにも令和４年度までの使い道は載せて

ありますけれども、ほとんど見ますと既存の事業に充てられております。充てられてもも

ちろんいいのですけれども、それが活用して拡充されていればいいのですけれども、そこ

が見えてきません。非常にここが大事なのではないかという風に思います。結局は既存の

事業に充てられた分、基金が増えていくというのは納得いきません。もっと町民の暮らし

の課題、少子化対策、子育て農業振興などにしっかりと向き合った活用を求めたいという

風に思います。将来過疎債が使えなくなるということを理由にあげておられましたけれど

も、道路整備などハード面での必要なことも多くありますけれども、今物価高騰の中で大

変な子育てや年金が物価高騰に追いつかない中、高齢者は介護保険料や後期高齢者保険料

の引き上げ、医療費の負担の引き上げと暮らしは非常に厳しさを増しています。今こそ町

民の暮らしの施策、拡充へ寄附金の活用を求めたいという風に思います。これまでの補助

金などの施策は事業者優先となってはいないでしょうか。午前中の町長の答弁でも力を入

れて行きたいという施策でスタートアップ事業、それから住宅開発事業、民間事業者への

支援、企業誘致などへの支援などこういった点がやはりそういった点ももちろん必要です

けれども、住民がより暮らしやすい、子育てしやすいまちづくりがやはり進むことという

ことが地域活性化にもつながるという風に思うんですけれども、町はこの点についてどの

ように考えておられるのか、ふるさと納税についての最後の質問とさせていただきます。

よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 企画課長。 

○企画課長（北畑公孝君） それではふるさと納税の基金の活用についてということで答

弁させていただきます。これにつきましては本年第２回定例会におきまして令和５年度一
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般会計補正予算の専決処分の審議において、５番佐野議員の質問に対してふるさと甲佐応

援基金の活用に対し各課職員から多くの事業提案がなされており、実効性・有効性、また

優先順位を決め事業の予算化を進めている旨の答弁をさせていただいております。この各

課から多くの事業が提案されておりますが募集としましては住民、地域に対しての活用と

いうことで募集をさせていただいている結果でございます。予算の事業化につきましては

本年度の事業予算化につきましては今期定例会に提出しております一般関係会計補正予算

で道路維持工事として3,000万円を計上させていただいております。この事業につきまし

ては行政区から多くの要望もあり、また議会でも予算化の要望があっております里道等の

舗装工事となっております。また今後につきましては子育て支援、産業の振興のほか多く

の分野について事業提案があっておりますので、令和７年度に向け事業化を行うこととし

ております。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 各課での政策、施策が練られて今後随時その実施に向けての予

算化も進んでいくというふうに思うんですけれども、是非とも今申し上げました通りもっ

と本当に住民の暮らしに目を向けたそういった施策が拡充しますように是非ともそういっ

た点はお願い求めたいという風に思います。そういった点で最後に町長からも一言その点

についてお尋ねをしたいというふうに思います。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） ただいまふるさと納税について地域住民への還元といった点でご

質問があったというふうに思います。これにつきましてはただいま企画課長の方からも 

答弁がありましたように今回令和５年度におきましては県内で一番寄附金が集まったとい

うことで約28億円ですね。その結果を受けてやはり寄附者の意思を尊重してまちづくりに

生かしていかなければならないという思いでこれは私の方から企画課の方を通じて各課に

要望、これはふるさと納税の基金を財源としてこれまでできなかった事業についてこう

いった事業をやってみたいというようなことを各課に要望調査を出しました。各課から上

がってきた事業が55事業ございまして、これにつきましてはとりあえずは令和７年度事業

構築に向けて今現在庁舎内で事業化に向けて制度を構築しているところでございます。先

ほど企画課長の方からも答弁がありましたように里道等の改修に要する経費につきまして

は事業構築が早く完成いたしましたので今回の定例会で予算計上させていただいていると

ころでございます。いずれにしましても井芹議員がおっしゃられますようにこのふるさと

納税を活用して甲佐町の地域住民の方々のために福祉の向上のためにちゃんと事業構築を

していきたいという風に考えております。以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） ぜひともそういった方向性を持ってよろしくお願いをいたした

いと思います。 

 次に高齢者のコロナワクチン接種補助についてお尋ねをいたします。新型コロナウイル

ス感染症は新株の置き換わりをしながら厚労省が定点報告をしておりますけれども、それ
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を見ましても感染は続いております。今後も流行が急拡大する恐れについても懸念をされ

ているところでございます。新型コロナは５類以降によりまして全ての特例措置が３月末

を持って終了し、検査治療は他の病気と同じように１ないし３割負担が発生することにな

りました。コロナワクチン接種は３月まで公費負担でしたけれども、４月以降は65歳以上

の定期接種になりそれ以外は自己負担となっております。４月以降の定期接種について費

用、それからまた接種体制はどうなっているのかお尋ねいたします。特に接種費用につき

ましては高齢者の皆さんが経済的理由から接種を諦めることがないよう町の負担軽減を求

めたいというふうに思いますけれども、町についてはこの点についてどのようにお考えか

お尋ねいたします。 

○議長（宮本修治君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（宮崎貴美代君） 高齢者のコロナワクチン接種補助等についてお答えい

たします。全国的に今年の秋から新型コロナウイルスワクチンの定期接種が開始される予

定です。定期接種は65歳以上の高齢者と重い基礎疾患を持つ60歳から64歳の方が対象と

なっております。接種費用の一部は国から市町村に助成されますので自己負担は最大で

7,000円程度となります。定期接種の対象者以外の方は任意接種となり全額自己負担とな

りますけれども、接種費用は医療機関によって異なります。国の資料で申し上げますと任

意接種で全額自己負担した場合は１万5,300円程度となります。高齢者のワクチン接種補

助につきましては例えば１回あたりの接種費用が１万5,300円としますとそのうち国から

の助成が8,300円、自己負担が7,000円となります。甲佐町としましては住民の方の自己負

担を少しでも軽減するために町内の医療機関で接種する場合、自己負担を3,000円と考え

ておりますので町の助成額として考えると差額の4,000円となります。また県の予防接種

広域化業務を受託している町外の医療機関で接種する場合は3,200円、自己負担が3,200円

となり町内の医療機関より200円高いのが医師会の事務費がかかるためとなっております。

接種の自己負担につきましては近隣の町で接種される方もおられるため郡内や近隣の町の

自家負担額も参考に検討しました。接種体制につきましては各自それぞれ希望する医療機

関での接種となります。以上になります。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） コロナワクチンにつきましては定期接種におきましては町の負

担も独自の負担もしながら軽減をするということなので、その点については金額がどうな

るかというのは今後住民の皆さんのニーズも聞きながらお願いをしたいという風に思いま

す。次に子供のインフルエンザワクチン接種の助成についてお尋ねをいたします。この点

についてもインフルエンザに乳幼児が感染しますと重症化する確率が高いとされておりま

す。気管支炎や肺炎、中耳炎など併発することがあり、まれにインフルエンザ脳症という

死亡率の高い合併症を併発することもあると言われております。予防することが大事な重

要な疾病の１つとなっております。インフルエンザの予防接種は生後６か月から12歳まで

が２回、13歳以上は１回とその効果は６、７割で発症を抑えることができるという風に言

われております。しかしインフルエンザワクチンは１回で4,000円前後と13未満は２回必
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要ですから12歳未満の子供さんが２人だと１万6,000円前後、３人なら２万4,000円と高額

です。65歳以上の高齢者の皆さんには助成制度がありますけれども子供さんにはありませ

ん。子供さんが感染しますと親子さんは仕事を最低でも５日は休まなければなりません。

学校で広がれば学級閉鎖や学年閉鎖など特に日本では例年12月から３月までが流行シーズ

ンとされているようですので、受験生の皆さんにとってもインフルエンザの流行は大変気

がかりなことだというふうに思います。学習や受験に支障が出ることが支障があってはな

らないという風に思います。子供や家庭の健康を守り学びを支え子供たちの健やかな成長

のためにもこのインフルエンザワクチンの助成制度を作るべきだというふうに思いますけ

れども、周りの自治体についても広がっております。この点も含めて町はどのようにお考

えなのかお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（宮崎貴美代君） 子供のインフルエンザ予防接種に対する近隣の町の助

成状況についてお答えします。近隣町を調べましたところ益城町、山都町、美里町におき

まして助成が行われております。本町に起きましては助成は行っておりませんで郡内や 

県内等の動向を見ながら調整していく予定としております。以上になります。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） それでは私の方から子供インフルエンザワクチン接種費用の助成

について町の考え方を答弁させていただきます。町としましては現在子育て支援策を検討

するため、よく申しておりますけれども庁舎内で子育て支援のプロジェクトチームという

ものを立ち上げております。そのプロジェクトチームにおいて子供のインフルエンザワク

チン接種費用の助成というのも含めて現在検討を進めているところでございます。助成内

容等につきましては今後精査していく必要があるという風に考えておりますが、令和７年

度からの実施に向けて現在プロジェクトチームで検討を進めているところです。以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 令和７年度に向けて実施の方向で検討していきたいということ

ですけれども、是非とも早く実現しますようにお願いをいたしたいという風に思います。 

 次にマイナ保険証の利用に関する問題、そしてまた今後の対応についてお尋ねをいたし

ます。政府は現行の健康保険証を廃止しマイナンバーカードと健康保険証の一体化を含む

マイナンバー法の一部改正を昨年３月閣議決定をし現行の保険証は今年12月２日から新規

発行は終了することを決めました。マイナンバーカード取得が任意であり保険証との一体

化はマイナンバーカード取得を事実上強制するものです。これまでマイナ保険証につきま

してはマイナ保険証に他人の情報の紐付けなどの誤登録や顔認証ができない、資格確認が

無効になるなどトラブルが全国で発生、それを受けて国が昨年総点検し、8,395件の誤登

録が判明しております。その前の分も含めますと１万5,951件と公表しております。その

後も顔認証がうまくいかない、他人の情報が出てくると言ったトラブルが相次いでおりま

す。医療現場では開業医の６割以上また勤務医などが加盟する全国保団連が全国の医療機

関へのアンケートを行いました調査では回答のあった医療機関のうち59.8%でトラブルが
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あったと答えています。資格確認ができず少なくとも753件が全額請求のトラブルが発生

し受付、業務が渋滞するなど、それに向けましては現行の保険証で８割の医療機関が対応

したという風に答えております。マイナ保険証の問題を今の保険証が解決しています。こ

れを取りましても健康保険証は残すべきだという風に考えます。こうした中総務省のデー

タによりますとマイナ保険証の利用率は７月時点で11%強程度でございます。では甲佐町

のマイナンバーカードの取得状況とマイナ保険証の取得、利用状況はどうなっているのか

お尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） 本町のマイナンバーカードを保有する方、保有率という

ことですが８月31日現在78.99%となっております。こちらは本町でマイナンバーカードを

交付した方でございますが、その年齢の内訳をこちらに示しております。これ資料の方に

ございます通り、５歳刻みの表になっております。こちらの交付した枚数に関しましては

年齢区分の関係でこれは令和６年の４月１日現在ということで作っております。次に保険

証の利用者登録がなされたマイナンバーカードいわゆるマイナ保険証ですが、これを保有

する方、町の国民健康保険加入者といたしましてはマイナ保険証登録率は令和６年６月30

日現在75.82%、後期高齢者医療加入者では69.23%となっております。また国民健康保険 

加入者のマイナ保険証の利用率、これは令和６年６月で14.88%、後期高齢者医療加入者で

は9.98%となってございます。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 全国でマイナ保険証を利用しているのは１割強と９割近くの方

が利用しておりません。甲佐町では全国平均よりも高くなっているようですけれども、そ

れでも２割には達していません。政府は低迷する利用促進のために217億円もの予算を計

上して利用を増やした病院や薬局に支援金を交付しています。これまで病院で20万円、薬

局や診療所で10万円だったのを倍に引き上げています。それでも利用は低迷をした状況で

す。国はマイナ保険証の一本化に躍起になっているわけですけれども、どこにそのマイナ

保険証のメリットがあるのか、また課題等について町はどう捉えておるのかお尋ねをいた

します。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） まずマイナ保険証の利用のメリットということでござい

ますが、これは利用者の同意に基づいた上ではございますが薬剤情報、それから診療情報

を医療機関や薬局と共有することができるということで、より正確な客観的なデータに基

づいた適切な医療を受けることができるとされております。また特に入院される際などに

今自己負担限度額を超える医療費の支払いを付与とするためには保険証とは別に限度額認

定書というものを医療機関に提示する必要がございますが、マイナ保険証の場合は原則と

してこの限度額認定証を医療機関に提示する必要はなくなってまいります。それから課題

といたしましては報道などで色々出ておりますが、その中で町が対応するべき課題につき

ましては、やはりなかなか分かりにくい制度がですね。保険証がなくなった後のことがど
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うなるのか、その辺りが不安であるとかそういったことがあるという風に捉えてございま

す。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） デメリットにつきましては国におきましてもより良い医療に結

びつく適切な医療に結びつく というようなメリットを必ずあげているわけですけれども、

そういった点でカードにその共有をするとしましてもカードに反映されますのが処方箋や

医療情報のレセプトが元になっておりますので、マイナ保険証の医療情報は少なくとも

１ヶ月半以降のものになります。これでは薬の情報などにしましても薬手帳が一番早く確

実になるのではないかという風に思います。また緊急の診療を要する時にマイナ保険証で

はいくつもの操作が必要になります。それに時間を要していたら命に関わる問題にあると

いう風に思います。どこが質の高い適切な医療と結びつくというのが、これがちょっとな

かなか分かりにくいものではないでしょうか。またメディアのアンケートではマイナ 保

険証を使わない理由の多くは情報漏洩が不安、ついで従来の保険証が使いやすい、メリッ

トを感じないなどが多くあげられております。この情報漏洩のリスクという点では高齢者

施設や障害者施設でのマイナ保険証の管理というものについても問題が指摘されておりま

すけれども、この点について施設でのマイナ保険証の管理は現在どうなっているのかお尋

ねいたします。また今後の国の方針についても尋ねいたします。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） それぞれの高齢者医療高齢者施設や身体障害者施設にお

いてのマイナ保険証の管理の実態につきましては把握してございませんが、令和５年の12

月に厚生労働省が福祉施設支援団体の方向けにマイナンバーカード取得管理に関するマ

ニュアルというものを発行しております。その中では施設入居者のマイナンバーカードの

管理は入居者本人の状況や希望に応じて施設の部屋のロッカーなどに自分で保管をするで

すとか入所契約や預り証など入居者本人との合意の上で施設において鍵付きのロッカーに

保管して出し入れの際にその都度記録をつけるですとか、またその取り扱い職員をあらか

じめ決めておくですとか、そういった対策を色々講じて管理することは考えられるという

風にされてございます。またマイナ保険証を保有しておられるもののマイナ保険証を利用

しての受診が困難な方におかれましては資格確認書というものでの受診は可能でございま

して、この資格確認書につきましては受診の際など現代の被保険者証と同じように医療機

関で使うことができるものでございまして施設の方で現行の被保険者証と同じように管理

することができるとされております。国の方では保険証に保管するものということにはな

りませんがどうしても困難な場合ではこの資格確認書で対応できるというように考えてい

るところでございます。この資格確認証はマイナ保険証を保有している方であっても原則

としてですが申請に基づいて交付をすることができるという風にされてございます。以上

でございます。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 全国保団連全国保険医協会団体連合会ですけれども、全国の保
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団連が高齢者施設などへの影響調査の結果が公表されております。約84%の施設で利用者、

入居者の健康保険証を管理している。現在の保険証、それからマイナ保険証、両方あると

いうふうに思いますけれども、しかし93%の施設が利用者、入居者のマイナンバーカード

の代理申請に対応できない、また94%の施設が利用者入所者のマイナカードを管理できな

いという風に答えております。マイナカード管理に伴い利用者家族と施設側に無用な混乱、

トラブルを招きかねないなど多くの懸念の声が出されております。介護を必要としている

人や高齢者、障害者の障害の皆さんの中で使えない自ら申請できない管理できないなど立

場の弱い方が医療から取り残されることなく、この点も懸念をされているところでござい

ますけれども、また様々な混乱を防ぐためにも保険証の廃止は中止をすべきだという風に

思います。今後具体的に12月２日から新規発行が現行の保険証がされませんけれども、廃

止になりますけれども、その後の対応についてお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） 12月２日以降保険証の新規発行ができなくなった後の対

応ということでございますが、まず現行の国民健康保険被保険者証や後期高齢者医療被保

険者証ですが、これは原則として住所変更などの異動がなければその有効期限が７月31日、

来年となってございますので来年の７月31日までは引き続き使うことができることになり

ます。しかしその今年の12月２日以降、国民健康被保険者証などが新規に発行することが

できないとされておりますので、マイナ保険証を保有されていない方につきましては現在

お手持ちの被保険者証の有効期限である来年の７月31日までに申請によらずに資格確認書

を発行するということになります。また12月２日以降に住所変更があった方や新規に国民

健康保険などに加入される方でマイナ保険証を保有されていない方の場合は、この住所変

更ですとか新規の加入などの届出の時に資格確認書を発行するということになります。医

療機関ではこの資格確認書を提示して現行の被保険者証と同じように受診することができ

るものですが、現在のところをこの資格確認書の有効期間が最大５年間とされております。

本町といたしましては現行の被保険者証の運用と同じようにその有効期間は１年間としま

すが、これを毎年切り替えを行っていくということで考えております。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） マイナ保険証を持たない人、国保や後期高齢者の方は保険証の

有効期限が７月31日ということで、それが切れる前に資格確認書を交付するという答弁で

すけれども、それも最大５年が有効期限でそれまでは１年ごとに資格確認書を発行すると

いうことですけれども、国はこの措置を当面としておりますのでその後はどうなるのかこ

の決まっていないわけですけれども、また資格確認書のみならず暗証番号なしのマイナ

カードや資格情報のお知らせ、被保険者資格申立書など様々な状況に合わせた書類が今の

保険証と同じようなものが発行される予定です。実際に発行もされておりますけれども自

治体に取りましても国民に取りましてもこのような煩雑な手間は保険証を残すことで軽減

することができます。このような状況の中で保険証の廃止については多方面から大くの懸

念や抗議の声、廃止撤回、延期などを求める声が上がっております。健康保険証の存続を
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求める自治体意見も178の自治体で採択をされております。また医療現場では全国保険医

団体連合会、保団連も保険証の廃止に反対し保険証の存続を強く求めています。また政府

はマイナンバーカードの利便性をおし出しながらより多くの情報を紐付けようとしており

ます。カードへの個人情報の紐付けの拡大、この辺につきましてはカードやパスワードが

第三者に渡れば多くの情報が閲覧され不正使用につながる危険性もあります。G７の中で

は国民監視に繋がると個人情報の一般化は強い拒否感があってマイナカードと保険証の一

体化などG７の中では日本のみだそうです。このような状況にあって保険証は残すべきだ

というふうに思いますけれども、最後に町の見解を求めます。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） まずマイナンバーカードのことからお話をさせていただ

きますが、まずマイナンバーカードがこの普及促進はまずデジタル社会の構築による行政

の効率化や住民の利便性向上などを目的としたものとしてなされております。そういった

中で医療の効率化や医療サービスの向上といった目的も踏まえましたところで今医療制度

の改革も同時になされておりますが、そういった中で紙の被保険者証を今回廃止をされる

ということでございますが、これはいずれにつきましても国の施策として進められている

ものでございます。町といたしましては国の方針に従って適切に事務を進めていくという

ことになります。マイナ保険証の課題ということにつながりますが、今このような環境が

大きく変化していくということでございますので、そういった環境が変化していく中で今

後の保険証がどうなるかわからないとか不安であるとかそういったことがあると思います

ので町といたしましてはそういった環境変化の中で町の国民健康保険加入者、それから後

期高齢者医療の加入者の方が取り残されることがないように今後の国の動向などを広く情

報を収集しまして住民の皆様へ速やかに丁寧に周知をするなど必要な対応を取っていかな

ければならないという風に考えているところでございます。以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） マイナカードについては今答弁がありましたけれども、住民の

利便性や効率化というようなことが挙げられておりますけれども、今それと相反する状況

が出てきているわけですね。そういったのをしっかりとできる方っていうのは全体の層で

はありませんので、そういった点からもこの今マイナ保険証の存続は強く、使う人は本当

にもちろん使いいただいても結構なわけですけれども、取り残されるまた方っていうのも

もちろんおられるわけですね。そういった点を考えましてもこのことに巨額の予算を投資

して国民の中にはこの問題に対する不安や不信が根強くありますし、利用もそういった点

で利用も低迷し混乱が続いているわけです。国は国民の声にしっかり目を傾け、マイナ保

険証への一体化を中止すること、町にありましては現行保険証の存続を国に求めていただ

くよう、このことを求めて最後の質問とさせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（宮本修治君） これで９番、井芹しま子議員の質問は終わりました。 

 しばらく休憩します。２時から再開します。 

────────────── 
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休憩 午後１時49分 

再開 午後２時00分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

次に11番本田新議員の質問を許します。 

11番、本田議員。 

○11番（本田 新君） 11番、本田でございます。概ね一般通告書に従って質問を進めて

まいりたいと思いますのでどうぞよろしくお願い申し上げます。まず最初に私は企業誘致

ということでありました。もともとは開発行為ということを念頭に置いていますけれども、

今回は企業誘致ということで宅地開発が議会で回しまして子育て支援とか色々含めた上で

の宅地開発の方については次の議会以降に質問させていただきます。まず今回は企業誘致

ということであります。まず私はここに下白旗地区の地権者に対する意向調査ということ

でありますけれども、これは今の熊本県を見ますと熊本市から菊陽方面TSMC関係で大津町

も含めてどんどん伸びておりますし、また郡内を見てみますと益城町、嘉島町、そして最

近は御船町の方もだいぶ進んでおります。そういったことで熊本市内から森崎橋を渡って

嘉島甲佐線で我が町にとする時に御船町の方でも手前の方ではかなり造成工事を行われて

いたり企業の進出がなっております。そろそろ我が町にもということで入ってすぐの下白

旗地区が私も地権者あたりとも色々お話をすると企業誘致についてはかなり良好なご意見

も伺っておりますので、そういったことも含めてこの地区の企業誘致ということについて

考えて執行部の皆さん方とお話をさせていただきたいと思いますけれども、まずはその本

来企業誘致というのは民間の経済活動でございます。ただそこに町としてその町の活性化

を図る上での企業の進出というのはかなり有効なことでございますし、またその町として

も受け入れ体制をしっかりと整備したい。また逆に誘導をするような政策も私は必要なの

ではないかなと思っておりますけれども、その中の１つとしてどの地区にどの地域という

かその土地に企業を進出する場合、その意向調査をしっかりしておかんとその土地が用地

交渉に支障があったらいけないなという思いがありますので町としてそういった意向調査

を私はしっかりやるべきだなと思いますけれども、その点について町の方でも色々やって

おられると思いますのでその点についてまずはお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 企画課長。 

○企画課長（北畑公孝君） 意向調査というご質問です。今先ほど本田議員も言われまし

た通り県道嘉島甲佐線、御船地内の方もだいぶ企業の進出が見られるところで企業誘致担

当者といたしましても期待しているところでございます。それでは意向調査についてです

が現在ご質問の題名にありますが下白旗地区ということですけれども、下白旗地区のみな

らず町では現在平成28年３月の工業適地調査により候補地として注視されたエリアおよび

令和４年４月12日に策定した国土利用計画に基づき土地規制や地権者、相続など諸条件の

洗い出しを行い、現在地権者に対して意向調査を進めているところでございます。以上に

なります。 
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○議長（宮本修治君） 本田議員。 

○11番（本田 新君） 開発予定候補地をしっかり探っておられるということで結構です。

そこには特に農地の場合は規制というのが必ずかかっておると思います。いわゆる農振と

いうのがかかった上でこれを何とか除外をすることが一つの重要じゃないかなということ

で次の質問をさせていただきたいと思いますけれども、今下白旗地区を見ますと日立物流

これはだいたい１万1,000から1万2,000平米ぐらいあります。大福物流もちょっと広くて

これがだいたい１万2,000平米です。この規模の企業を誘致するとなるとそれぞれの土地

が県道沿い今の県道沿いにはなかなか確保しづらいという面も私はあるんじゃないかと思

いますし、またさらに言えば２万平米、３万平米というような必要とする企業がもしも甲

佐町に進出ということになった場合、その受け入れが可能なのかどうかということも私は

非常に色々思っておりますけれども、そういった場合、県道のいわゆる県道沿いの１枚目

と言いますか県道沿いのことは１枚目と我々言っていて、その奥に行けば２枚目３枚目と

いうことで中の方に入っていく場合ということもありますので１枚目プラス２枚目３枚目

あたりの農地も農地転用が可能なのかどうなのか、そうしたら広い面積が確保できるので

はないかなという思いがありますけれども、そういった農振除外という可能性についてこ

こでは質問させていただきたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします 本町の農業振興地域の面積は4,977ヘクター

ルで、このうち農業地面積は1,277ヘタールとなっております。農振除外の可能性につき

ましてですが第一種農地これは土地改良事業等で整備した農地等を言いますが第一種農地

につきましては個別案件ではありますが、原則不許可となります。しかし国県道沿線上の

流通業やコンビニ等の限られた業種など不許可の例外もあります。今述べた例外の業種の

ほか農業従事者を雇用することによりその他の業種でも除外許可の可能性もあります。ま

た国県道沿線上から離れた、先ほど言われました２枚目３枚目も個別案件となりますが、

農振除外許可につきましては国県道沿線上よりハードルがかなり上がり難しいと推測され

ます。以上になります。 

○議長（宮本修治君） 本田議員。 

○11番（本田 新君） 確かにその通りだなと私も思います。しかし先ほど言いました通

り広い面積を確保するためには何とかこれをやって可能性を追求していただきたいという

風に思います。またそこでさらに質問させていただきたいと思いますのは、この最近の企

業誘致で言われる傾向と対策じゃありませんけれども、最近はどういった企業が甲佐町に

は進出されて、また今後どういった業種や企業が考えられるのか、傾向としてどんな傾向

があるのかというのを探っておられると思いますけれども、その辺についてお聞かせ願い

たいと思います。 

○議長（宮本修治君） 企画課長。 

○企画課長（北畑公孝君） 企業進出の傾向・動向につきましてお答えさせていただきま

す。本件におきましてはTSMC進出決定以降、半導体関連企業、物流、倉庫など多くの進出
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計画があっております。本町においてはその波及効果はまだ見られませんが、近年では物

流、倉庫業の進出があっております。物流、倉庫業につきましては先ほどの農政課長の答

弁でもありました通り、農振除外の不許可の例外業種となっております。また近年のネッ

ト販売の増加もありますが本年令和６年４月の働き方改革関連法施行に伴い、いわゆる物

流の2024年問題、ドライバーの年間１月、１日の拘束時間の短縮および休憩時間の延長な

どにより鹿児島・宮崎などの九州南部への輸送に関しその対策として中継所や拠点を本町

も含め本件の県央地域に設けられているのが数多く見られます。一番大きいのが最近では

嘉島の方で久留米運輸が進出されていますし、ご存知の通り今御船町では福岡の倉庫物流

業をされている企業が大規模な開発を行われているというところでございます。以上にな

ります。 

○議長（宮本修治君） 本田議員。 

○11番（本田 新君） TSMCとか大きなところの子会社あたりになってもまあまあ大規模

であります。甲佐町辺りが受けいれられる企業というのはそのもう１つ下のランクかその

もう１つ下のランクかなとか色々想像はつきますけれども、それぞれだろうとは思います。

だからそこで質問させていただきたいのは副町長の方に質問させていただきたいと思いま

すのは、副町長は昨年まで企業誘致の最前線で県の方でやっておられたところがあります。

この企業誘致関連ではどのような考え方を持っておられるのか、副町長のご所見を伺いた

いと思います。 

○議長（宮本修治君） 三輪副町長。 

○副町長（三輪孝之君） 今私の企業誘致に対する考えということでございまして少し答

弁が先ほどの企画課長と重なりますがご説明させていただきたいと思います。まずTSMCの

熊本進出の波及効果と本町における企業誘致の可能性についてお答えします。益城町の熊

本臨空テクノパーク周辺に半導体関連企業４社が進出を決定し、また御船町においても久

留米市に本社を置く物流倉庫関連の企業が現在工場を建設中であるなど、TSMCの子会社

ジャスムがございます工場がございます菊陽町や隣接する市・町のみならず上益城地域に

もその影響は及ぶものと考えております。またTSMC進出の波及効果を県内全域に波及させ

ることを目的として昨年12月、県は八代地域に県営工業団地を整備することを発表してお

り、長期的にはその動きも注視していく必要があると考えています。甲佐町にTSMCのよう

な半導体を大量に生産する大企業の誘致を行うことは広大な工業用地を短期間で整備する

などの課題もあり、議員も言われた通り難しい状況にございますが、半導体関連の保守、

メンテナンスを扱う企業や物流関連企業など誘致の可能性はあるものと認識しております。

次に県との連携についてお答えいたします。県内の企業においては新規の投資を計画して

いる企業も多く現在、県の企業誘致や地場企業の支援を担当する課に対して甲佐町におけ

る工場進出候補地にかかる情報を提供しています。また県から県内企業の新規の投資に関

する情報収集を行うなど県との情報交流を密にしております。町には素晴らしい自然や農

産物加工品、また集客施設がございます。多くの町外の方々に関心を持ってもらい甲佐町

を訪ねてもらう、また移住定住してもらう取り組みを進めていく中で今後県との連携をさ
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らに深めながら町の活性化に寄与する企業の誘致に積極的に取り組んでまいります。以上

でございます。 

○議長（宮本修治君） 本田議員。 

○11番（本田 新君） ご答弁ありがとうございました。副町長なんか議会では初めて答

弁されたんかなと思うけれども、もう少しゆっくり喋っていただけると私の方も途中早い

なという思いがあったんですけれども、県から副町長来られておりますのでその実績を元

に我が町に企業誘致ということでご尽力いただけるように県との連携しっかりやっていた

だきたいという風に思います。この項目で最後に町長の方に質問させていただきます。私

はかねがね思っていますのは持続可能な社会、持続可能な町と、いわゆる今のようなこと

をやっといて長く続くのかということを私は常々思っております。我が町も今のままでい

けばその可能性は大分下がってくると思います。そこで必要になってくると思いますのは

いわゆる外部、町外からの資本だとか人材、また転入者、そういった方々も含めて転入者、

住民とかそういったことを受け入れるということが必要になってくるという風に思ってお

ります。そういった意味では先のコンテナハウスですか、スタートアップ事業、行政の方

は非常に努力をなされてここにこぎつけてスタートアップ事業に受け入れを進められてい

るということを大変思いますし、また宮内地区ですか、の地域おこしのために協力隊を受

け入れられてやっておられると大変いいことだと、そういったふうに外部からの応援をど

れだけ入れるかという風なことだろうと私は思います。そういった点において町長の方で

も行政の方では今議会には開発行為等の支援策も拡充されるようなことも考えておられま

すでしょうし、また企業誘致についても色々拡充されるというような方向性も見えてきて

おります。大変評価をいたします。ただ私がそこで言いたいのはやはりいろんな拡充、行

政に対して一生懸命やっています。ではダメでそこから結果ですね。結果を出すというこ

とがやはり求められる。特に町の指導者それは求められるという風に思います。私も１日

は考えました。町の指導者にと。２日目にはやめましたけれども私は議員として末永くこ

の町に貢献しようという風に考え変わりましたけれども、この町の指導者に対して私はそ

の点を結果をしっかり出すということを求めたいというふうに思いますので、この企業誘

致に対する町長のご所見、考えへまた方針、希望を全て備えて町長のお考えをお聞かせ願

いたいという風に思います。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） それでは企業誘致に関します私の考え、思いということでござい

ますけれども、まずは本田議員もおっしゃられます通り企業誘致につきましては町の活性

化を図っていくためには非常に有効な施策だという風に考えております。そのような中で

企業誘致に対します私の思いでございますけれども、企業誘致を推進するにあたり今期定

例会におきまして企業立地促進条例の一部を改正する条例を提出しております。この条例

の一部改正はこれまでの土地取得に対する補助に加えまして設備投資及び地元雇用に対す

る補助を設けることといたしております。また議員もご存知の通り企業進出に適した土地

につきましては農振地域となっており農振除外につきましては、先ほど農政課長からの答
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弁でもありましたようにハードルが高い旨の答弁はありましたけれども、農振除外などの

課題につきましては課題解決に向けてチャレンジを行いながら積極的に取り組みを指示を

しているところです。先般菊陽町の方でまたさらに25ヘクタールの工業団地の整備という

報道がなされました。菊陽町でもできることですから甲佐町でも知恵、色々チャレンジす

ればできる可能性はあるという風に考えております。そのような中で今回三輪副町長とい

う素晴らしいパートナーができました。今後は副町長も先ほど答弁されましたけれども、

副町長の知識や経験を十分に生かしながら企業誘致の実現に向けて取り組んでまいりたい

と考えております。以上です。 

○議長（宮本修治君） 本田議員。 

○11番（本田 新君） 本当に期待をしていますということでこの企業誘致に対する質問

を終わりたいと思います。次に農業のことについて質問させていただきたいと思います。

農事法人のことについてであります。これは午前中に宮川議員の方で質問されております。

ですがまずは担当課長の方に今現在の農事法人の経営状況、決算書だとか代表者会議あた

りとかも重ねておられるみたいですので、経営状況についてはあれですのでこれは簡単に

で結構でございますので今どういう経営状況にあるのか、それとこの法人の設立当時にい

わゆる国・県・町あたりの支援策、これは金額で結構です。どれくらいの支援をして来ら

れたのか、それで今現在どれくらいやっておられるのか、この２つをまとめてお答え願い

たいというふうに思います。  

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします。先ほど宮川議員の質問の中でもありました

が設立から10年が経過し、どの組織におきましても高齢化や担い手不足というのが課題と

なっております。また法人が従事分量配当ということもあり決算状況を見る限りでは今の

ところ黒字経営ではありますが、先ほど申しました通り決められた単価の給料を支払う確

定給与方式という経営が目標と思っております。今後も先ほど申しましたが経営の健全化

を図るためにも研修会等が必要という風に考えております。また設立当時の支援というこ

とでございますけれども、設立当時としましては初期運営費用支援ということで法人登記

や初期費用もかさむなど資金不足で法人設立が進まないことを防止するため、国の100%補

助で３か年支援が行われております。また町独自に同じく３年間補助を行いました。それ

とは別に集積協力金として町全体で3,900万円ほどの支援がなされております。これも国

の分ですね。今の現在の支援の状況でございますが現在の支援ということで、先ほども言

いましたが年３回ほどの会議また農機具導入につきましても国の補助などを活用し行なっ

ている状況になります。以上になります。 

○議長（宮本修治君） 本田議員。 

○11番（本田 新君） 今課長の方から経営状況並びに支援ということであっております。

ここに今のところ黒字が出ているということで従事分量配当を行いながらなんとか黒字で

やっているという風なことを今お答えいただけました。ただ私の認識で行きますと今現在、

各法人は各農家が寄り添ってやっておられる。そういう時にまた役員さんあたりとか議員
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さんあたりが献身的なボランティア精神でしっかりやって、なおかつ各農家の方々が安い

低料金、農作業料金で法人のためにということでやって、なんとか黒字化をやってなんと

かやっているというような状況だと思います。各農家にそれぞれ農業後継者がいればこの

まま続いていくだろうというような思いもありますし、それぞれの農家が大規模になって

おりません。将来的には多分今トラクターを中心に持っておられてもだんだん見えてくる、

いわゆる先ほど宮川議員じゃないけど10年先には状況が見えてくるという風なことだろう

と私も思います。ただ私のちょっとした見解の相違かもしれないけれども私は５年先10年

先にもしも法人が駄目になったと、解散というような時はまたそれはその時また新しい何

かが生まれるという風に私は思っています。そういった時に思いますのは今我が上益城郡

では特に御船町の方では個人でたくさんの農地を活用されて個人で経営をされている法人

であります。また一方では嘉島町の方では町全体を覆うような農事組合法人を作って農業

ということで継続をされております。そのどちらがいいのか分かりませんけれども、わが

町では７つの農事法人がそれぞれあってそれぞれあります。私が思うにはそういった法人

がどっちの道を選ぶんだろうか。普通にいけば例えば思うのは白旗地区が今４つですかね。

５つか、４つですかね。白旗に４つ、乙女に３つということだろうであります。白旗の方

を１つに法人をなんとかまとめてなんとかこの経営合理化を図って何とか進めていくなら

ばという方向性があるのかないのか、そういったことも含めてこれからの農業の法人をど

うやった方向に進めていくのかということもまた各地域とかそれぞれどう考えるのかとい

うのでも私は思っております。そこでまたこの先程の質問じゃないですけれども、持続可

能な農業を法人を考えると言った場合、私は各それぞれの各法人が今現在は刈り取りコン

バインを中心で今所有されております。この法人が町や国や県あたりの支援などを受けて、

さらにトラクターだとかドローンだとかまたトラクターにつけるいろんな農作業に必要な

アタッチメントを各法人が揃えて、その上で地域をされる人を雇用すると言った形を取れ

ば、なんとかこの法人は続いていくんじゃないだろうかと思います。今現在みたいに各小

さな農家の寄合状態では先が見えてくるんじゃないかなという風に私は思います。それら

は今の農業法人をやっている皆さん方がどう考えられるのか、その点については各それぞ

れでやっていかれるならばと思います。そこで最後に町長の方にこれは質問なんですけれ

ども、やはり今言いました通り各それぞれの機械を揃えるには法人がやっぱりそれなりの

経営の安定をさせなくちゃいけない、財力を持たなくてはならないという風に思います。

今現在の経営状況ではとてもとてもそれは望めないものだと思いますけれども、それに対

して今後ともどのような形で支援をしていかれるのか、そういったその辺りをぜひともお

伺いしたいという風に思います。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） それでは農業法人に対する支援ということでよろしいですか。農

業法人に対する支援ということで今現在町内には７つの農業法人がございます。先ほど午

前中に宮川議員の一般質問でもありましたように、そこでのやり取りでもありましたよう

にかなり法人としての経営が今厳しくなっているというような状況でございます。そこに
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ついては私も認識しているところでございます。そのような中で本田議員からも今ご指摘

がありましたように持続可能な農業を確立していくといった点では町といたしましても必

要な支援については今後行っていく必要があるという風に考えております。これにつきま

しても午前中の宮川議員の質問でもありましたように、今度地域計画ということで色々と

町の方からも出向きまして９地区いろいろ農家の方々、また法人の方々、認定農業者の

方々、担い手の方々、いろんな方々との意見交換を行いながら地域計画を策定することと

いう風になりますので、そういった場で色々と農業法人の方々とも意見交換をしながら必

要な支援策については町の方でも考えていきたいという風に考えております。以上です。 

○議長（宮本修治君） 本田議員。 

○11番（本田 新君） 町長の方には１つ考えていただきたいのはやはり地域を作る、地

域を支えるということをまた農業でございますし、また地域の環境を支えるということを

作るということはいわゆる農業のもつ公益性ですね。これはしっかり大事にしていただき

たいという風に思っております。私も意見がまとまらないのはやはり農業法人はダメなら

ダメでもいいとそこから先新しい何かが生まれるという気持ちも私半分持っているんです

ね。半分持っているんですけどもそれがこう流動化するんですね。全ての農地がこのまま

営業されるかどうか、いわゆる有料農地と言われるものは皆さんそこから何とかしようと

頑張るけれどもそうでない農地は廃れていくというまたその反面もあるんですね。そう

いったことを考えるとなんとか法人で頑張ってもらって全ての農地をということもあると

いうことだけお伝えしたいという風に思います。では最後の質問、森林環境税について質

問にうつらせていただきたいと思います。まずこの担当課長の方に森林環境税の簡単な制

度について質問させていただきたいと思います。簡単にで結構です。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします。森林環境税及び森林環境譲与税について簡

単に説明させていただきます。森林整備等に必要な地方財源を安定的に確保する観点から

平成31年３月に森林環境税とその税収を都道府県及び市町村に譲与する森林環境譲与税が

創設されました。森林環境税は今年度から1,000円を個人住民税に上乗せする形で課税さ

れております。また森林環境譲与税に関しましては先ほど言いました森林環境税の課税を

待たずに国が先行して令和元年度から交付されております。以上になります。 

○議長（宮本修治君） 本田議員。 

○11番（本田 新君） 今の答弁の中で大事なことは927万8,000円ということはほぼ恒久

財源として普通に行けばこれから先も甲佐町にずっと国の方から来るということだろうと

思います。この927万8,000円の財源をいかに有効利用するか、ということだろうと私は

思っております。そこで資料を私の方に頂いております。その中でわが町には2,500ヘク

タールの森林があって、そのうちの人工林が1,500ぐらいあるということで天然のただの

竹林とか雑あんなのは1,000ヘクタールぐらいあるということでこの1,500ヘクタール、人

口割の1,500ヘクタールに対して森林環境譲与税が対象として我が町に来るということで

あります。その中で町の方ではいろいろ調査をされてそれに対して地権者の220人、いわ
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ゆる500ヘクタールの方々と契約を今後結ばれるようとされておるという風に伺っており

ますけれども、この500ヘクタールのこの山林に対する今後の町の取り組み、５カ年計画

辺りを立てておられるという風に聞いておりますけども、どういった事業されようとして

いるのかその点についてお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします。森林環境譲与税につきましては令和元年度

から令和３年度までの３年間で先ほど言われました通り森林所有者に対しまして意向調査

を行っております。その結果をもとに自分で管理ができる方には県の補助事業による間伐

を推進しております。また自己管理ができないと回答された方に対しましては町と委託契

約を締結し、町が森林環境譲与税を活用し間伐やそこに行くまでの作業道等の整備を行っ

ております。令和４年度には14.81ヘクタール、昨年度令和５年度は15.81ヘクタール間伐

を行っております。以上になります。 

○議長（宮本修治君） 本田議員。 

○11番（本田 新君） ありがとうございます。この質問の趣旨はこの環境譲与税の使途

について森林の整備だとか森林の整備を担う人材の育成だとかまた森林を有する公益的機

能に関する普及、また木材の利用促進に関する施策、こういったものにつけなさいよとい

うことが全てに向けて林野庁ですかね。監督官庁は林野庁からはこういったご指摘があっ

ているというようなことを資料としていただいております。それはそれとしてやはり900

何十万という財源がわが町に来る。これを何とか町の活性化につなげられないだろうかと

いうことであります。本来の目的はその資源のいわゆる温暖化防止機能だとか災害防止に

対する国土保全、水源涵養の機能の保全をするという第一次的な目標はあるとしてもそれ

らを満たした上でこの森林環境税を利用して町の活性化に何かつなげる施策はないだろう

かということを私は思っているんであります。そこで色んな考えられますけれども、私は

１つ思っているのは遊歩道をということを１つ提案させていただきます。これは私が議員

になって１期目にこの議会で言ったことなんですけれども、まず私たちの地域からすると

前面に川の向こう側には津志田自然公園がある。私の家の後方には白旗山という今はそう

ですけれども、意外と紅葉にきれいな山があってそこに遊歩道ができたらいいなという思

いで言ったことあるんですけれども、こういった遊歩道を作るということも森林の中に人

が行き来することも大事なことだろうということで、この事業の対象になるんじゃないか

なというふうな思いがあっておりますので、そういった遊歩道の建設あたりを考えられた

らどうなのかだとか、もう１つ思っていますのはこの調査をしますよね。森林とか崖崩れ

がしないかこういった場合を有効にするためにはドローン、ドローンあたりを購入して地

域環境を空の上から見る。そういったことをすることによって１つ鳥獣害の被害防止にも

少しは繋がりやせんかなといろいろ私なりにそういったことを思ったんです。そこで思い

ますのは執行部の方に行政の方の皆さん方にはさらに有効な利用方法はないだろうかとい

うことをしっかり考えていただけないだろうかという風な思いで質問をしておりますけれ

ども、その点につきましては町長の方にこれはご答弁いただきたいと思いますけれども、
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そういった有効活用、町の活性化に対する有効活用ということを１つ念頭においてご答弁

を願いたいというふうに思います。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） 森林環境税を活用した町の活性化ということで答弁をさせていた

だきます。ただいま本田議員の方から白旗山の遊歩道の整備とかドローンを生かした町の

活性化とかそういった事業提案がございまして、白旗山の遊歩道のその提案というのは私

も本田議員から初めて聞きまして、すいません本田議員が１期目の時は私も職員だったん

ですけれども、だいぶ前ですから記憶がございませんので申し訳ございませんけれども、

これにつきましては現在森林整備計画というものを令和10年の場での計画目標と定めて今

この計画に基づいていろんな対策を講じているところでございます。令和11年度以降には

新たに社会情勢等を踏まえながらまた森林整備計画というものを策定していろんな取り組

みを実施していきたいという風に考えておりますが、その中でただいまご提案いただきま

したような白旗山の遊歩道の整備であったりドローンを生かしたそういった有害鳥獣、そ

ういった活用ができるのかどうか、そのあたりも踏まえて今後検討を進めさせていただき

たいというふうに思います。以上です。 

○11番（本田 新君） 白旗山の件については白旗山で結構でございますけれども、これ

はそこに限らずですね、甲佐町にいろんなとこがありますので甲佐町全域を考えた上で

やっていただきたいという風に願いをしたいというふうに思っております。今回の質問で

色々ありましたけれども１つ皆さんの持続可能な甲佐町を目指して頑張っていただければ

ということをお願いしまして私の一般質問を終わりたいと思います。どうもありがとうご

ざいました。 

○議長（宮本修治君） これで11番本田新議員の質問は終わりました。 

 しばらく休憩します。２時50分から再開いたします。 

────────────── 

休憩 午後２時41分 

再開 午後２時50分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

次に８番福田謙二議員の質問を許します。 

 ８番、福田議員。 

○８番（福田謙二君） ８番です。よろしくお願いいたします。まず合併処理浄化槽につ

いて質問いたします。合併処理浄化槽を設置する際の浄化槽の大きさは５人槽、あるいは

７人槽などがありますが、どういった基準で決まっているのかをお尋ねいたします。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） 合併処理浄化槽の設置の基準についてご説明させていただ

きます。ご家庭で使用されている浄化槽の大きさというのは、各メーカーともに５人槽、

７人槽、10人槽の３種類が一般的とされております。設置される浄化槽の大きさというの
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は建築基準法の処理の対象人員算定基準に基づいて延床面積によって決まります。延床面

積が130平米未満であるならば５人槽、130平米以上ならば７人槽となっております。それ

と10人槽は２世帯住宅で両方に台所とお風呂があるとそういったことなどが基準としてあ

ります。以上です。 

○議長（宮本修治君） 福田議員。 

○８番（福田謙二君） 設置する浄化槽の大きさは家の大きさで決まるということですが、

例えば延床面積が130平米以上ある場合は仮に４人家族であっても５人槽でなくて７人槽

の浄化槽を設置するということになるんですかね。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） 延床面積が130平米以上あるということで、住まれている

人数に関わらず７人槽という形になります。以上です。 

○議長（宮本修治君） 福田議員。 

○８番（福田謙二君） 分かりました。それでは７人槽を利用されている家庭で使用され

る人数が４人になっても７人槽の維持管理費用を払うということになりますのか、使用人

数が少なくなるので５人槽の費用に減額するということはできないものかお願いします。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） 合併浄化槽の維持管理費用で人数が変わることによって減

額できないかということですけれども、浄化槽の維持管理につきましてはあくまで設置さ

れている浄化槽の大きさによって異なりますので７人槽の浄化槽が設置されているという

ことであれば維持管理費用も７人槽の金額になりますので、５人槽への減額とはなりませ

ん。以上です。 

○議長（宮本修治君） 福田議員。 

○８番（福田謙二君） 分かりました。次に合併処理浄化槽の維持管理についての質問で

すが維持管理においてはどのようなことを行っているのか、またその維持管理は年間に何

回ぐらい行わなければならないのか答弁をお願いします。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） 合併浄化槽の維持管理の方法、それと年に何回行っている

かということですけれども、浄化槽法では浄化槽の所有者を浄化槽管理者と定めておりま

して管理者は浄化槽の機能を正常に維持するため保守点検・清掃・法定検査の３つの維持

管理を行うことが義務付けられております。まず１つ目の保守点検ですが保守点検は浄化

槽本体の点検・調整・修繕や消毒薬等の消耗品を定期的な補給・交換するものでございま

す。一般のご家庭で利用されている合併浄化槽であれば４ヶ月に１回以上行わなければな

らないという風になっております。２つ目の清掃については汚泥等を引き抜き浄化槽内の

調整、機械類の清掃、洗浄などを行うものです。これは年に１回の実施が必要となってき

ます。それから３つ目の法定点検ですけれども こちらは定期的な保守点検や清掃がきち

んと行われているか、放流する水質が基準通りに守られているか、こういったことを熊本

県の浄化槽協会が検査を行います。これも年１回実施されております。以上です。 
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○議長（宮本修治君） 福田議員。 

○８番（福田謙二君） その保守点検についてですが甲佐町においては毎月点検が行われ

ていると思いますが、この点検においては機械が正常に動いているか確認したり、薬品の

補充、こまめに設備の点検を行っているのは分かりますが 一人暮らしの方などは使用料

が少ない家庭においては毎月点検をしなくても２ヶ月に１回とか３ヶ月に１回とかで十分

だと思いますけれども、その点検の回数を減らすということはできないものかお願いいた

します。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） 点検回数を減らすことはできないかということですけれど

も、先ほど申し上げました通り浄化槽においても保守点検は４ヶ月に１回以上とされてお

りますので毎月でなくても問題はないというふうには思います。現在の点検状況につきま

して業者の方に話を伺いましたけれども実際に使用料が多いところなどは毎月の点検でも

排水口に目詰まりしているところもあり、時には水が溢れ応急対応することもあるという

ことでした。また使用料が少ないご家庭についても機械等の不具合が早期に発見されるこ

とから毎月の点検を現状はおすすめしているということでした。この保守点検の回数につ

きましては県が許可しました点検業者と各ご家庭管理者に置かれて契約された中に契約金

額ですとか点検回数などが決められておりますので、県あるいは町から回数を減らすと

言ったことは指定は難しいものがあると思われます。管理者の方で点検業者と話をされて

機械の状態や使用料を踏まえて点検回数を見直すなどの協議をされてはどうかという風に

思います。以上です。 

○議長（宮本修治君） 福田議員。 

○８番（福田謙二君） 確認ですけれども、今現在月１回の点検をされているところを

２ヶ月に１回、３ヶ月に１回にするというようなこれは業者さんとそれから管理者、世帯

主さんが契約をされてその標準で月に１回というような風にされておるかと思いますけれ

ども、次からじゃあ２ヶ月に１回します、３ヶ月に１回しますというようなことで再契約

をしてするというような方向に持って行ってもいいわけですかね。これは確認ですけれど

も。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） 先ほども申しました通り浄化槽法では４ヶ月に１回以上と

いう風に決まっておりますので毎月じゃなくてもいいということになりまして、それにつ

いては契約によって決まっておりますので、契約を見直されるということは業者さんとの

話し合いによってできるかと思われます。以上です。 

○議長（宮本修治君） 福田議員。 

○８番（福田謙二君） 県や町からは難しいということは分かりますが住民の方は費用が

高くて困っておられるところもあります。また浄化槽の機能についてはなかなかわからな

い部分もあるかと思いますので、住民の声として町からも業者と協議をしてお願いしたい

と思いますのでよろしくお願いしときます。 
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○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） 町からの業者への協議ということですけれども町としまし

ても今言われたように住民の負担軽減を図ることは重要なことだというふうには考えます

ので、点検業者に対して過剰な点検にならないように、また柔軟な対応を取っていただけ

るようにこちらからも協議は進めていきたいというふうに思います。以上です。 

○議長（宮本修治君） 福田議員。 

○８番（福田謙二君） ありがとうございました。次に里道整備について質問させていた

だきます。昨年の９月に一般質問で里道は地域にとっては大事な生活道路であり、地元で

は高齢者が多く土木経験者もいないからなかなか整備ができないので町が整備できないか

ということで、当時建設課長は一定の要件をクリアすれば整備はできるが町道の維持管理

費の予算の中で行うため、年に１箇所できるかどうかと答弁がありました。そこで甲斐町

長にふるさと納税が伸びているのでふるさと納税を利用して里道整備の予算を増額できな

いかと質問しました。甲斐町長はふるさと納税の使い方はいろんな規定があるが、安心・

安全なまちづくりの事業ということで里道整備に使うことは可能で、中長期的な考えのも

と計画的に整備をしていきたいと考えていると答弁されています。その後、この里道整備

の計画はどうなっているんですか、よろしくお願いします。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（志戸岡弘君） それでは里道整備についてお答えいたします。里道整備につ

きましては昨年福田議員がおっしゃられました通り、９月定例会の福田議員の一般質問の

中で町で整備はできないかとのご質問がなされ、町でも一定の要件を満たせば施工はでき

る。予算が町道と一緒のために町道を優先して行っているのが現状でございます。里道に

ついても年間１本、あるいはできるかできないぐらいの状況でございました。福田議員か

らふるさと納税を利用して里道整備はできないかとのご質問があり、甲斐町長の答弁でも

先ほどの通り使途は規定の中で安心・安全なまちづくりのための事業で里道を整備するこ

とは可能という風に答弁をされておられます。そのような中でふるさと応援基金を活用し

里道等の整備を新規事業として今回上げております。これまで多くの行政区の要望や里道

整備の調査を行ったところ整備を必要とする路線が多いことから、法定外公共物等整備事

業里道整備として新たに取り組むこととしております。今回の９月定例会での一般会計補

正予算で追加補正をお願いしているところでございます。以上です。 

○議長（宮本修治君） 福田議員。 

○８番（福田謙二君） 今年度から整備を行うということですがいいことだと思いますが、

今年度の具体的な計画と来年以降の整備の方向性はどうなっているんでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（志戸岡弘君） 本年度の計画と今後の整備の方向性ということでお答えいた

します。本年度の計画につきましては先ほど申した通り今回の補正予算で 3,000 万円の道

路維持工事費として追加補正をお願いしております。財源については先ほどから申した通

りふるさと応援基金を活用することとしております。整備する里道の選定につきましては
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これまで行政区要望で出てきている 13 路線と町で独自に調査した路線で要件を満たす路

線の中から評価表を元に優先順位をつけ進めていくこととしております。整備の要件とい

たしましては車の通行が可能な里道、公道と公道を結ぶ路線、沿線に２個以上の住家等が

あるなどの要件を定めております。整備する路線はこれから優先順位をつけて実施をして

まいりますが、今年度は５路線から６路線の整備ができるものと考えております。また今

後の方向性といたしましては優先順位の高い路線から工事を実施しながら再度行政区に対

して調査を行い、その中で整備要件を満たす里道を調査、評価を行い優先順位をつけ整備

する路線を決定をしていきます。今年度を含めた３カ年で計画的に整備を進めていきたい

と考えております。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） 福田議員。 

○８番（福田謙二君） 予算を増額していただきまして本当にありがとうございました。 

では次の質問にまいります。指定避難場所となる体育館等のトイレについてでござい

ます。指定避難所や地域の行事等で使用される学校体育館のトイレですが、今現在の洋式

化の状況はどうなっているのかお聞きいたします。 

○議長（宮本修治君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（井上幸介君） 学校体育館のトイレの洋式化の状況でございますけれど

も、学校体育館トイレの洋式化の状況は現在龍野小学校体育館のトイレにつきましては洋

便器の設置がない状況となっておりまして、他の小中学校に関しましては男子トイレ及び

女子トイレへの１台以上の設置は完了している状況となっております。以上です。 

○議長（宮本修治君） 福田議員。 

○８番（福田謙二君） 課長の答弁の通り龍野小学校の体育館のトイレは洋式の便器が設

置されておりません。学校の体育館は敬老会等でも地域の行事や災害時の避難所としても

不特定多数の利用が考えられますが、特に利用者が高齢者の場合には和式の便器の利用は

大変であり利用しにくいため、現在洋式の便器が設置されていない体育館には高齢者にも

利用しやすい洋式の便器を設置すべきとは考えますが、その点どうでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（井上幸介君） それではお答えいたします。議員おっしゃいます通り小

中学校の体育館は指定避難所ともなっておりますし、地域連携の取り組みも行われており

ます。ご指摘の龍野小学校体育館に洋便器が設置されていない件も把握しておりまして、

避難者や高齢者の方々に配慮すべく早期の設置に向けて現在、調査検討をしている段階で

ございます。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） 福田議員。 

○８番（福田謙二君） ありがとうございました。短い時間ではございましたけれども今

回３点の質問をいたしました。合併浄化槽、それから里道整備、それから体育館のトイレ、

いずれもいい答弁をしていただきましてありがとうございました。期待しておりますので

よろしくお願いしときます。これで一般質問を終わります。 

○議長（宮本修治君） これで８番、福田謙二議員の質問は終わりました。 
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 しばらく休憩します。２時15分から開会します。 

────────────── 

休憩 午後３時９分 

再開 午後３時15分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

次に４番森田精子議員の質問を許します。 

 ４番、森田議員。 

○４番（森田精子君） ４番森田でございます。それでは一般質問通告書に従いまして 

質問を行います。今回の質問事項１番目に子育て世帯に対する新たな支援策について、２

番目にかわまちづくりに伴う公園整備についての２事項について質問をいたします。まず

１番目子育て世帯に対する新たな支援策についてでございますが、甲佐町の出生者数は令

和元年が63人、令和２年が56人、令和３年が49人、令和４年が52人、令和５年が42人と

なっており、昭和から平成そして令和の時代の移り変わりの中で平成７年度までは平均で

100人以上の出生者数でありましたけれども、平成８年から令和５年までの平均は73人に

なり急速に少子化が進行している状況にあります。その子供たちへの児童手当は時代を担

う全ての子供たちの育ちを支える基礎的な経済支援として位置付けを明確化するもので、

児童を養育している方への手当です。子供の健康・安全・教育・社会性に良い影響を与え

ることを支援するため、令和６年10月以降児童手当制度が拡充されることは承知をしてお

り、町のホームページまた広報こうさ９月号にも載っておりましたけれども、再認識をす

るため10月以降の児童手当制度がどのように変わったのかをお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（髙原貞典君） それでは今回の児童手当制度の改正についてご説明を申し上

げます。児童手当制度の拡充内容につきましては主に４点ございます。まず所得制限、所

得上限の撤廃です。所得の程度にかかわらず手当を受給することができます。次に支給対

象児童が中学生から高校生年代までに拡充されます。次に第３子以降の算定対象と支給額

の拡充です。算定対象児童の年度末年齢が18歳から22歳に拡充され、第３子以降の支給額

が月額３万円に増額されます。最後に支払い回数が年３回から年６回に変更となります。

制度改正に伴う主な拡充内容については以上となります。 

○議長（宮本修治君） 森田議員。 

○４番（森田精子君） 子育て支援金が拡充をされたことは保護者への子育て支援を手厚

くすることで子育てしやすい環境も一部整うというメリットもありますけれども、財源と

しては世帯の子供の有無にかかわらず徴収されるため子供のいる世帯からも徴収する仕組

みのデメリットにもなっております。今回の児童手当制度が拡充されたことについて数人

の保護者にお尋ねをいたしましたけれども、まだ何も知らない、通知などもまだ来ていな

いということでした。このことを踏まえるとホームページや広報こうさに載せてもなかな

か情報が行き渡るものではないような気がしており、現在の児童手当制度の拡充に伴う手
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続きをどのように進めていくのか進めていく予定なのか、個々に通知をされる予定はある

のかをお尋ねいたします。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（髙原貞典君） 手続きについてのお知らせについてお答えいたします。児童

手当制度の改正に伴う手続きについては手続きおよび制度改正に関するお知らせの通知を

甲佐町に住民票を有する高校生年代以下のお母さんがいる全世帯へ９月末頃に行うよう準

備を進めているところです。また町ホームページにも制度改正に伴う手続きについて掲載

を予定しています。以上となります。 

○議長（宮本修治君） 森田議員。 

○４番（森田精子君） 該当世帯への通知を行うということですけれども個人情報などに

ついては十分注意し通知をする必要がありますが、その点についてはどういうふうに準備

し通知する予定なのかをお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（髙原貞典君） 個人情報につきましては様々な家庭状況がございますので町

で知り得ている情報を元に適正な管理を行い、また通知の際には宛先の確認や注意すべき

事項について他課との情報共有を確認を行い実施していきます。以上です。 

○議長（宮本修治君） 森田議員。 

○４番（森田精子君） 通知についてはいろんな形で子育てをされていらっしゃる方もい

らっしゃいますので十分他課との情報などを確認され通知していただきたいというふうに

思います。現在町では子育て支援として小中学校就学援助費制度や長距離自転車通学によ

り４km以上の通学生に自転車購入補助、また地域改善対策進学援助金の入学支度金などな

どの免除制度があります。現在ある支援制度は皆同じ義務教育を受けている中で例えば自

転車購入の補助がなぜ４km以上なのでしょうか。自転車は中学時になれば誰でも必要とす

るものではないでしょうか。また入学支度金等も入学を迎える子供たち全員が必要とする

ものでどうしても公平感があるように思います。この公平感をなくし町独自の支援策とし

て例えば節目節目の入学時に同一に全員に祝い金としてお金を払うようなことの考えはで

きないのでしょうか。町長の政治信条でもあります誠実・チャレンジ・甲佐愛を確実に

行っていくことの１つでもあると思いお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（髙原貞典君） 町独自の子育て支援に関しましてお答えいたします。現在子

供に関係する複数の課が集まり子育て応援プロジェクト会議を行っております。その中で

既存の子育て支援中の確認や見直しを行い課題を整理しているところであります。また合

わせて町独自の新たな支援策も検討している段階です。まだ検討段階ですので議員がおっ

しゃられましたご意見も踏まえた上でプロジェクト会議を進めてまいります。以上となり

ます。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） それでは私の方からも答弁をさせていただきます。この子育て支
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援の充実につきましては私のマニフェストに掲げております34項目の１つでありまして私

が強力に推し進める必要があると考えている施策の１つでございます。これまでの答弁の

繰り返しになりますが甲佐町は高齢化率が40%と全国平均より10%高齢化率が高い率となっ

ておりますので、まずは若い方に甲佐町に残っていただく、また移住していただき年齢構

造のバランスを適正化する必要があると考えています。このためには甲佐町が若い世代、

特に子育て世代の方に魅力的な町であることをPRする必要がありこの子育て支援の充実を

図ることは急務と考えており、先ほど福祉課長が答弁でもありました通り、現在庁舎内に

子育て応援プロジェクトチームを立ち上げ、既存事業の見直しや新たな支援策を検討して

いるところでございます。一例で森田議員おっしゃられましたけれども遠距離通学者への

自転車購入者補助がございまして、これにつきましても以前本田議員の方からもご質問が

ございまして、これにつきましても現在プロジェクトチームで検討しているところでござ

います。検討に当たりましては新たな支援策の構築と合わせましてこれまで行ってきた事

業についても改めて見直す必要がありますので森田議員からいただきましたご意見につき

ましても検討をしながら今後プロジェクトの中で研究していきたいと考えております。以

上です 。 

○議長（宮本修治君） 森田議員。 

○４番（森田精子君） 現在子育て応援プロジェクトが立ち上げ既存事業の見直しや新た

な支援策を検討しているということではありますけれども、同じく町の課題の１つでもあ

ります人口増対策の子育て支援の環境を整えるということも１つの手段であると私は思い

ますので、新たな支援策ができるだけ早い時期に構築され、また実現化され子供の育ちを

支え若者が安心してこの甲佐町で暮らし続けることができることを願いまして次の質問に

入ります。 

２番目のかわまちづくりに伴う公園整備について質問をいたします。かわまちづくり

に伴う公園整備につきましては８月２日の全員協議会において執行部からご報告をいただ

いたところではございますけれども、これまでこども議会や子育て世帯の方々から公園が

欲しいという声を度々聞いております。これらの町民の要望を受け私自身令和５年３月議

会の一般質問においてグランドゴルフ場ヘリポート下流域の公園整備を提案をしておりま

したところ、先日の報告を受け是非ともできるだけ早く実現させていただきたいという風

に思っております。場所が河川敷でもありますが午前中の佐野議員の質問にもありました

けれども、毎年発生する自然災害における被災の可能性は懸念する声もあります。現在町

で進めているかわまちづくりの拡張承認につきましては甲斐町長が国への働きかけを迅速

にかつ丁寧にしていただいた手腕によるものと大変私は評価しているところですし、今後

現在計画しているエリアの整備が完了した暁には多くの方が待ち望んだスポーツ施設と子

供たちが遊ぶ場所が合わさり、総合的かつ合理的に一体化した熊本甲佐総合運動公園が完

成すると確信をしております。そこでお尋ねですが、この事業について現在進められてい

る状況についてお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 
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○地域振興課長（羽祢田直美君） かわまちづくりにつきましての現在の進捗状況につき

ましてご説明いたします。８月２日の全員協議会において説明をしておりまして重複する

ところもございますけれども、本年６月４日付で国交省かわまちづくり計画の変更申請を

行っておりましたが、８月８日付で変更登録がなされ９月の９日に町議会棟におきまして

国交省から町長に登録書の授与式が行われましたところになります。今後につきましては

先の全員協議会におきまして説明いたしました通り、実行委員会及び協議会におきまして

意見をいただき、年度内に具体的な整備内容について決める方向で進んでおります。以上

です。 

○議長（宮本修治君） 森田議員。 

○４番（森田精子君） 公園整備にあたっては年度内に具体的な整備内容について決める

方向であるということですけれども、これまでそれぞれの議員からの要望として上がって

おります遊具・ベンチ・植栽などにつきましては私も魅力ある公園づくりの上で必要だと

感じております。しかし整備箇所が河川敷ということもあり河川法の管理、治水及び利水

などを定めた法律があり整備するには様々な制限があるとも理解しておりますが、やはり

皆が望んでいる遊具は基準以上に大きいものであったりします。例えばジャングルジム

だったり滑り台だったりそういうのは基準値を上回るので、なかなかその規制に伴った遊

具などの設置については厳しい部分があるかもしれませんけれども、やはり魅力ある公園

づくりという観点からまた安全性を配慮した河川側への転落防止策などについても考えて

いかなければいけない部分もあるとは思いますけれども、そのような中この公園整備の公

園の遊具等についてどういった規制はある中に、やはり滑り台にしてもジャングルジムに

しても子供たちが欲しがっている遊具、それと高木ですね。高木は距離感10mか20mだった

と思いますけれども、そういった規制がある中で考えられる遊具というのはどういったも

のがあるのかをお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） お答えいたします。まず植栽につきましては議員が

おっしゃる通り流下阻害にならないといった治水機能の保全等の観点から基準が設けられ

ていますし、また遊具それからベンチにつきましても同じ観点から国交省との事前協議が

必要となっております。また転落防止につきましても安全対策の確保ということでのご意

見だと思います。町といたしましては議員のおっしゃるまず魅力ある公園整備と安全対策

につきましては今後事業を具体化する上で合わせて検討する必要があるということで考え

ております。現時点で具体的な整備内容をご説明することはできませんけれども、先ほど

議員がおっしゃいましたジャングルジム、それから滑り台、あと植栽とかそういった大き

さとかいうところも町民の意見というところも先ほどの私の答弁の中で実行委員会という

ところでも協議をさせていただくというところで考えておりますので、議員のおっしゃる

ように整備する上では魅力のある公園整備ということが一番というところも考えておりま

す。そういったところにつきましては議員のご意見も踏まえたところで規制の遵守、それ

から安全性の確保というところも考える必要がございますけれども、魅力ある公園整備と
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いうところにつきましては町民の方々からいろんなご意見をいただきながらそのようにな

るようにまずは国交省と協議をしながら進めていきたいと考えております。以上です。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） それでは私の方からも答弁をさせていただきたいと思います。森

田議員がご心配なされる河川法等の規制によりまして、いろいろ町が整備を行っていきた

い、そういった遊具の整備であったり植栽であったりそういった部分に規制がかかるので

はないかというご意見でございます。確かにおっしゃられる通り河川法等で遊具構造物等

を作る場合は高さ規制等がございます。そういった規制がある中で今現在整備をしており

ます熊本甲佐総合運動公園を整備計画をするとき私は職員で担当しておりました。そこに

はナイターをつけたいという当初町の考えがございまして、私の方も担当として国土交通

省の担当職員さんといろいろ協議を進める中で、当初はそういった構造物の規制でナイ

ターの設置はできないという意見がございました。こんな河川公園にナイターをつければ

全国初になるですよとかそういったのもありましたけれども、じゃあ全国初ならやってみ

ましょうということでいろいろ意見を出してアイディアを出せばできるんじゃないかとい

うことで町と国交省とで勉強会を立ち上げていろいろ知恵を出したら結局法の規制をく

ぐって何とか整備できました。そういった事例もございます。なんどか私も申し上げてい

ますけれどもチャレンジですね。そういった規制があってもいろいろチャレンジしていっ

て知恵を出せばできる工夫はあると思いますので、そういった意味では今後国交省といろ

んな協議、勉強会しながらいろんな知恵を出しながら魅力ある公園整備に努めてまいりた

いと考えております。以上です。 

○議長（宮本修治君） 森田議員。 

○４番（森田精子君） 今の町長からの答弁もありましたように法の規制をくぐってでき

るように知恵と工夫をやっていきたいということですけれども、次に公園整備予定地につ

ながる道路網の整備の考えはということで関連でお尋ねをいたします。常日頃、総合運動

公園周辺の道路を利用する整備予定公園に行くための道路は狭く離合が難しいことや舗装

が整っていないというようなことを感じている人が多くいます。このため公園整備と合わ

せて道路整備を同時に進めていく必要があるのではないかと私は思います。総合運動公園

周辺の町道津志田船津線、町道向坂線について現在どのような計画であるのか、また堤防

未整備区間に町道がありますけれども、堤防整備を横断する町道についてどういった計画

があるのかをお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（志戸岡弘君） それでは総合運動公園周辺の道路整備についてお答えします。

まず町道向坂線につきましては県道今吉野甲佐線から運動公園管理棟を通り美里町につな

がる町道向坂線は令和４年度に道路整備５カ年計画に搭載し、今年度に実施設計が完了し

ました。そして用地買収を行うこととしております。この道路整備を行うことにより総合

運動公園から美里町、宇城市方面へのアクセス道路としてイベント、各種大会時の混雑時

の解消、また災害時の拠点施設の船津防災センターからの緊急輸送路の強化や避難ルート
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の強化につながり、防災機能の向上と地域の生活道路としての強化が図られることになり

ます。また町道津志田船津線につきましては運動公園から乙女橋の堤防の区間を利用した

道路でございます。この区間につきましては全面的に舗装が悪く舗装補修が必要だと認識

をしております。昨年星の川団地前の約300mの舗装工事を行い、今後も継続的に舗装工事

を行っていくこととしております。また堤防整備につきましては毎年国土交通省の方に長

期の着手の要望を行っておりますが、一部用地買収ができていないことからなかなか進ん

でいない状況でございます。引き続き要望を行いますが今回の公園拡張と合わせて堤防の

整備ができるよう要望をしていきたいと考えております。また堤防を横断する町道につき

ましては堤防ができた後にそこを乗り越すような計画となっております。乗り越す起点が

星の川団地の調整池があるところから勾配が始まりますので周辺の家屋への影響は少ない

ものと思っております。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） 森田議員。 

○４番（森田精子君） ありがとうございます。次に進めます。防災ヘリポート発着場の

今後はということでお尋ねをいたします。現在の防災ヘリポートは今回の公園整備予定地

となっておりますけれども、新たなヘリポートは上流側の熊本甲佐運動公園管理棟の裏に

整備されるとお聞きをしております。１点目として現在の防災ヘリポート発着上の過去３

年間の発着状況回数の実績と２点目として現在管理棟の裏を工事している場所が新しいヘ

リポートの発着場の予定地と聞いておりますので、整備完了予定日はいつなのか、またこ

の場所に整備するということで民家がかなり近くにあることから騒音や風圧も含めた安全

性などはすでに調査は実施済みと思いますけれども、このことについてはどうなのかを尋

ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） くらし安全推進室長。 

○くらし安全推進室長（山下玄介君） それでは私の方から過去３年間における熊本甲佐

総合運動公園ヘリポートの発着状況についてお答えいたします。上益城消防署に問い合わ

せたところ当ヘリポートには令和３年が５回、令和４年が９回、令和５年が５回、今年が

８月末現在で４回発着しており、これを年平均にしますと１年間に概ね当ヘリポートに６

回発着しております。なおこの期間におけるヘリコプターの運行は全て傷病人の搬送と

いった医療行為でありまして、運行時間については安全性を考慮して夜間飛行は行ってい

ないとのことです。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（志戸岡弘君） それでは私の方から新しい防災ヘリポートの設置計画につい

てご回答いたします。今回の新しいヘリポートの設置につきましての発着地帯の寸法など

は使用するヘリコプターの規模を勘案し航空法施行規則に基づき設置がなされます。使用

するヘリコプターは災害時の広域支援を考慮し一番大きい機種を対象としておりますので

必要面積が460平米必要となります。また騒音・風圧について規制等はございませんが、

ヘリの侵入区域は民家の上空からは侵入しないことを徹底してあります。ヘリポートの活

用につきましては主に緊急時と災害発生時の活用を想定しており、常時使用するというこ
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とではございませんので近隣の住民の方々には騒音等で多少のご迷惑をおかけするとは思

いますがご理解をいただきたいと考えております。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） 森田議員。 

○４番（森田精子君） 私の住んでいる船津地区でも防災ヘリにより搬送され、一命を取

り止めた方もいらっしゃいます。公園整備を聞きヘリポートはどこに行くのか心配されて

いる方もいらっしゃいます。それぞれに防災ヘリの重要性、必要性は住民の方々も感じて

おられますので公園整備に伴うヘリポート活用時の騒音などについては理解していただけ

るよう生命と財産を守るという観点から進めていただきたいというふうに思います。最後

になりますが工事の公園の早期着手はできないかということで質問をいたします。この事

業につきましては先ほども申しました通り、かなり以前から子供たちや子育て世帯の方々

も待ち望んでいるものです。特にこども議会で要望した子供たちは今では社会人になって

子育てをしている方もいらっしゃいます。私としてましてはこの事業は現在の子供たちや

子育て世帯の方々が甲佐町が本当に暮らしやすいと思って住み続けてもらえるような町に

なるための大変重要な施策と考えており、そのためにはこの事業ができるだけ早く実現す

ることを強く要望するところです。先日の全員協議会で配布された資料には令和10年度に

施工完了するというスケジュールが示されておりましたが、早期着手するなどでできるだ

け早い事業を実現はできないのかをお尋ねいたします。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） 全体スケジュールといたしましては先ほど議員もおっ

しゃったように先日全員協議会でご説明いたしましたが、来年度以降国が基盤整備を進め

町といたしましては令和８年度に整備開始をし、令和10年度に完了を予定しているところ

でございます。なおこのスケジュールにつきましても町からの早期整備の要望に応え、国

交省の協力により前倒しで進められておりまして、事業完了年度も当初は令和11年度の予

定でしたが、令和10年度に１年前倒しされているところでございます。なお議員がおっ

しゃいます通りこの事業は今後町が若い方の移住・定住を進める上でも大変重要な施策で

ありますので今後国交省と協議を行いながら慎重かつ迅速な整備を行うことで着手時期を

早めるなどできるだけ早い事業実現に向け推し進めたいと考えております。以上です。 

○議長（宮本修治君） 森田議員。 

○４番（森田精子君） 今まで申しました通り非常に関心のあるまた子育て世帯の方や移

住をされた方々など公園整備を心待ちにしておられることはご承知の通りだと思います。

また総合的かつ合理的に一本化した熊本甲佐総合運動公園になるのは甲佐町にとっても目

玉になることと思いますので、早期実現に向けた取り組みを加速していただきたいという

ことを最後に私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（宮本修治君） これで４番森田精子議員の質問は終わりました。 

以上をもって、一般質問の通告者全ての質問は終わりました。本日の日程は終了いた

しました。 

明日18日は午前10時から本議場において会議を開きます。 
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 本日は、これをもって散会いたします。 

 お疲れさまでした。 

────────────── 

散会 午後３時45分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 18 日（水曜日） 
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住 民 生 活 課 長  奥 名 雄 吉  福 祉 課 長  高 原 貞 典 

農 政 課 長  上古閑  一徳  建 設 課 長  志戸岡   弘 

会 計 課 長  渡 邉 友 美  町民センター所長 中 林 健 次  

学 校 教 育 課 長  井 上 幸 介  社 会 教 育 課 長   内 田 健 司 

   農業委員会事務局長  上古閑  一徳     選挙管理委員会書記長  荒 田 慎 一 

  代 表 監 査 委 員  井 芹 雅 洋         監 査 委 員  森 田 精 子 

 

１．会議録署名議員の指名について 

  議長は会議録署名議員に次の２名を指名した。 

   ３番 鳴 瀬 美 善 ４番 森 田 精 子 
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１．議事日程 

  議長は本日の議事日程を別紙のとおり報告した。 

 

１．会議に付した事件 

  日程第１ 同意第４号 甲佐町固定資産評価審査委員会委員の選任に付き同意を求め

ることについて 

  日程第２ 認定第１号 令和５年度甲佐町一般会計歳入歳出決算の認定について 

  日程第３ 認定第２号 令和５年度甲佐町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 

について 

日程第４ 認定第３号 令和５年度甲佐町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 

について 

  日程第５ 認定第４号 令和５年度甲佐町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

の認定について 

日程第６ 認定第５号 令和５年度甲佐町水道事業会計決算の認定について 

  日程第７ 報告第４号 財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

  日程第８ 議案第25号 上益城消防組合規約の一部変更について 

  日程第９ 議案第26号 熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 

日程第10 議案第27号 甲佐町企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定に 

ついて 

  日程第11 議案第28号 甲佐町行政手続における特定の個人を識別するための番号の 

利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の 

一部を改正する条例の制定について 
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１．議事の経過 

開議 午前10時00分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程を報告いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりでございますので朗読を省略いたします。 

議員各位にお願いがございます。発言する場合は必ず自己の議席番号を告げていただ

くようお願い申し上げます。 

────────────── 

 日程第１ 同意第４号 甲佐町固定資産評価審査委員会委員の選任に付き同意を求める 

ことについて 

○議長（宮本修治君） 日程第１、同意第４号「甲佐町固定資産評価審査委員会委員の選

任に付き同意を求めることについて」を議題とします。 

提出者の説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） それでは同意第４号についてご説明申し上げます。 

同意第４号、甲佐町固定資産評価審査委員会委員の選任に付き同意を求めることにつ

いて。 

下記の者を甲佐町固定資産評価審査委員会委員に選任したいので、地方税法第423条の

第３項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

記、氏名、金森清美。 

令和６年９月13日提出、町長名です。 

提案理由につきましては、現委員である本田一誠氏が令和６年９月30日で任期満了と

なるためでございます。以上で説明を終わらせていただきます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○議長（宮本修治君） 町長の選任理由を求めます。 

 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） それでは甲佐町固定資産評価審査委員会委員の選任についてご説

明を申し上げます。甲佐町固定資産評価審査委員会委員としてご提案いたしております金

森清美氏は会社員を経て、農業に従事され令和４年４月から現在まで有安区行政区長とし

て町行政の円滑な運営のためご尽力をいただいているところであります。このように氏は

地域からの信頼も厚く、地域行政に対する豊富な経験と卓越した識見をお持ちであり、甲

佐町固定資産評価審査委員会委員として選任したいので議会の同意を求めるものでありま

す。よろしくご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。何か質疑ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終結いたします。 

これから討論を行います。 

本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

 ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。同意第４号、甲佐町固定資産評価審査委員会委員の選

任につきましてでございますけれども、ただいま町長の方からご説明ございました通り、

選任者のこれまでの経歴や職責について説明をお受けいたしましたけれども、町の振興発

展に尽力をされてこられましたことや、税の公平性の理念におきましても見識と公平・公

正な判断がなされるものであると私はそう判断いたしますので、何ら異議なく賛成いたし

ます。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

これから、同意第４号「甲佐町固定資産評価審査委員会委員の選任に付き同意を求め

ることについて」を採決いたします。本案は原案のとおり同意することにご異議ございま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり同意すること

に決定しました。 

────────────── 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前10時４分 

再開 午前10時６分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

────────────── 

日程第２ 認定第１号 令和５年度甲佐町一般会計歳入歳出決算の認定について 

○議長（宮本修治君） 日程第２、認定第１号「令和５年度甲佐町一般会計歳入歳出決算

の認定について」を議題とします。 

提出者の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） それでは、認定第１号についてご説明を申し上げます。認定

第１号、令和５年度甲佐町一般会計歳入歳出決算書でございます。 

 １ページをお願いいたします。 

令和５年度歳入総括表です。説明につきましては、款と収入済額でいたします。 
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款１、町税、収入済額、10億7,196万735円。款２、地方譲与税、7,151万2,000円。款

３、利子割交付金、17万7,000円。款４、配当割交付金、271万8,000円。款５、株式等譲

渡所得割交付金、279万4,000円。款６、法人事業税交付金、1,679万6,000円。款７、ゴル

フ場利用税交付金、1,040万7,432円。 

次のページをお願いします。 

款８、地方消費税交付金、２億4,532万1,000円。款９、環境性能割交付金、641万

9,000円。款10、地方特例交付金、1,206万7,000円。款11、地方交付税、29億1,561万

9,000円。款12、交通安全対策特別交付金、70万9,000円。款13、分担金及び負担金、

4,167万7,041円。款14、使用料及び手数料、7,088万3,303円。 

次のページをお願いいたします。 

款15、国庫支出金、13億1,900万7,010円。款16、県支出金、６億4,905万627円。款17、

財産収入、1,160万2,183円。款18、寄附金、28億8,492万2,398円。款19、繰入金、10億

6,731万3,543円。款20、繰越金、１億4,853万3,893円。 

次のページをお願いいたします。 

款21、諸収入、5,830万3,303円。款22、町債、5億1,032万円です。 

歳入合計です。収入済額が111億1,811万3,468円となります。 

次のページをお願いいたします。 

令和５年度歳出総括表です。説明は款と支出済額でいたします。 

款１、議会費、支出済額7,228万2,986円。款２、総務費、26億2,501万641円。款３、

民生費、20億7,637万9,287円。款４、衛生費、５億7,083万4,278円。款５、農林水産業費、

２億5,917万7,398円。 

次のページをお願いいたします。 

款６、商工費、19億3,155万3,018円。款７、土木費、5億6,059万9,469円。款８、消防

費、３億495万5,687円。款９、教育費、５億2,398万5,764円。款10、災害復旧費、１億

7,645万4,524円。 

次のページをお願いいたします。 

款11、公債費、11億4,492万3,438円。款12、諸支出金及び款13、予備費につきまして

は、支出済額は０円となっております。 

歳出合計です。支出済額が102億4,615万6,489円となります。歳入歳出差引残額が８億

7,195万6,979円で、このうち基金繰入金額が７億円となります。令和６年９月13日提出、

町長名でございます。すみません、訂正をさせていただきたいと思います。５ページに

戻っていただければと思います。款５、農林水産業費が正くは２億5,917万7,389円です。

申し訳ございませんでした。 

 119ページをお願いいたします。109ページをお願いいたします。申し訳ございません。

109ページです。 

 実質収支に関する調書になります。区分と金額を読み上げます。 

区分１、歳入総額、金額が111億1,811万3,468円。２、歳出総額、102億4,615万6,489
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円。３、歳入歳出差引額、８億7,195万6,979円。４、翌年度へ繰り越すべき財源が（２）

繰越明許費繰越額として1,871万円。５、実質収支額、８億5,324万6,979円。６、実質収

支額のうち地方自治法第233条の２の規定による基金繰入額７億円。５の実質収支額から

６の基金繰入額を差し引きました１億5,324万6,979円が次年度への繰越額となります。 

以上で説明を終わらせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 以上で説明が終わりました。これより質疑を行います。主要施策

成果一覧からも質問ができます。まず歳入から款１、町税から款14、使用料及び手数料、

８ページから15ページ下段まで何か質疑ありませんか。８ページから15ページ下段までで

す。何か質疑はありませんか。 

 ５番、佐野議員。 

〇５番（佐野安春君） ５番佐野です。主要施策成果一覧から質問をしたいと思いますの

で、よろしくお願いしたいと思います。ページ９ページの空き家バンク利用状況、１名に

支給したということだけありますが、空き家バンクの利用状況はどうなっているのかとい

うことですね。それと同ページの交流拠点施設管理運営事業、入込客数また。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前10時17分 

再開 午前10時17分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） ８ページですけれども、町税の関係で固定資産税、それと町税

ともに中々まだ入金されていない額が非常に大きいわけなんですけれども、この固定資産

税についてみますとまだ3,200万という数字が載せられておりますけれども、この大きい

額ですけれども、それをどう捉えているのか、今後のどういう風に捉えておられるのかお

尋ねします。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前10時19分 

再開 午前10時21分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 税務課長。 

○税務課長（松野洋幸君） すみません、お時間いただきましてありがとうございます。

固定資産税の大きな金額が未収金額ということで残っていることについて、どのように捉

えているかということですけれども、中身につきましては法人等で金額が大きいところが

残っているような形になっておりますので、このような案件につきましては長期的に整理
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を図っていて、最終的な整理を図っていきたいと考えているところでございます。以上で

ございます。 

○議長（宮本修治君） １番、甲斐議員。 

〇１番（甲斐良二君） １番甲斐でございます。８ページになりますが、主要施策成果一

覧のこれが11ページから質問をさせていただきます。11ページの方見ていただきますと固

定資産税が今年度2,000万ほど増額となっております。それの理由といたしまして九州電

力の家屋分など法人の建物の増加ということですが、この九州電力の家屋分のところを詳

しく教えてください。 

○議長（宮本修治君） 税務課長。 

○税務課長（松野洋幸君） お答えいたします。九州電力の家屋部分についてですけれど

も、こちらの施設につきましては元々1951年昭和26年に以前の発電所が運転を開始してお

りましたけれども、かなり年数も経っているという理由もありまして改修工事の方が行わ

れていました。令和元年の８月２日に新しい甲佐発電所の営業運転が開始されたところで

あります。当初償却資産につきましては申告がなされておりましたので、償却資産の方に

つきましては課税を行っていたところでございますけれども、基礎から上の部分につきま

しては家屋に該当することになります。こちらの方の登記につきましてが表示登記が令和

５年の３月の22日に表示登記の方が行われましたので、５年度に新たに家屋の部分につい

て100平米以上のところは鉄筋コンクリート作りですので、県の方に評価をしていただき

まして令和２年から令和５年に遡りまして家屋分について課税を行ったところであります。

金額といたしまして１年間あたりが165万3,600円の４年分すると661万4,400円が九州電力

の家屋分の税額という風になります。以上となります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

１番、甲斐議員。 

〇１番（甲斐良二君） 引き続きですけれども、主要政策の12ページにも不納欠損の額が

記載されております。不納欠損の額につきましては町税36人、それから国保税16人、金額

もそれぞれ記載してありますが、これについては令和４年度の主要政策一覧を見てみます

と減少傾向にあると思いますが、これだけの金額が不納欠損ということで、不納欠損につ

きましては期限内に納税された住民の皆さんとの間に不公平感というか、そういうのがあ

るのではないかという風に思っておりますので、是非この徴収率99.25％となっておりま

すので、是非ここは100％を目指してどういった対策をされるかということでお願いしま

す。 

○議長（宮本修治君） 答弁いりますか。 

〇１番（甲斐良二君） お願いします。 

○議長（宮本修治君） 税務課長。 

○税務課長（松野洋幸君） お答えいたします。不納欠損についてですけれども、町税、

国保税それぞれ金額が先程言われた金額を不納欠損処分しておりますけれども、まずは不

納欠損なる前にまずは滞納が発生した早期に対応にあたる必要があると思います。やはり
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どうしても累積していくと支払いが中々難しくなることもあり得ますし、特に翌年度に繰

り越した場合は現年度と滞納繰越分、両方を払っていく必要がありますので、とにかくま

ず早めにそのような滞納が発生した場合は早めに接触等、調査等行って早期に解決するこ

とがこのような不納欠損にならないようなまず第一歩じゃないかと考えております。以上

になります。 

○議長（宮本修治君） ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 12ページもいいですか。地方交付税なんですけれども、予算額

は23億だったわけですけれども、補正も組んで23億6,400万となって、最終的には29億

1,500万という形になっておりますけれども、大きく増えているわけですけれども、この

地方交付税というのは町で算定できないのか、国が交付する額が分からないのかというか、

交付された分だけなのかという、そこら付近はどういう兼ね合いになるのかお尋ねします。 

○議長（宮本修治君） 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） それでは地方交付税の件で説明を申し上げたいと思います。

地方交付税につきましては地方公共団体の財源不均一を調整するために本来地方税として

徴収すべき国税の４税を国税として徴収し、その一定割合を地方公共団体に交付するもの

ということですので、国から交付されますので町での算定は中々厳しい。予算的にいきま

すと例年並みに予算を組ませていただいてその国税の徴収等に関して国が交付される分で

増額したり減額したりという部分で補正で対応させていただいているという形になってお

ります。以上になります。 

○議長（宮本修治君） ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） それであればそうなんでしょうけど、実績についても伸びてお

りますけれども、そういった点ではどういった原因が理由があるのでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） 正確にはすみません、理由的には分かりませんけれども、先

程申しましたように、国税等部分が徴収があった部分で割り振りをされます。これについ

ては普通交付税と特別交付税という部分がありますので、そういう形で交付されますので、

理由というますのは多分国税の徴収が良かったと。今財政的に経済的に復旧している部分

での交付税があがった部分だと考えています。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、款15国庫支出金から款16県支出金、15ページ下段から25

ページ上段までです。15ページ下段から25ページ上段までです。何か質疑ありませんか。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 16ページですけれども、未就学児均等割額減額措置負担金につ

いて、これについて説明をお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） この未就学児均等割額の減額措置負担金につきましては
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国民健康保険税の就学前のお子さんの分の均等割部分ですね。この部分が令和５年度から

減額されるということに軽減されるということになりましたので、その分を国の方から補

填するということで、収入になるものでございます。概要は以上でございます。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 17ページなんですけれども、成年後見制度利用促進事業費補助

金なんですけれども、これについては制度利用をしている人についても補助が出されてい

るようですけれども、この３万1,000円について説明をお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前10時33分 

再開 午前10時34分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） 大変時間をいただいて失礼いたしました。成年後見制度利用

支援事業としまして、高齢者が安心して暮らせるよう必要な支援を行うため、成年後見制

度利用支援事業をしております。独居高齢者等の権利擁護が図れるように事業を継続して

おります。成年後見申立人に関しましても町長が申立人として申請を行うことができるよ

うな体制整備を行い、今年度も申立支援を実施をしております。以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に款17財産収入から款22町債、25ページ上段から34ページまで

です。25ページ上段から34ページまでです。何か質問ありませんか。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 24ページですけれども、学校部活指導員配置事業補助金という。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員、何ページですか。 

○９番（井芹しま子君） 24ページ。 

○議長（宮本修治君） 25上段ページから34ページまで。24ページは。 

○９番（井芹しま子君） 過ぎていますかね。 

○議長（宮本修治君） 最後にもう１回ありますので。 

○９番（井芹しま子君） そうさせてください。申し訳ありません。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 

 ８番、福田議員。 

○８番（福田謙二君） 25ページです。財産収入でやな場土地建物貸付収入とあります。

400万くらいですね。これは４年間ですかね。その時に入札とかする時に何社くらい応募

があったのか、それの400万を分割、あるいは一括どのような方法で支払われておるのか
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をお伺いいたします。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） やな場土地建物貸付収入、こちらの400万8,000円につ

きましては、令和３年にプロポーザルを行いまして応募者が１社ということで選定をしま

して１社に決まったところになります。こちらにつきましては令和４年４月１日から５年

間ということで契約をさせていただいております。こちらの金額につきましては、毎年度

400万8,000円を支払っていただくということで賃貸借料としまして収入としていただいて

いるところになります。以上です。 

○議長（宮本修治君） ８番、福田議員。 

○８番（福田謙二君） ていうことは来年度に一括ということですかね。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） 支払い方法につきましては、毎月33万4,000円を払っ

ていただくということで12月払っていただいて、合計が400万8,000円、これを毎年払って

いただくというような内容になっております。以上です。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 

３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。ページが26ページですね。財産の売払収入ということ

で物品売払収入の中で右側の摘要欄の中で19万7,000円ですかね。物品の売払の金額があ

りますけれども、これについてお聞かせいただけますか。 

○議長（宮本修治君） 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） 物品売払収入につきましては、19万7,000円につきましては、

消防車、消防署の積載車、芝原分が更新していますので、その更新した分の旧の消防車を

入札をさせていただいて、売っているというか、その消防車の分になります。以上になり

ます。 

○議長（宮本修治君） ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） なんか車かなんかじゃないかなという思いはありましたけれども、

今消防車更新されたということで消防車の売払ということでしたけれども、町長車ですよ

ね。町長車は今も新しいクラウンに代わっていると思うんですけれども、以前の車につい

ても物品の売払とかで処分された経緯がありますでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） 町長車、公用車につきましては、中々年数も経っていまして

入札しても中々落札がないと、また消防車についてはマニアさんだったり、海外だったり

利用価値が結構あるので消防車についてはこういう形で入札をすると収入になりますので

消防車についてはこういう形でさせていただいているという風に考えております。以上に

なります。 

○議長（宮本修治君） ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） それは分かりますけれども、金額的に19万7,000円という金額で
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すよね。予定価格等決められて競売等されたかと思うんですけれども、金額的にはどうで

しょうかね。もうちょっと高く売れるような気もしたんですけど、その辺についてはどう

ですか。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前10時41分 

再開 午前10時41分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） これにつきましてはすみません、入札じゃなくてネット購買

という形を取らせていただいておりますので、またこの年数が20数年たっている消防車な

ので、価格については妥当だという風に考えているところでございます。以上です。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 29ページですけれども、災害援護資金借入金償還金ということ

で出ておりますけれども、これの簡単な説明とまだ返還されていない金額はいくらなのか

お尋ねします。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） 災害援護資金借入金の償還金につきましてですけれども、こ

ちらのところで１人、１件分になります。86万2,000円ですね。収入済額になります。ま

だ未済額につきましてもお１人ということです。借り入れている方はお１人でございます。

以上です。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前10時43分 

再開 午前10時45分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） 大変失礼いたしました。災害援護資金につきましては、熊本

地震、震災により被害を受けた世帯の町民である世帯主さんに対しましてその生活の立て

直しにするため災害援護資金の貸し付けを行うものとなっております。申請者は３件と

なっております。以上です。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に歳出です。歳出については概ね款ごとに行います。まず、は
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じめに款１議会費、35ページから36ページ上段までです。款１議会費、35ページから36

ページ上段までです。何か質疑はありませんか。ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に款２総務費、36ページ上段から54ページ下段までです。総務

費、36ページ上段から54ページ下段までです。何か質疑はありませんか。 

 10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 10番宮川です。40ページ委託料のところに甲佐高校人材育成業務

委託料があります。それとその下の方にこれは関連あるのではないかと思いますのでお聞

きしますが、地域おこし協力隊の活動助成金157万5,704円、この２つについての説明をお

願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） お答えいたします。まず甲佐高校人材育成業務委託料、

こちらの300万、それからその下の地域おこし協力隊活動助成金157万5,704円、こちらに

つきましてはおっしゃる通り関連事業といたしまして甲佐高校魅力化事業の一部というこ

とになります。まず300万の業務委託料につきましては、こちらは外部の業者さんに委託

を行いまして主に魅力化ということでオンラインのキャリア教育など、後は学生が町に出

て地域と交流するための支援、そういったものをしていただいているところになります。

また助成金157万5,704円につきましては、こちらにつきましては、甲佐高校につきまして

はあゆみ学舎をしておりまして、そのための活動にかかる経費につきまして助成をしてい

るところになります。以上です。 

○議長（宮本修治君） 10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 分かりました。甲佐町はこれまで甲佐高校がなくなることは甲佐

町が疲弊するんだということで、何とか存続をさせたいということで今までいろんな施策

をやってきておるというのは皆さんご存知の通りだと思うんですけれども、その中で今ま

でやってきていることは成果があったんじゃないかと思うんですけれども、少しずつ入学

者数も増えているという風に聞いております。そういう中でそれでは他にあゆみ学者とか

オンラインでどうこうということを意外にももっとこう他の方法を考えて、もっともっと

魅力ある甲佐高校にして、そして生徒さんを集めるという施策をするべきじゃないか、と

申しますのが今申しましたように少しずつ増えているような状況です。気を緩めることな

くやるべきじゃないかという思いがあっております。これは例えばの話、例えばだけれど

も学校給食を甲佐高校に実施するとか、これは県立高校だから多分無理なことだろうと思

うんですけれども、ぜひそういうこれは私の一つの考えですけれども、やはり甲佐以外、

市内からでも学校に通われる子供さん生徒の方はもちろんですけれども、母親か父親かご

両親のどっちかが弁当を作らないといけない、非常に負担がかかっているんじゃないかな

という思いでそういう提案をさせていただきました。この問題は県立高校でございますの

で、三輪副町長に私どもが今までやってきた政策もご存知と思いますけれども、甲佐高校

への支援策、その他思いというかその辺がございましたらこの場でお聞かせ願いませんで
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しょうか。 

○議長（宮本修治君） 三輪副町長。 

○副町長（三輪孝之君） ありがとうございます。私も思いは宮川議員と全く同じでござ

いまして、絶対甲佐高校がなくなるというようなことはあってはならないという風な認識

でございます。町もこれまでもいろんな取り組みをやってまいりました。ただ現状まだ厳

しい状況でございますので、これからじゃあどのようにやっていけばいいのかなという風

に考えた場合、やはり今ちょうど県の方で県立高校のあり方検討会というのを設置されて

２回会合があっております。そこの担当しております県の課の方に行きまして色々意見交

換も行ってまいりました。その時一番大事なのは県立高校だからこれは県が考えるべきと

いうようなことではなかなか難しいところですので、何とか地域全体が盛り上がって甲佐

高校を魅力ある高校にしていくというようなそういう動きが必要であるというような共通

の認識でございました。この秋、県の方からいろんな同窓会とかもちろん町もそうですけ

れどもそういうところの意見を聞くべく、この甲佐町の方にも県の担当者がいろんな高校

のあり方についての意見を伺いに来るということになっておりますので、そのような時に

私どもの考えもしっかり伝えるのと同時に、これはまだ私の個人的な方針ですが、何らか

のそういう甲佐高校を盛り上げる会議みたいなものを設置してもいいのかなという風に考

えております。それともう少し具体的に例えば高森高校の漫画学科あります。また水俣高

校は半導体学科とかですね。そういうものがあったらいいねという言葉も伺っております。

ところがなかなかですね、そのようなコロッとしたものを短期間で考えるというのは難し

いということはございますが、私は目指すところは昨日企業誘致について一生懸命取り組

みますという答弁をさせていただきましたけれども、この町が町民の方がここに生まれて

よかった、また住んで良かった、働いて良かった、学んでよかったと思えるような地域に

なることが大事ということでございまして、昨日の本田議員から出た言葉で持続可能な 

そういう社会、そういうものを作る中での甲佐高校のプレイヤーとしての存在意義を高め

られないかなと、これはまた個人的な感想ですがそのように感じております。具体的には

持続可能という言葉と今セットになっておりますのがSDGsでございます。SDGsはまだ日本

ではそこまで認知度がまだいまいちかなということでございますがヨーロッパの企業など

はある程度のSDGsの取り組みをやらないと取引をしてもらえないというようなそういう国

もあるという状況でございます。そういうことで持続的な発展化等またSDGsなどを町とし

て進める中でその中に甲佐高校が何らかの存在意義を発揮していただけるような、そうい

うことができないかと考えているところでございます。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） 10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 突然ふりまして申し訳ございません。ただ本当に副町長の甲佐高

校に対する思い、また甲佐町に対する思いが聞かれたという風に思っております。私も全

く一緒でございます。甲佐高校の存続、これがなくて甲佐の発展はないというようなこと

まで言いたいと思います。ただ知事も変わられました。木村知事になられました。そうい

うところで一緒にお仕事をされた関係でございますし、おそらくその担当部局の方々もど
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なたですかということではないでしょう。今は甲佐の副町長として我々のこの思い、我々

も一生懸命甲佐高校に対して支援をしたいという気持ちでございますので、その厚い気持

ちを我々に変わってそういう検討会とかですか、そういう場所でぜひ発揮していただいて 

一緒に甲佐高校の存続という問題についてやっていきましょう。ありがとうございました。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 同じページなんですけれども、集落支援員活動助成金が150万

出されておりますけれども、ちょっと今現状どういった活動されているのか、補助金の内

容とそれから下にあります空き家改修補助金が20万出されておりますけれども、これが空

き家の状況がどうなのか、改修が進んでいるのかどうか、今朝のテレビを見ておりました

ら愛媛県の今治市は子育て支援の強化などで住むところの確保、これについても非常に力

を入れておりましてこれはリフォームする人に対しての補助金じゃなくて、自治体が空き

家をリフォームをしながらそれを貸し出すというようなことで今朝は非常に大きいお家の

古民家が一月5,000円というような状況で非常に子育て世帯が移住が進んでいるという

ニュースでしたけれども、そういった点も考えますと今後そういった点で町がするしない

にしてもそこら付近は強化をする必要があるのかなという風に思いました。なかなか移住

が進んでいないという状況を聞いておりますので。そしてまた非常に今高齢化が進んで

40%という風に高齢化率がですね甲佐町は、町長の発言でもありましたけれども、そうし

た場合このリフォーム助成と言いますか、高齢者の皆さんがなかなか新築をすることがで

きないけれども古くなっていく我が家の中でやはり余生を快適に過ごしていただく、安全

のためにも改修、リフォームができればというような部分というのも結構あるんじゃない

かという風に思うんですね。甲佐町は建築それからリフォームについてはなんでも隊とい

うようなことで載っておりましたけれども、そういったことも考えますとそういった点も

含めてこの住む家の確保、改善、そういった点についてはこれはあんまり変わりないです

かね。前向きに色々考えておられるというようなことがございますでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） まず１つ目の集落支援員につきましての現状の報告を

させていただきます。集落支援員につきましては目的につきましてが過疎地域等の集落の

維持活性化のために集落対策に関して外部から来ていただいた方にその集落に入っていた

だきまして具体的な取り組みや取り組みの主体となっていただいてサポートをしていただ

くというまず制度になります。現在１名の方が宮内地区の活性化というところで入ってい

ただいているところになります。業務の内容につきましては主に宮内地区の活性化という

ことで現在進められている山椒関係の業務、それから宮内地区各団体の活動補佐と多岐に

渡るところで活動をしていただいている状況になっております。続きまして空き家改修補

助金につきまして、まず空き家バンクの現状につきましてご報告いたします。空き家バン

クの設置ということで空き家バンクの登録につきましては平成30年から昨年度末まで登録

件数が47件ということでございます。今回この決算で出ておりますのが令和５年度に改修
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をされた方に対して補助をしたところで件数としましては１件、こちらの空き家改修につ

きましてのこれまでの取り組みの実績といたしましては令和元年度以降12件というのが実

績ということでございます。こちらの空き家につきましては議員もおっしゃるようにこち

らの空き家バンクにつきましての元々の制度につきましては利活用のできる空き家を活用

することで移住定住を図るというところが大きな目的でございますので、今後もそういっ

た空き家バンクにつきましては現在調査も行っておりますので推進していきたいという風

に考えております。あとリフォームにつきましては個人の財産を触るというところもござ

いますので、こちらにつきましては町としましても慎重に検討をする必要があるかという

風に考えております。以上です。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） さっきのリフォーム助成なんですけれども、これについては他

町も実施をしているところもあります。そういった点では定年退職、そのものは事業者に

とってもそのこの事業は非常にプラスになる事業になるかなという風に思うんですね。大

工さんだったり左官屋さんだったりそれから襖だったり、いろんなリフォームと言ったら

いろんな業種に関わってきますので、そういった点では広く影響するんじゃないかなと思

うので、そういった点ではやはり事業者にとっても経済効果があるし、またそういった住

む人にとってもそういった補助によって進めばさっき言いましたようにやはり快適な暮ら

しに変えることができますので、そういった点では個人の財産に触るという視点ではなく

て、全体から見て他町の方の研究をされて是非一度検討をしていただきたいなという風に

思います。よろしくお願いします。答弁はいいです。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前11時１分 

再開 午前11時３分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

発言は全て関連するものとし議題以外に渡ったり、またその範囲を超えてはならない

という文言で今の井芹議員の質問に対してはこの決算と今の質問の内容と全く違いますの

で、取り消させていただきますけれどもよろしいですか。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 主要施策成果一覧の総務課のところは質問可能でございますよね。 

○議長（宮本修治君） 総務費のところですね。 

○５番（佐野安春君） 主要成果一覧には総務課というような表示がございますのでその

関係で質問したいというふうに思います。そこのところの職員定員管理ということが、す

いません６ページですね。総務課で職員の定員管理というのがありますが、職員数は128
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人ということでこの正規の職員、また非正規の職員それとここにも書いてありますように

再任用とか任期付きとかそういった職員の状況をお尋ねしたいということと、新規の採用

の職員のここ何年間の状況と新規の職員になられた方が定着をされているのかどうか、そ

ういったところでお尋ねをしたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） それでは職員数についてお答えさせていただきます。令和６

年４月１日でよろしいですか。令和６年４月１日でいかせていただきます。一般職行政と

して正規職員が119名、再任用が５名、任期付き職員が４名になります。そのうち新規採

用職員は７名という形になります。新規採用職員の状況ですけれども令和６年が今言いま

した７名、令和５年が４名、令和４年が３名、令和３年が４名という形になっております。

また定着につきましては若干名、今若年層の退職者が増えていますので全員が定着はして

いないということで状況になります。以上になります。 

○議長（宮本修治君） ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 今ご説明がありましたがやはりその新規で採用された職員の方が

定着をされない方が１名いらっしゃるということは本当に残念に思うところもありますけ

れども、そういったことで新規の採用の職員さんがずっと町職員として頑張っていただく

ようにどのような指導というか、援助というかそういうことをされているのかお尋ねをい

たします。 

○議長（宮本修治君） 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） 総務課といたしましては日頃からの声掛け、また各課そこの

所属の課長、係長にも情報収集をしながら職員の業務の環境を整えていくような形で今指

導等はさせていただいているところです。ただ本人の意向もありますのでなかなか町がど

れだけしてもという部分もありますが、町としてできてできる範囲はそれだけしていきた

いという風に考えているところです。以上になります。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前11時７分 

再開 午前11時15分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

次に款３民生費、54ページ下段から63ページ中段まで、民生費、54ページ下段から63

ページ中段までです。何か質疑はありませんか。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 59ページですけれども、障害者の虐待防止のことについては先

だって質問をしたところなんですけれども、いろんな委託料、それから業務委託料様々あ
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りますけれども、施設にいろんな施設ありますけれども、ここに委託料とかそれから委託

料ですね。そういった様々な出しておられる総額と言いますか、総額はいくらぐらいにな

るのかなという風に思うんですけれども、そういった点は計算されているんでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） 虐待関係に関する施設の委託料関係ということですけれども、

特段合計はしておりませんけれども、こちらに書いてあります障害者虐待防止対策支援事

業の52万であったり、こういったところで個別にはしておりません。申し訳ございません。

以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 60ページですけれども後期高齢者向けの按摩・鍼の診療費補助

金７万円が出されておりますけれども、国保にもあるわけですけれども、これは１人いく

らという形で出されているのかちょっと中身をお願いいたします。利用者についてもです

ね。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） 按摩・鍼灸の補助金でございますが、これにつきまして

は１枚1,000円の補助金の券を被保険者の方におあげします。年間12枚だったかと思いま

すが記憶しております。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前11時18分 

再開 午前11時18分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

ただいまの質問に対し井芹議員大丈夫ですか、内容的には。質問の内容も簡潔にお願

いします。担当課長も内容がわからんそうで、分かりやすくということでお願いします。 

他にありませんか。 

３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。決算の資料の19ページになるんですけれども、保健事

業の中でわっかもん検診というのがございます。ここのページでよかとは思うんですけれ

ども、この中で20歳から39歳までを対象としたわっかもん検診と書いてありますけれども

が実施されております。数字を見ますと受診率についてが本年度が５年度が22.8、その前

が23.3ということで若干落ちているような気がいたします。それと全体として対象者がお

られる割には受診率が低いなという思いを持っておりますので、この辺については町はど

う改善して行かれるのかなという思いがありますので、その辺についてお聞かせください。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） わっかもん検診の受診率につきましてはあまり高くない
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ところで推移をしてございます。人数に関しましてもそう多くはございませんが、これは

令和３年から若い方向けというだけということではございませんが、よろず本舗ネット上

からホームページ上から申し込みができるようなこともしておりますが、その人数も最初

の年が十数名で３年４年５年も20名前後で推移しておりまして、やはりちょっと思うよう

には受けていないというようなところでございますけれども。何しろ早い段階から病気を

見つけて欲しいというところで考えはございますので、何かしらその受診に繋がるような

ことを色々考えてはいるところではございます。その課題という風に私は捉えております

ので何かしら考えていきたいという考えでございます。以上でございます。今の所。 

○議長（宮本修治君） ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） そういったことは課長さんも把握しておられるということですけ

れども、思うにこれは一般質問じゃないんであんまり深くは言いませんけれども、先ほど

昨日の町長の答弁の中でも甲佐町は40%以上の高齢化率、65歳以上がですよね。そして先

ほど三輪副町長におかれましても持続可能な社会、そして暮らしやすいまちづくりという

のは私も同感でございます。これ一般質問ではないんで深くは聞きませんけれども、そう

いった中で高齢者の方が40%以上もおられる、しかしその方たちを支えていかれるこの現

役世代の20から39歳一番働き盛りの方ですよね。この人たちが早期にやはり病気とか体の

不具合を事前に把握して早期の治療とか受診をしていただければやはり医療費も下がりま

すでしょうし、この人たちが言うならば高齢者の方たちを支える重要な方たちと私は思い

ます。先般これは私も検診を受けた結果ですけれども、健康診断の中で緑内障の疑いがあ

るということで両眼、そういった検診結果をいただきました。それをもとに眼科を受診し

て大きな異常はありませんでしたよっていう結果もいただいております。そういったこと

が事前に分かれば若い人たちもやはりもっと安心して働けるんじゃないかという思いが

あって、この方達の受診率を上げることが非常に大事と思ったんで質問をいたしたんです。

その辺についてはもっと頑張って受診率を上げる努力をしていただきたいと思いますけれ

ども、いかがでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） 決算監査の中におきましても受診率のことは指摘を常々

受けているところでございます。そういった中で令和５年度に関しましては特に50から60

の方で未受診の方をこの年齢違いますが個別に訪問120件ほどしまして地道な努力と言い

ますか、そういったことをしてきているところでございます。去年は若い方に対してそう

いったことはいたしておりませんが、50、60になって出てくる場合は病気の方も結構重症

化と言いますか、そういったことも考えられますので、鳴瀬議員がお話しされるように現

役世代の方から早めに受診をしていただきたい、病気を見つけていただきたいということ

は私も感じておりますので、来年以降に向けてまた何かしら考えてまいりたいと思います。

以上でございます。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

９番、井芹議員。 
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○９番（井芹しま子君） 今の質問の中でわっかもん検診ですけれども非常に良い取り組

み施策だと思うんですけれども、その中身ですね。血液検査と他にどういった検査内容な

のかお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前11時27分 

再開 午前11時28分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） わっかもん検診の検診内容につきましては体格検査、血

液検査、血圧測定、それから尿検査、心電図検査と医師の診察などということになってお

ります。以上でございます。それからすみません、先ほどの鳴瀬議員の質問の中での回答

でわっかもん検診、若い方に対しての検診を何かしら来年して参りたいという風な答弁を

いたしましたが、まず持って何かしら方策を検討したいと考えていきたいということで。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前11時30分 

再開 午前11時30分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） 甲斐町長。それではわっかもん検診の受診率の向上に向けた町の

考え方ということで私の方から答弁をさせていただきます。鳴瀬議員からのご指摘もあり

ましたように現在受診率が22.8%ということでちょっと低いんじゃないかという風なご意

見でございました。町の方としてもこの受診率を上げる必要はあるという風に認識をして

おります。ただわっかもん検診の対象というのが20歳から39歳ということで、なかなかそ

の若い世代と言いますのは健康に対しての関心が薄い世代なのかなという風に思います。

私たち50歳60歳とかなればやはり健康に意識が行って色々検診等受診いたしますけれども、

なかなか20代から39歳というのはまだまだ元気盛りで私たちに病気とかまだ関係がないん

じゃないかというような、そういった世代じゃないかという風に思います。ただ町の意向

としましてはその世代からやはり早めに受診をしていただくと、そういった若い世代の

方々の意識改革がまず必要ではないかと健康に対する意識改革がまず必要ではないかと考

えますので、まずはその若い世代の方々にそういった若い時からそういった健康に注意し

ていただくような意識改革というものを必要性をなるべく若い方に訴えていくことが必要

じゃないかと思っておりますので、まずはそういったところから取り組みを行っていきた

いという風に思います。以上です。 



- 85 - 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） ５番佐野です。民生費のページ59、負担金、補助金及び交付金で

備考欄に人権活動補助金350万があります。それと主要施策一覧のページ45に町民セン

ターの欄がありますが、そこに同じく地域改善対策事業ということで説明が載っておりま

すが、その中で補助金規則に沿って２団体へ交付するとともに、適正に活動するよう指導

したとありますが、その指導内容についてもう少し ご説明をいただければと思います。

よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 町民センター所長。 

○町民センター所長（中林健次君） どのように指導したかということでございますが、

まず人権啓発活動補助金を２団体に交付しております。その２団体、各団体昨年研修会、

講演会に多数参加をされております。その中で部落差別関係の講演会、研修会の参加が多

いというところでございました。できればいろんなあらゆる差別の解消に向けて研修をし

ていただきたいというところで、他の研修会にも参加をするようにということで指導を

行ったところでございます。以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。井芹議員、本日は３回までです。もう過ぎ

ています。 

８番、福田議員。 

○８番（福田謙二君） ８番です。ページの61ページです。放課後児童健全育成事業委託

料1,156万2,000円、この内訳と詳細の方を教えていただければと思いますけれども。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） 放課後児童健全育成事業委託料の1,156万2,000円の分ですね。

こちらにつきましては放課後児童クラブ３クラブ分の業務委託料になっております。すみ

ません、３クラブ分の内訳については今数字を持っておりませんので後からご報告をさせ

ていただきます。以上です。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に款４衛生費、63ページ中段から71ページ中段までです。款４

衛生費、63ページ中段から71ページ中段までです。何か質疑はありませんか。 

 ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。資料ですね環境衛生課所管の35ページの中で一般廃棄

物の適正処理とかリサイクルの推進、不法投棄とかゴミに関する項目がございます。今各

集落にゴミ集積場がございますけれども、色々な住民の方からちょっと破れておったとか

ちょっとあける時に不便があるとかそういうような要望も耳に入ってくるところもござい

ますので、ちょっと件数は非常に多いかと思いますけれども、だいたい甲佐町にはどのく

らいのゴミ収集場所があって、地元からおそらく要望は更新とか新規で作っていただけな

いかというような要望はあがってきていると思うんですけれども、その辺についての要望
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とか実績、年度実績についてもし分かればお聞かせいただきたいと思いますけれども。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） ごみ収集所、可燃ごみの収集場所ですけれども、町内に

225箇所ございまして要望等につきましてが毎年行政区要望というのを行っておりまして、

その中で年間毎年３カ所ぐらいの取り替えの要望ですとか新規の増設の要望とか上がって

おります。令和５年度に至りましては１箇所の増設、ゴミ箱の増設を行っておりまして、

それと２箇所の取り替え古くなったもののゴミ箱の取り替えを行っております。また網等

が破れて使えないというか扱いにくくなったところもあるということで、そういった要望

もございまして、そういったところが昨年度２か所実施しております。以上です。 

○議長（宮本修治君） ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） 同じくそれについてですけれども、更新とか申請された件数が若

干箇所の225か所ある中では少ないかなと思いますけれども、ほぼほぼ地元から要望が更

新だったり新設だったりがあれば年度でできていくという考えでよろしいですかね。それ

と予算的にはどのくらいの予算を持っておられますかね。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） ごみ箱自体が大きいもので大で１基当たり８万円ぐらいす

るんですよ。今現在予算としてここ数年が３基分程度準備しております。実際要望が上

がってくる箇所も毎年要望の中で上がってくるのも２、３箇所程度ですので、その中で対

応してもしもその後壊れたりとか使えなくなった場合は補正とかさせていただいて取り替

え、増設とかそういったものをやらせていただいております。以上です。  

○議長（宮本修治君） 宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 関連でお聞きします。新しく増設ですよね。新しく集落内に新し

いところにゴミを置きたいというような時は何かその基準というか、そういうものはある

んですかね。それともこっちの部落要望で分かりましたということでされるのか、その辺

どうなっていますか。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） 設置場所に関しましては要望があった時点で地元の区長さ

んですとかその辺りに一緒に現地の方ご案内させてもらって、そこで場所の決定とかさせ

てもらっています。増設に関しましては例えば人数が増えてその集落の住民が増えたとい

うことでゴミの容量が足りないということであれば、そういったものは実際出向きまして

状況を確認しながら増設が必要な場合は改めて増設、地元の設置場所を確認しながら増設

をやっていくという形でやっております。以上です。 

○議長（宮本修治君） 10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 課長の答弁で人口が増えた場合は云々というのがございましたけ

れども、非常に高齢者の方が増えております。私のところも非常に甲佐町全体が最近なっ

ているから、お年寄りの方がゴミ捨てに行くまでに歩いて行けないというようなことがあ

るんですよね。20分かかるんですよねというようなこともお聞きしますもんですから、そ
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の辺はやはり現地を見ていただいてそういう状況というのはしっかり把握していただいて、

今後の対応をしていただきいただけないかなという思いで質問しましたので、一応検討し

ていただければという風に思います。以上です。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） 議員おっしゃられる通り実際今そういったお話も聞いてお

りますので、地元の中でそういった動きがあれば地元の中で調整できるようであればそう

いったのも検討していきたいというふうに思います。以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 67ページなんですけれども、３歳児の眼科健診委託料というこ

とでありますけれども、これが一般質問も行ったこともありますけれども、３歳児未満こ

の健診の結果の分析とかされておられるのか、その点とフッ素塗布委託料も出ております

けれども、これは以前にかなり早くですけれども質問をしたことがあったんですけれども、

非常に甲佐町は虫歯の子供たちが多いということで、この事業が実施されたという風に思

うんですけれども、そういった点で虫歯の子供たちが減っているのか、そういった経過と

いうのは追われているのか、その点についてお尋ねをいたします。  

○議長（宮本修治君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（宮崎貴美代君） ３歳児健診のその後の分析等につきましてはすいませ

ん、手元の方に資料を持っておりませんので詳細をお答えできませんけれども、そちらに

ついては後ほどお答えしたいと思います。それから虫歯の幼児等の減少傾向につきまして

もフッ素塗布等の虫歯予防対策は行っておりますけれども、過去年齢ごとの今虫歯の保有

率につきましても申し訳ありませんけれども、今手元に資料を持っておりませんので後ほ

どお答えさせていただきたいと思います。以上になります。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前11時44分 

再開 午前11時46分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

福祉課長から款３について放課後児童クラブの福田議員からの質問について答弁の申し出

があっておりますので、これを許します。 

福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） 先ほどの福田議員のご質問につきまして内訳の方を報告させ

ていただきます。甲佐小学校敷地内で行っていますくるみクラブにつきましてが355万

3,000円、白旗福祉ふれあいセンターで行っていますげんきクラブ422万6,000円、竜野の

民家を借用して行っていますゆうぐれハウスが378万3,000円になっております。以上とな

ります。 
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○議長（宮本修治君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（宮崎貴美代君） 先ほど井芹議員から質問がありました３歳児健診と虫

歯の保有率と改善状況等につきましては、後ほど調べましてお答えさせていただきたいと

思います。申し訳ありません。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に款５農林水産業費、71ページ中段から77ページ中段までです。

款５農林水産業費、71ページ中段から77ページ中段までです。何か質疑はありませんか。 

６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） ６番。予算書の73ページと主要成果一覧37ページにありますけれ

ども、農業次世代人材投資事業、また経営開始資金補助金事業ということで就農に対して

の補助金だったかと思いますけれども、特にこの農業次世代人材投資事業で今はもう終

わっているということで申し込みされている方に対してお支払いしているということでご

ざいますけれども、この昨日の一般質問でも農業に対しての色々な質問がありましたけれ

ども、これをされた事業者というか青年がこの制度が終わってなかなかそれを続けられて

いる方とかやめられている方、その辺りの説明等ができるんであれば教えていただきたい

と思います。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします。私が聞いている範囲では離農されている方、

今１名ということで聞いております。後の方は昨日も６人ほど面談を行いまして就農状況

を聞いておるところになります。以上になります。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 

 ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） ６番。継続されている方に関してはいいかと思いますけれども、

離農された方に関してはどういった内容で個人的な内容になるかと思いますけれども、言

える範囲で結構でございますので。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） 私の聞いた範囲ではやはり所得の安定というのがないとい

うことで離農されて普通のと言いますか、会社員をされているということで聞いておりま

す。 

○議長（宮本修治君） ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） 最後にしますけれども特に経営が安定しないというのはやはり一

番の就農された方に関してみれば一番の問題になるんではないかと、今後のことに関して

も安心して農業できないという部分もありますので、そのあたりの今までの蓄積とかノウ

ハウもあると思いますので、そういったものも町とJAと一緒になってそのあたりの指導も

していただいてできるだけ続けていただけるようなご提案ができるようによろしくお願い

いたします。 
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○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） 荒田議員おっしゃられました通り今半年に１回就農されて

からJAさんと熊本県の振興局と面談を行いアドバイス等を実施している状況にあります。

その後も引き続き５年目まではそういう状況をしておりますので安定するまで支援等を

行っていきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） 資料の39ページです。先般農地法の４条と５条について宅地転用

のことには触れてご質問をいたしました。今回につきましては農地法の３条ですね。農業

委員会に関する法律の中の農地法の３条、この中で３条については農地を農地としての権

利の移動、もしくは賃貸借そういった形での貸し借り、そういったことを含めて３条なん

ですけれども、ここで中で中間管理機構による農地の賃貸借だったりがありますけれども、

その法律の中では３年３作ということがうたわれております。３年３作というのは私が捉

えるには農地を借りて３年に３作ということは言い換えれば１年に１作は作りなさいよと

いうことじゃないかと私は理解しておりますけれども、農地を借りられたとしてもそれを

契約の中で何も作付けをせずそのまま放棄しとけば、やはり荒廃していけば地権者の方は

非常に困られると思います。特に農政関係のいろんな事業を中山間地域であったらそう

いった事業に取り組んでおられますので、荒廃させるわけにはいきません。そういった中

でそういった権利を利用されて購入したり借りたりした方が何も作らずにそのままにして

おるような状況はありますか。それともないでしょうか。もしあるとすれば何らかの指導

を行政は行っておられますか、そこをお聞かせいただきたい。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします。何も作付けされていないというのは聞いた

ことはないんですが管理ですね。畔とかそこら辺の草刈りができていないということで苦

情等の電話はあります。そこら辺に関しましてはうちから直接借りられた方に電話等をし

ている状況になります。以上になります。 

○議長（宮本修治君） ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） 詳しい内容までは私も固有名詞を出していうことはできませんけ

れども、やはり色々な農地等を回ってみればそういった荒れていてここは貸しとるもんな

というようなお噂辺は耳にも入ってくることがございますので、ここは確信ではございま

せんけれども、その辺についてはやはり農業委員会を所管される課においては十分注意し

て注視しとっていただきたいと思います。以上です。 

○議長（宮本修治君） 答弁はいらんわけですね。お願いだけ。 

10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 今の鳴瀬議員のお話は貸し借りの場合のそういう状況ということ

でございましたけれども、私は売買をされた時の農業委員会を通じて売買された３条でさ

れたのか、公社を通じてされたのか分かりませんけれども、やはり売買する時は周囲の農
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地に影響を与えないというようなことできちっと耕作をするんだという元々農地というの

は所有者が管理するというそういうことになっているんですから、そういう中で売買をさ

れる、特にその集落内での人と人が売買をする場合はいいんですけれども、全く違うとこ

ろの例えば市内の方とかそういう方が来て買われて、そしてそれがそのまま放置されて既

に木が入るようになっているというような状況もあるんですよ。管理主の方にそういうの

はやはり農業委員会さんを通じてでもそういう状況になっているんであれば、買主の方に

こういうことじゃないですよ。ちゃんと耕作をするからということで買われたんだから、

あなた何かしなさいぐらいの注意喚起というのはするべきじゃないかという風に私は実際

現場をご覧になられたなかったら私がご案内いたしますので、その辺はしっかり追跡して

相手の方にちゃんとやっていただけると、それが条件で売買が成立しているんですから、

どうぞその辺を検討をしていただけませんでしょうか。答弁されます。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） 宮川議員がおっしゃられます通り、農業委員さんと最適化

推進さんにおきまして利用状況調査を行っております。その中で出てきた分に関しまして

は指導等を今後も行っていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

11番、本田議員。 

○11番（本田 新君） 11番。説明資料の38ページに環境保全型農業直接支払い事業で

載っております。環境保全型直接支払い事業ということで233万上がっておりまして、中

身見てみますと2.4ヘクタールに実施されたというようなことの説明資料が書いておりま

す。この事業につきまして７組織がこれに取り組んだとあがっております。この組織が甲

佐町の農地からすると非常に2.4ヘクタールと少ない面積に取り組まれておるというのが

言えます。これがどうして広い面積が取り組まずに何かそこに難しい点があるのかないの

か、農政課の方ではこの事業に取り組む少ないということについてはどのように考えてお

られるのか、難しい点があるならばお知らせ願いたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします。これに関しましては説明にも書いてありま

すが減化学肥料、農薬を使った取り組みということでその補助とかの隣の方との関係がや

はり難しいということを聞いております。そのあたりでなかなかこの環境保全型の農業に

取り組む方が少ないという風には聞いております。以上になります。 

○議長（宮本修治君） 11番、本田議員。 

○11番（本田 新君） ではこの事業、実際どういったことをやるから低化学肥料、有機

栽培とか書いてありますけれども、そうなるのか、どうして隣が大変なのか、わからんな

らいいですけれども、もう少し教え願いたいと思います。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前12時00分 
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再開 午後１時00分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） 時間取らせましてすいませんでした。環境保全型農業直接

支払い交付金につきましては主作物についてが販売することを目的に生産を行っているこ

と、環境負荷低減のチェックシートの各取り組みに取り組んでいることというのが目的に

あります。また主に法人や営農組合が取り組んでいます。時期が裏作の場合になりますの

で、麦との作付けが重なり面積が増えていない状況になります。また交付面積及び単価に

つきましては有機農業、主に米が中心ですが1,456アール、補助単価が10アール当たり１

万2,000円、カバークロップ、レンゲなどの地力増進作物ですが948アールで補助単価が10

アール当たり6,000円、リビングマルチ、畝の間に緑肥を植え付けるやつが42アール 

で補助単価が10アールあたり5,400円となっております。すいません主要施策の面積の表

記が間違っておりました。大変失礼いたしました。 

○議長（宮本修治君） 11番、本田議員。 

○11番（本田 新君） 説明資料のこの2.4ヘクタールというこの面積が違っていたとい

うことであればどのくらい違っていたのか、そこをおっしゃっていただいて、私はまずこ

れを見た時に私が思った思いを伝えさせてもらいたいと思うのは、今ふるさと納税でお米

が我が町のお米が非常に引き合いが多いということもあります。ただ甲佐町のお米だから

引き合いが多いということもそれもあるかもしれませんけれども、こういった環境保全型

というこういった１つの差別化というか１つのブランド的な要素もさらに加えて甲佐の米

をさらにもう少しワンランクと言わず２ランクぐらい今のお米よりもランクアップさせる

ような、そういった取り組みにできないかなという思いでこの環境型というのでちょっと

私はこれを見ながらくいついたわけなんです。取り入れたわけですね。もう１つすいませ

んけれども、もうちょっとこの環境型保全農業のことについてもうちょっと詳しく説明願

いませんでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） では先ほど申しました環境負荷軽減のチェックシートとい

うものをご説明いたします。環境負荷低減のクロスコンプライアンスとは農林水産省の各

種補助事業等において持続可能な食料システムの構築に向けた環境に優しい農林漁業のた

めに必要な最低限の取り組みを要件化するものになっております。これには適正な防除、

エネルギーの節減、悪臭、害虫の発生防止、廃棄物の発生抑制、生物多様性の悪影響の防

止などが含まれております。以上になります。面積が先ほどすみません、合計で2,446

アールとなっております。以上になります。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後１時４分 
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再開 午後１時６分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） すいません。面積を言いますと24町4反ぐらいになります。

以上になります。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） ありませんようですので先ほどの健康推進課長から款４、衛生費

３歳児健診等の井芹議員からの質問について答弁の申し出があっておりますのでこれを許

します。健康推進課長。 

○健康推進課長（宮崎貴美代君） 先ほど井芹議員の方から質問がありました３歳児健診

の眼科健診の分析とフッ素塗布に関する虫歯保有率についてお答えいたします。まず３歳

児健診の眼科健診の分析等につきましてお答えします。３歳児健診における眼科の受診者

数は令和５年度は64名でした。この64名のうち要精密検査となった方は延べ人数ですけれ

ども17名です。うち受診された方がこちらも述べ人数で９名となっております。延べ人数

と言いますのは１人でいくつもの所見を病気と言いますか疑いということで該当される方

もいますので、延べ人数ということでお答えさせていただきます。その要精密検査受診者

９名のうち治療に至った方が３名となっております。その他異常なしが２名、再検査が必

要になった方が４名という風になっております。その他未受診者につきましてもその後の

状況を確認しておりまして保育園で実施されます視力検査を受けられて異常なしと言われ

た方がほとんどとなっております。その他精密検査の該当となった方につきましては、そ

の後の経過についても確認している状況です。続きまして幼児のフッ素塗布につきまして

お答えいたします。虫歯の保有率につきましては年ごとにばらつきが見られますが、虫歯

の保有率は全体としてみますと減少傾向にありまして保有率の増加と言いますか伸び率は

抑えられている状況です。県の資料をもとに甲佐町の保有率を見てみますと平成20年度の

１歳半の虫歯保有率が3.9%、言い方がいけませんでした１歳半の平成20年度の虫歯保有率

が3.9%、その後令和４年度の虫歯の保有率は1.54%となっております。次に３歳児の平成

20年度の虫歯保有率が33.85%、令和４年度は24.64%となっております。以上になります。  

○議長（宮本修治君） 次に款６商工費、77ページ中段から80ページ下段までです。款６

商工費、77ページ中段から80ページ下段までです。何か質疑はありませんか。 

 １番、甲斐議員。 

〇１番（甲斐良二君） １番甲斐でございます。決算書の79ページになります。交流拠点

施設指定管理業ということで200万に関しまして主要成果一覧の９ページから地域振興課

長にお尋ねをいたします。昨年度の井戸江峡のキャンプ場、井戸江峡交流拠点施設につい

てのみお尋ねいたします。入込客数が5,329人となっておりまして、令和４年度を見てみ

ますと6,832人でございまして1,500人程度入込客数が減少しております。これについては
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要因は何だったのかというののお尋ねと、それから今後の入込客数増についての対策をお

尋ねいたします。私が考える入込客数減にいたしましては熊本県内にこういったグランピ

ングの施設が阿蘇だとか天草だとか人吉・球磨にも同じようなものができていたというこ

とと、それから昨今のコロナ禍のキャンプブーム、これが落ち着いたのかなという思いが

ありますのでその入込客数減の要因とそれから今後の増に向けての対策をお願いします。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） 井戸江峡交流拠点施設につきまして入込客数が昨年度

令和４年度と比較しまして減となった主な理由につきましては昨年度７月の豪雨がござい

まして半年ほど持ち込みテントサイトの方が使用できない期間というのがございました。

そういったところもございまして人数につきましては落ちているというようなところでご

ざいます。今後につきましては先ほど議員がおっしゃいましたようにキャンプブームとい

うところでの下落というところは考えられますけれども、うちの施設につきましては交流

拠点施設ということでキャンプだけではなく甲佐町に来て、いかに自然体験をしていただ

くかというのを指定管理の方で考えておりまして10月以降につきましては毎回いろんなイ

ベントを催しをしていただいておりまして、そういったところでも収入というところでは

上がっているところでございますので、キャンプも含めた後は町に来て井戸江峡に来てい

ただけるようなイベント等につきましてを令和５年度と同様続けていきたいと考えており

ます。以上です。 

○議長（宮本修治君） １番、甲斐議員。 

〇１番（甲斐良二君） １番甲斐でございます。今課長の方から答弁がございました。入

込客数に関しましては1,500人程度減ですが利用料収入、こちらに関しましては昨年より

伸びております。これに関しまして課長の方から答弁がありました通り指定管理者の方で

ものすごい営業努力、イベントとかあとはマルシェ、それからキャンプ用品のメーカーさ

んなんかとのコラボのイベント、そういったのもどんどんやられていますのでぜひ今後も

指定管理者と一緒になって入込客数の増、ひいては交流人口の増に努めていただきたいと

思います。答弁は結構です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。決算書の79ページになるかと思うんですけれども、観

光費の中で町では稚鮎の放流を行っておられたと思います。項目的に見ても見当たらない

ですけれどもおそらく需用費の中の消耗品かなという思いはありますけれども、いくら予

算化されてどういった活動と言いますか、先ほど農林水産の方にはカワウの追い払いの予

算がございました。おそらく関連しながら甲佐町の観光PRに稚鮎の放流を行っておられる

と思いますので、金額的なもの、それと今年の入込客数というか、どういった皆さんはど

ういった鮎釣りですよね、そういったのにどのような声が町の方には聞こえてきているの

かそこをお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 
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○地域振興課長（羽祢田直美君） 稚鮎放流につきまして決算につきましては消耗品の中

に入っております。消耗品のうち150万円、こちらが稚鮎放流としての稚鮎代ということ

でございます。キロ数につきましては200kgとなっております。鮎につきましての入込客

数ということですけれどもそちらにつきましては遊漁券の販売枚数というところでご説明

させていただきたいと思います。遊漁券の販売につきましてが令和５年度が261枚という

ところで、こちらにつきましては令和４年度と比較しまして20枚ほどは落ちておりますけ

れども、過去４年間と比較しますと 1.5倍ほどの売上枚数ということになっておりますの

で、それだけ鮎釣り客の方も来ていただいているというようなところで考えております。

以上です。 

○議長（宮本修治君） ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） よく担当課長は調べておられるなと思いがあります。令和５年度

では前年に比べて過去に比べて1.5倍ぐらい、そういった枚数も増えたということです。

これを裏を返せば令和５年に対しては令和４年度３年度というような実績が良かったんで

釣りに来ようという人が増えたわけですね。ということは現状令和５年度これについて把

握しておかんと来年にこの数字が261枚が逆に落ち込んでいくような結果になりやしない

かと思います。私もいつもこういったことで質問しますけれども、やはり町も150万とい

う金額を使っておりますけれども、それと合わせてやはり緑川漁協の皆さん、この方たち

もやはり河口の方から稚鮎をすくい上げてまたは中間育成、これをされて本当に多くの箇

所に放流をされております。ただ昨日でしたかね。緑川の河川の整備計画この中でもやは

り住民の意見の中で環境問題、この辺も非常に稚鮎の生育、この辺には影響してきますの

で、やはり特に過去の良かった実績を踏まえながらそして今の現状、そして来年以降につ

なげていくためにやはり町としては何らかのそういった漁協だったり他の住民だったりの

意見を取り入れながら何か対策を講じていただければずっと右肩上がりで上がっていくん

じゃないかという思いがありますけれども、その辺はいかがでしょうかね。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） 今議員もおっしゃいましたけれども、実際鮎の量に応

じまして特に放流量に応じましてこの販売枚数というのが実際増えているというような状

況もございますので、町としましても今後この稚鮎放流の量を増やすのかと言ったところ

も含めたところで鮎に関連するイベントについても検討しながら緑川を生かした交流人口

とか関係人口の増に向かっていきたいというふうには考えております。以上です。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） それでは私の方からも答弁させていただきます。稚鮎の放流につ

いてでございますけれども、本町は緑川とともに育んできた町でありまして緑川を生かし

たまちづくりということで、これまでずっとまちづくりを展開してきたところでございま

す。鳴瀬議員も鮎釣りされますので名人級ということでお聞きしておりますが、本年は私

も釣り人に聞きますと緑川はほとんど釣れないとお聞きしております。２年ほど前ですね、

甲佐町の緑川で非常に大きい鮎が釣れたということで私もその時には頂いたんですけれど
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も、非常に30cm以上の大きな鮎をいただいて、甲佐町の緑川が非常にいいということで多

くの釣り人が県内外から甲佐町の緑川に訪れておられたことを認識しております。そう

いった中で緑川を生かしたそういった鮎釣り客で鮎が釣れるということはそう言った交流

人口の増加にもつながりますし、よそから来られた方が甲佐町で買い物をして帰られます

と地域活性化にもつながりますので、そういった観点で今後特に本町は花と緑と鮎の町と

いうキャッチフレーズもございますので、そういった鮎が多く連れて釣り人で賑わうよう

な、また以前のような緑川にしていくために町の方でも今後対策を検討していきたいとい

う風に思います。以上です。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、款７土木費、80ページ下段から85ページ中段までです。款

７土木費、80ページ下段から85ページ中段までです。何か質疑はありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に款８消防費、85ページ中段から89ページ上段までです。款８

消防費、85ページ中段から89ページ上段までです。何か質疑はありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に款９教育費、89ページ上段から105ページ下段までです。款

９教育費、89ページ上段から105ページ下段までです。何か質疑はありませんか。ありま

せんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） では次に款10災害復旧費から款13予備費まで、105ページ下段か

ら108ページまでです。款10災害復旧費から款13予備費までです。105ページ下段から108

ページまでです。何か質疑はありませんか。ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） ないようですので最後に本決算全部について何か質疑はありませ

んか。本決算全部です。 

 ２番、田中議員。 

○２番（田中孝義君） 40ページの備品のところで乗合タクシー受付電話機というのがあ

りますけれども、これはどこに設置されてどのように利用されているんでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 企画課長。 

○企画課長（北畑公孝君） 乗合タクシーの携帯電話ということですけれども、全員協議

会等でもご説明しましたが令和６年度より乗合タクシーの運行を開始するというところで

事業を進めてまいりました。事業者間との前段の協議の中で電話による予約等について専

用回線が欲しいということで携帯電話を購入しております。ご存知の通り説明しました通

りデマンド交通は実施しておりませんので設置はしておりません。以前良ければ本年の９

月以降、実証実験をしたいということでお話をしておりまして、そのまま携帯電話は契約

いたしておりましたが、この前全員協議会時に乗合タクシーについてご説明しました通り、
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本年度は実施しませんので解約する予定としております。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 説明資料の24ページに老人クラブの補助金というのが出されてお

りますが、補助金が154万円ということですけれども、老人クラブの活動の状況について

はどういう風に把握されていますか。ご説明お願いします。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（髙原貞典君） 老人クラブの活動内容ということですけれども、友愛訪問活

動や清掃の美化活動、防犯交通安全の活動、世代間交流活動、そういったところを実施さ

れております。以上です。 

○議長（宮本修治君） ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） ご説明ありがとうございます。高齢者の数は昨日今日の議論の中

で甲佐町は増えていると標準よりも高いというようなことでお話があっておりますが、そ

ういう中で老人クラブの会員は減少しているというようなお話も聞きますけれども、町と

して活動に対する支援と言いますか、そういったところで何かされているのがあればと思

いまして質問をいたします。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） 老人クラブに対しましては町の方から運営補助の方を出しており

ます。佐野議員もおっしゃられます通り高齢者が増えていく中で高齢者の方々にも生きが

いを持っていろんな活動を行っていただきたいという思いで、令和６年度につきましては

令和５年度と比較しますと補助金の方の増額を行っております。この補助金を生かしてさ

らに活発な活動を行っていきたいという風に考えております。以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

９番、井芹しま子議員。 

○９番（井芹しま子君） 基金についてお尋ねします。基金の総額、いろいろたくさんあ

りますけれども総額がいくらになるのかということと前年度と本年度そして基金の中でも

それぞれにそれぞれがあるわけですけれども、町おこしそれから地域福祉、人材育成、定

住促進、熊本地震復興の基金についての方向性というか使い道というか、なぜそういう風

に基金が積立られているのか、そこら付近についてお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） それでは基金の残高についてご説明申し上げます。今基金の

総額が38億935万7,000円が４年度、すみません、５年度末については53億6,567万9,000円

という形になっております。それは一般会計の部分になります。あとすいませんが町おこ

し基金だったりというような部分だったりですかね。町おこし基金につきましては名の通

り町おこしに対する財源に充てるためということで最近については活用がありませんので

増額だけをさせていただいているというところになります。あと基金の名前、どこだった

ですかね。地域福祉については福祉課が所管されておりますけれども、これについては地
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域保健福祉増進のために基金を積み立てているという目的で基金を積立させていただいて

おります。これについても昨年若干27万7,000円の基金取り崩しをして地域福祉の増進に

使わせていただいております。人材育成につきまして、目的が農業振興の担い手となる人

材育成に要する経費という部分で積立をさせていただいております。この基金については

融資の方から財源を頂いておりますのでその意思を尊重したところで基金を活用していき

たいという風に考えておりますが、なかなか今農業振興という部分で該当する方がおられ

ないので、この分については今基金を積み立てているだけになっておりますが、今後につ

いてはこの基金先ほど言いましたように53億円程度基金がありますので、この活用につき

ましては今後庁内でしっかり関係課と協議をしながら活用に向けて検討していきたいとい

う風に考えているところです。以上になります。 

○議長（宮本修治君） ９番、井芹しま子議員。 

○９番（井芹しま子君） 今答弁がありましたように令和４年度が38億およそですね。本

年度は53億ということでかなりの基金の積み上げがあって、それぞれたくさんの名目別の

基金が積み立てられているわけですね。だからそれぞれの活用というのをしていきたいと

いうことでしたのでぜひその答弁に基づいてしっかりとこの基金の活用を積み上げるだけ

じゃなくてそういった方向でお願いをしたいという風に思います。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 主要成果一覧34ページにシャワー室の状況が載せてあります。こ

の７名の方が利用を継続されているということで多分同じ方が利用されているんじゃない

かと思いますが、このシャワー室は もともと町内の町が持っていましたお風呂を廃止す

るに伴ってお風呂のない方に対する配慮として作られたものであるという風に記憶をして

おりますが、利用される方の中にはやはり冬場は大変寒いというようなことでお話を聞い

たことがあります。そういったところでは冬場の利用に当たっての何かお考えということ

はないのかということでお尋ねをいたします。以上です。 

○議長（宮本修治君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（宮崎貴美代君） シャワー室の利用についてお答えいたします。シャ

ワー室につきましてはだいたい同じような方が利用されておりますけれども、今のところ

特に冬場対策というのは検討しておりませんけれども、利用者の方の声を聞きながら少し

でも寒さ対策と言いますかそういうのができるようなところで検討していきたいと思いま

す。以上になります。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 

10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 81ページの負担金のところですね。三本松甲佐線の期成会の負担

金が載っております。三本松甲佐線期成会でやっておられる、この進捗状況が私見えてこ

ないもんだから、どういう状況にもなっているのかということをお尋ねをしたいと思いま

すけれども。 
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○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（志戸岡弘君） 三本松甲佐線の期成会の進捗状況と言いますか、県道三本松

甲佐線の道路改良の進捗状況ということでよろしゅうございますか。まず前から期成会の

方で要望しておりました小鹿から旧宮内小学校の急傾斜の旧道が危ないということで、町

としてはバイパスの要望を井戸江峡の方から要望をしておりました。そういう中で県の方

も取り組みを本年度から予算化をされて第二橋にかかるボーリング調査、橋梁に関わる

ボーリング調査などの予算を計上されております。今後そういった測量設計が進められて

いくものと考えております。それと上揚住宅から採石場までの堤防兼用道路ですね。そこ

についても道路改良が進んでおります。今年度も継続して道路改良が進められますし補助

整備と同期に進められます区間についても測量設計が終わられ、今後設計をされて事業化

をされていくようになっております。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） 10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 是非この事業もずっと以前から進めてきた事業でございますので、

担当課長それと建設課、課長やっておられますのでしっかりとこうよろしくお願いいたし

ます。基盤整備との関係もございますのでその辺も含んだところでよろしくお願いをして

おきます。以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。ちょっと気になることがあるので１つだけ聞かせてい

ただきたいと思います。資料の52ページです。この一番上の方に公民館の事業ということ

で出前講座がございます。くらし安全推進室や町内医療機関などと連携を図りながらとい

うことで公民館などで88回実施したということが書いてありますけれども、先の今月15日

に東寒野の公民館の方におきましても敬老会が開催されました。その中でご案内を受けて

行きましたけれども、その時にボランティア活動ということで甲佐町内の方たちがフラダ

ンスをしていただいて非常に楽しい時間を過ごすことができました。ここについては町の

方からも随行して来られましたけれども、町内のボランティアの方、そしてそれを指導さ

れる方、先生と言われる方ですけれども、この方は熊本市南区の方からおいでだったとい

うことでございます。そういった時に帰られる時にお見送りをしたんですけれども、それ

ぞれの方が車に乗り合わせだったりしてきておられました。そして報酬等も頂かないです

よということでございました。ということでこういった活動は他にもまたその方たちもま

た行かれて活動されよると思うんですけれども、こういった事業をする場合に報酬的なも

のはないのか、それともう一つは町内外からそういったボランティアという形で来ていた

だいて、もし交通事故となんかの事故等があった時に対しては何らかの保障関係が整って

いるのか、この点についてお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後１時41分 
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再開 午後２時00分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 社会教育課長。 

○社会教育課長（内田健司君） 先程の鳴瀬議員からご質問がありました公民館事業の中

の出前講座についてご説明いたします。この公民館の出前講座に関しましては毎年度町の

社会教育課の方でメニューを考え、そのメニューに沿って各行政区の方から実施して欲し

い、開催して欲しいという要望を取ります。その要望を取った中で各講師、色々フラダン

スとか健康体操とか、色々なメニューの講師の人にいついつどこで開催をしてくれという

風に社会教育課としてはその各行政区と講師の方々のマッチングをしているということに

なります。なので先程ご質問をされた傷害、怪我をした時の賠償とかに関しては社会教育

課の方では対応していないというところになります。以上になります。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後２時１分 

再開 午後２時７分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 社会教育課長。 

○社会教育課長（内田健司君） 鳴瀬議員から質問がありました公民館の出前講座に関し

ましては、今後講師の方あと社会教育課も含めてもう一度内容の見直しを図りたいと思っ

ております。安全面、色々講演に関しての事業としてさらなる拡充ということで考えてい

きたいと思います。以上です。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本決算に対する反対者の発言を許します。 

５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） ５番佐野です。令和５年度一般会計歳入歳出決算について反対討

論を行います。５番、日本共産党の佐野でございます。私は認定第1号、令和５年度甲佐

町一般会計歳入歳出決算の認定について反対の立場から討論を行います。町民の暮らし第

１、子育てしやすいまちづくりを訴え提案してまいりましたが令和４年度に子供医療費助

成の対象年齢を15歳から18歳に引き上げし継続していくことは町として画期的なことで長

年訴え続けてきたことが実現できていることは大変喜ばしいことです。しかしながら子育

て施策の予算拡充をもっとすべきと考えます。例えば義務教育の学校給食無償化、小中学
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校体育館への空調設備設置、出生祝い金を第一子から、子供へのインフルエンザワクチン

接種への補助など子育て支援の施策をもっと充実させることが必要であると考えます。第

２に令和５年度各会計歳入歳出決算審査意見書に監査委員からの多面的機能支払交付金事

業における補助金返還事案についての指摘がありました。補助金制度や申請事務などにつ

いての周知の徹底を図り、事業の再開に努めなければならないと考えます。第３に地域改

善対策費の中の人権活動補助金については反対です。１つの運動団体の行動指針では民主

的組織運営と社会的責任として自主財源を基本にした適正な会計財政の運営をうたってお

ります。毎年のように同額の補助金を交付することでいいとは思いません。以上で反対討

論を終わります。 

○議長（宮本修治君） 次に、本決算に対する賛成者の発言を許します。 

 ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。認定第１号、令和５年度甲佐町一般会計歳入歳出決算

でございます。令和５年度の決算におきましては今回は議会活性化委員会で本会議前に各

議員において各事業の進捗や予算の執行、これについて積極的に審議をしていただきまし

た。また本会議におきましても多くのご意見を頂いたところでもございます。また合わせ

て監査委員による報告等も踏まえて執行部の皆さん方におかれましては引き続き健全な予

算の執行に努め、町民のさらなる幸福実現のために努力していただくことをご期待申し上

げ賛成意見とさせていただきます。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

これから採決いたします。 

この採決は電子表決システムによって行います。 

本案は、原案のとおり認定することに賛成の方は賛成のボタンを、反対の方は反対の

ボタンをお願いいたします。 

表決の漏れはございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 表決漏れなしと認め、確定します。 

投票総数10、賛成８、反対２。 

よって、令和５年度甲佐町一般会計歳入歳出決算については、認定することに決定し

ました。 

────────────── 

日程第３ 認定第２号 令和５年度甲佐町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定

について 

○議長（宮本修治君） 日程第３、認定第２号「令和５年度甲佐町国民健康保険特別会計

歳入歳出決算の認定について」を議題とします。 

提出者の説明を求めます。 

住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） 認定第２号、令和５年度甲佐町国民健康保険特別会計歳
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入歳出決算書についてご説明いたします。次のページをお願いいたします。 

まず歳入総括表でございます。款と収入金額のみ読み上げさせていただきます。 

款１、国民健康保険税、収入済額２億3,191万5,314円。款２、使用料及び手数料11万

1,100円。款３、国庫支出金３万1,000円。款４、県支出金10億3,124万554円。款５、財産

収入76円。款６、寄附金０円。款７、繰入金1億3,711万5,592円。款８、繰越金2,740万

9,338円。款９、諸収入1,266万3,353円。次のページをお願いいたします。 

歳入合計でございます。収入済額14億4,048万6,327円でございます。 

次のページをお願いいたします。 

歳出総括表になります。こちらも款と支出済額のみ読み上げさせていただきます。 

款１、総務費、支出済額3,204万3,309円。款２、保険給付費10億580万1,161円。款３、

国民健康保険事業費納付金３億5,852万7,992円。款４、共同事業拠出金39円。款５、保健

事業費1,523万4,251円。 

次のページをお願いいたします。 

款６、基金積立金76円。款７、諸支出金243万7,601円。款８、予備費０円です。歳出

合計、支出済額14億1,404万4,429円です。歳入歳出差引残額2,644万1,898円、うち基金繰

入金500万円。令和６年９月13日提出、町長名でございます。 

続きまして18ページをお願いいたします。 

実質収支に関する調書になります。区分、金額を説明申し上げます。 

区分１、歳入総額14億4,048万6,327円、２、歳出総額14億1,404万4,429円、３、歳入

歳出差引額2,644万1,898円、４、翌年度へ繰り越すべき財源０円、５、実質収支額2,644

万1,898円、６、実質収支額のうち地方自治法第233条の２の規定による基金繰入額500万

円、５の実質収支額から６の基金繰入金を差し引きました2,144万1,898円が翌年度への繰

越金となります。 

説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。主要施策成果一覧からも質問できます。

最初に、歳入全部についての質疑をお願いします。歳入全部です。５ページ、款１、国民

健康保険税から９ページ、款９、諸収入までです。５ページ、款１、国民健康保険税から

９ページ、款９、諸収入までです。何か質疑はありませんか。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 令和４年度の実績、それから令和５年度の見込み、これは予算

の前ですね、保険料の引き上げる際に示されました令和５年度の見込み、それから令和５

年度の決算を見ながらお尋ねをしたいというふうに思うんですけれども、県支出金なんで

すけれども、令和４年度の実績は11億2,400万、そして予算上はまだ随分少なくなってい

るわけですけれども、見込みとしては10億7,200万予算の前はあったわけですけれども、

そして令和５年度は10億3,100万ということで、見込みからも4,100万少ないわけですけれ

ども、これがどうしてかということと、それから11億2,400万、令和４年度からしまして

も非常にそういった点では県支出金が少なくなっておりますけれども、その見込みを予算
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もありますけれども、見込まれた時からすると4,100万ほど少ないわけですけれども、も

うこの10億3,100万円から増える見込みはないのかどうかというのをお尋ねをしたいと思

うんですけれども、どうでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） 決算書で行きますと６ページ目の４の県支出金、こちら

の10億3,124万554円とございますが、こちらについてのご質問ということでこの10億

3,100万のうちの普通交付金と特別交付金がございます。特別交付金はこれは調整交付金

ですとか、金額としては見込みはしますけれども、これは来なければある程度わからない

部分がございます。主だったものは普通交付金の９億8,800万でございますが、こちらは

保険給付費相当額ということでございますので、町が保険給付費を医療機関と言いますか、

連合会に支払うために必要な金額がそのまま入ってくるというようなことで保険給付費そ

のものかなという風に捉えておりますけれども、こちらの総額につきましては今のところ

やはりどうしてもまだ増えていくのではないかという懸念のところで考えてございます。

被保険者数は減っておりますが、保険給付費１人当たりはやはり５年度が若干下がったの

ですけれども、一時的なものではないかという風に考えてございますので、おおよそそう

いったところで考えてございます。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） あんまりよく分かりませんけれども、普通に考えてこの計算か

らすれば自然とこの疑問というのは出てくる疑問なわけですよね。それでちょっと質問を

させていただいたんですけれども、それと後は全体の中で質問させていただきます。申し

訳ございません。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） ありませんか。 

次に、歳出全部について質疑をお願いします。歳出全部です。10ページ、款１、総務費か

ら17ページ、款８、予備費までです。10ページ、款１、総務費から17ページ、款８、予備

費までです。何か質疑はありませんか。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 歳出の方もそうなんですけれども、引き上げなくちゃいけない

というその理由として見込み額を上げていたわけですけれども、令和４年度についても保

険給付費なんですけれども、10億9,200万、そして令和５年度は10億4,000万上げておられ

るわけですよね。実際、令和５年度の決算で見れば10億500万ということで3,500万円ほど

保険給付金も少なくなっているわけですね。そういった点が少なくなったのがどういった

理由かということを聞きたいのと、今の基金の残高それから短期資格証明書の発行の数、

まずそれについてお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 
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休憩 午後２時24分 

再開 午後２時25分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） まず保険給付費が3,500万円ほど減になっているという

ことでございますが、こちらに関しましてはやはり被保険者の減ということは確かにあり

ましたんですけれども、令和５年度に限りましては特定疾病ということで人工透析の方に

なりますが月間100万円ほどの医療費が保険給付がかかる方がいらっしゃいまして、この

方８名ほど後期高齢者医療に移行されたりお亡くなりになられたということで年間でいき

ますとかなりの金額になります。その分が大きく影響しているという風に分析をしている

ところです。基金の額につきましては決算書の20ページ目にございます通り、今年度末５

年度末の残高といたしましては5,499万9,000円ということでございますが、５年度の歳計

剰余金、残った金額から500万円積立をいたしますが、６年度におきましても取り崩しが

必要になってくると思われますので、基金につきましてはいずれにしても減っていくよう

なことではないかと予見をしております。短期保険証の対象といたしましては対象世帯数

としては58世帯、これは令和６年に入っての直近の数字でございます。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 再度ちょっとお尋ねしますけれども、さっきの基金の残高です

けれども、これは令和５年度末残高で令和５年度に積み立てた額なのか、それとも令和５

年度末のこれまでの残高なのか、ちょっとそこら付近を確認させていただけますか。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） 基金の残高についてお答えいたします。この20ページ目

の決算年度末現在高ということで5,499万9,072円は６年度末の残高でございます。すいま

せん、５年度末の残高でございます。失礼いたしました。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 最後に、本決算全部について何か質疑ありませんか。本決算全部

です。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本決算に対する反対者の発言を許します。 

９番、井芹しま子議員。 

○９番（井芹しま子君） 認定第２号、令和５年度甲佐町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定については反対をさせていただきます。これまで申し上げてまいりましたけれ
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ども何よりも反対の理由は負担の重さです。国保加入者の多くの方が年金生活者や非正規

労働者、無職の方などでありましてその中で令和５年度の加入者１人当たりの保険税の負

担金は10万2,000円となっております。今留まることを知らない物価高騰や社会保障の負

担増続いております。これらの解約は住民の命や暮らしを脅かすものだと考えます。国保

が社会保障として命や健康、暮らしを守る本来の役割を果たすものになるよう国には国庫

負担を増やすよう求め、町においても18歳までの子供の均等割の減額拡大を求めて反対と

させていただきます。 

○議長（宮本修治君） 次に、本決算に対する賛成者の発言を許します。 

 ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） ６番。認定第２号、令和５年度甲佐町国民健康保険特別会計歳入

歳出決算の認定について賛成の立場で討論させていただきます。歳入14億4,048万6,327円、

歳出が14億1,404万4,429円の差し引き額の2,644万1,898円でございますが、平成30年以降

主体が県に移行してもこの令和５年度の実質単年度収支は1,096万7,440円の赤字というこ

とで、厳しい財政運営の中で国保運営をされております。以上の点から何ら異議なく認定

することに賛成いたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

これから採決を行います。 

この採決は電子表決システムによって行います。 

本案は、原案のとおり認定することに賛成の方は賛成のボタンを、反対の方は反対の

ボタンをお願いいたします。 

表決の漏れはございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 表決漏れなしと認め、確定します。 

投票総数９、賛成８、反対１。 

よって、令和５年度甲佐町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定については認定

することに決定しました。 

────────────── 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後２時31分 

再開 午後２時33分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

────────────── 

日程第４ 認定第３号 令和５年度甲佐町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

○議長（宮本修治君） 日程第４、認定第３号「令和５年度甲佐町介護保険特別会計歳入
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歳出決算の認定について」を議題とします。 

提出者の説明を求めます。 

 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） 認定第３号、令和５年度甲佐町介護保険特別会計歳入歳出決

算書について、ご説明申し上げます。 

次のページをお願いいたします。 

令和５年度歳入総括表です。款と収入済額でご説明申し上げます。歳入です 

款１、介護保険料、２億5,911万8,730円。款２、分担金及び負担金32万5,600円。款

３、使用料及び手数料１万6,100円。款４、支払基金交付金４億1,182万4,000円。款５、

国庫支出金４億4,348万7,425円。款６、県支出金２億2,670万3,968円。款７、財産収入

8,490円。款８、繰入金２億7,676万5,660円。 

次のページをお願いいたします。 

款９、繰越金6,692万5,122円。款10、諸収入854万3,384円。 

歳入合計、収入済額16億9,371万8,479円です。 

次のページをお願いいたします。 

歳出総括表です。こちらも款と支出済額でご説明申し上げます。歳出です。 

款１、総務費、支出済額3,759万9,595円。款２、保険給付費14億9,942万6,484円。款

３、財政安定化基金拠出金０円。款４、地域支援事業費6,314万4,739円。款５、基金積立

金2,000万8,490円。款６、公債費０円。 

次のページをお願いいたします。 

款７、諸支出金1,541万4,076円。款８、予備費０円。 

歳出合計、支出済額16億3,559万3,384円、歳入歳出差引残額5,812万5,095円。 

令和６年９月13日提出、町長名でございます。 

次に、22ページをお願いいたします。実質収支に関する調書でございます。区分、金

額でご説明申し上げます。 

１、歳入総額16億9,371万8,479円。２、歳出総額16億3,559万3,384円。３、歳入歳出

差引額5,812万5,095円。４、翌年度へ繰り越すべき財源０円。５、実質収支額5,812万

5,095円。６、実質収支額のうち地方自治法第233条の２の規定による基金繰入額０円。５

の実質収支額5,812万5,095円が次年度への繰越額となります。 

以上で説明を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。主要施策成果一覧からも質問できま

す。最初に、歳入全部についての質疑をお願いします。歳入全部です。５ページ、款１、

介護保険料から11ページ、款10、諸収入までです。５ページ、款１、介護保険料から11

ページ、款10、諸収入までです。何か質疑ありませんか。 

９番、井芹しま子議員。 

○９番（井芹しま子君） 介護保険料なんですけれども、２億5,100万という風に出てお

りますけれども、一律に計算するのもあれなんでしょうけれども、大体１人当たりどれく
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らいの介護保険料を払っておられるのかお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） 平均額で申し上げたいと思いますけれども、令和５年度にお

きましては第８回第９段階まであっておりますけれども、令和５年度の６月の本算定を基

準としまして、計算してみますと大体年額６万4,000円が平均額となっております。これ

を月額12月分で割りますと約5,300円、単純にこの９段階とかは無視したところで平均し

たところになりますと、月額5,300円ということになります。以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） 同じく１ページの介護保険料ですけれども、介護保険料について

は満65歳になられた方が徴収権が町にうつるのかなと思いますけれども、これまで社会保

険料から払われた方達が高齢化になってきて65歳になったら、このような介護保険料を町

が徴収すると、今課長言われました通り、今は９段階ですかね。今度は改めて新しい制度

では10段階を超えるような段階だと思うんですけれども、その中でここで収入未済額が

340万ほどございますね。この中については恐らく特別徴収と普通徴収があると思います

が、どちらの比率でこれだけあるのかなということでお尋ねいたします。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） こちらにつきましては、普通徴収の分になっております。以

上です。 

○議長（宮本修治君） ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） じゃあ特別徴収の未納額はないということで、認識してよろしい

でしょうか。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） はい、そのようになります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、歳出全部について質疑をお願いします。歳出全部です。12

ページ、款１、総務費から21ページ、款８、予備費までです。12ページ、款１、総務費か

ら21ページ、款８、予備費までです。何か質疑ありませんか。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 地域支援事業、色々あると思うんですけれども、主にどんな事

業をやられているのかお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） 地域支援事業につきましては、可能な限り自立した日常生活

を送ることができるような支援をすることを目的としております。こちらにつきましては

介護予防の日常生活支援総合事業や、包括的支援事業、任意事業の方になりますけれど

も、介護予防の日常生活支援総合事業につきましては、訪問生活支援サービス事業とかで
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すね。こちら訪問ヘルプサービスとか後は通所介護サービス、デイサービスとか、あとは

地域包括支援センターの方の包括的支援事業というところで認知症カフェとか認知症に関

する方への認知症に関するケアのチラシとか、そういったところと介護給付適正化事業と

いうところで介護プランの確認とかそういったものをしております。以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 最後に、本決算全部について何か質疑ありませんか。本決算全部

です。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 訪問介護の状況についてお尋ねしたいと思うんですけれども、

非常に高齢化が進んでいるということで一人暮らしの高齢者の方も多くいらっしゃいます

し、日常生活を高齢者の支えるそういった訪問介護の需要というのも多いんだろうという

風に思うんですけれども、ところが訪問介護の報酬改定が行われて事業所への報酬が引き

下げられたということで、全国的には訪問介護事業所を閉鎖をするとか倒産をするとか、

様々な問題も出てきている中で、甲佐町におきまして高齢化が進む中で町全体として訪問

介護の需要について満たしているのかということと、今後についてもどうなのかというこ

とをお尋ねします。そして令和５年度末の基金残高についてもお尋ねをいたします。その

２点についてよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後２時46分 

再開 午後２時48分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） 大変失礼いたしました。まず訪問型サービスについてです。

訪問介護相当サービス事業というのがありまして、こちらの方につきましては令和５年度

の事業利用者数が述べ269名、ちなみに令和４年度につきましては、述べ291名ということ

で令和５年度は少し減っているような状況です。また、訪問型サービス事業というのがあ

ります。こちらにつきましては令和５年度の延べ利用者数が延べ100人、令和４年度の方

が延べ144人ということで、こちらの方も若干利用者数の方は減っているような状況でご

ざいます。基金の方につきましては介護給付準備基金ということで１億2,021万4,242円の

方ですけれども、これが令和４年度末の現在高です。令和５年度中に2,000万の方の取り

崩しと、こちらの方にまた積立として同じような形で2,000万8,494円ということで令和５

年度の決算の末としましてはあまり変わってないような状況となっております。１億

2,022万2,732円という風になっております。以上です。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 
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５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） ５番佐野です。ページ18に介護予防サポーター養成講座が載せて

ありますが、介護予防サポーターの養成状況と実際にサポーターとして活動の実績等分か

れば教えてください。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） 介護予防サポーターの方につきましては介護予防サポーター

養成研修というものを毎年実施しております。令和５年度につきましても実施しておりま

す。こちらの方につきましては全８回に分けて講座を開催しておりまして６回以上受講し

た方を介護予防サポーターとして認定しているような状況です。令和５年度につきまして

は受講申し込み者数が18名、受講終了者数が17名、新たに認定したのが15名となっており

ます。この17と15の差につきましては２度目とか、そういった形ですでに受講認定を受け

ている方になっております。こちらの方の累計といたしまして今までが認定者数、令和５

年度末で300名の方が甲佐町で介護予防サポーターの方の認定を受けてらっしゃいます。

こちらの方々につきましては地域の集いとか、そういったところで活躍をされているよう

な状況になっております。以上です。 

○議長（宮本修治君） １番、甲斐議員。 

〇１番（甲斐良二君） １番甲斐でございます。決算書の５ページになります。介護保険

料の繰越し滞納分としまして今年度126万3,310円が計上されていますが、この金額につき

ましては決算審査意見書の中で26名分の時効によるもので処分されたということでござい

ますが、この受講につきましては何年経ったら時効になるんですかね。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） こちらの方介護保険料の時効につきましては２年となってお

ります。以上です。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本決算に対する反対者の発言を許します。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 2024年から2026年までの第９期介護保険事業計画がスタートし

ております。第９期では高齢者の地域での暮らしを支える訪問介護事業所の基本報酬の引

き下げが行われました。物価高騰の中、運営は厳しさを増しています。また重い負担や低

賃金の中で介護職員の人手不足や高齢化が進み、地域によっては訪問介護事業所がない空

白の自治体も広がっています。また第９期では甲佐町は介護保険料も引き上げております。

介護保険料の高さは多くの方から常に何とかして欲しいという声をかけられます。介護

サービス料負担も引き上げられており保険料を払っても必要なサービスが受けられない状
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況を生んでいます。令和５年度の決算では基金が2,000万、積み立てても5,800万円の実質

収支の差額が出ています。基金も12億2,000万となっています。必要な人が必要なサービ

スを受けられるような制度で国の負担拡大を是非とも求めるとともに、町においても基金

活用で負担軽減、サービス拡充を図られるよう強く求めて認定第３号、令和５年度介護保

険特別会計決算については反対といたします。 

○議長（宮本修治君） 次に、本決算に対する賛成者の発言を許します。 

 １番、甲斐議員。 

〇１番（甲斐良二君） １番甲斐でございます。認定第３号、令和５年度甲佐町介護保険

特別会計歳入歳出決算の認定についてでございます。先ほど来から説明がありました通

り、本会計におきましては歳入総額16億9,371万8,479円、それから歳出におきましては 

16億3,559万3,384円、差し引き額といたしまして5,812万5,095円という風になっておりま

す。介護保険制度につきましては高齢者の方々との健康と暮らしを守るための制度でござ

いまして上益城広域連携と一緒に行っている事業であります。不能欠損等が出ないように 

今後は徴収にもしっかりと努めていただきまして、引き続き介護予防教室、それから健康

づくりに資する住民参加型への取り組み等も十分行っていただいて、今後も安定した運営

を期待いたしまして、何ら異議なくこれに認定いたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

これから採決をおこないます。 

この採決は電子表決システムによって行います。 

本案は、原案のとおり認定することに賛成の方は賛成のボタンを、反対の方は反対の

ボタンをお願いいたします。 

表決の漏れはございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 表決漏れなしと認め、確定します。 

総数10、賛成８、反対２。 

よって、令和５年度甲佐町介護保険特別会計歳入歳出決算については、認定すること

に決定しました。 

────────────── 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。３時５分から再開します。 

────────────── 

休憩 午後２時56分 

再開 午後３時５分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

────────────── 

日程第５ 認定第４号 令和５年度甲佐町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定について 
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○議長（宮本修治君） 日程第５、認定第４号「令和５年度甲佐町後期高齢者医療特別会

計歳入歳出決算の認定について」を議題とします。 

提出者の説明を求めます。 

住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） それでは認定第４号、令和５年度甲佐町後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算書でございます。 

次のページをお願いいたします。 

歳入総括表でございます。款と収入済額のみ読み上げさせていただきます。 

款１、後期高齢者医療保険料、収入済額1億1,871万300円。款２、使用料及び手数料１

万6,400円。款３、寄附金０円です。款４、繰入金6,064万9,391円。款５、繰越金113万

6,261円。款６、諸収入487万436円。  

歳入合計、収入済額１億8,538万2,788円です。 

次のページをお願いいたします。 

歳出総括表でございます。款と支出済額のみ読み上げさせていただきます。 

款１、総務費、支出済額144万4,691円。款２、後期高齢者医療広域連合納付金１億

7,569万9,200円。款３、保健事業費468万6,688円。款４、諸支出金７万8,000円。款５、

予備費０円です。歳出合計、支出済額１億8,190万8,579円です。歳入歳出差引残額347万

4,209円。令和６年９月13日提出、町長名でございます。 

次に８ページをお願いいたします。実質収支に関する調書でございます。区分、金額

でご説明申し上げます。 

区分１、歳入総額１億8,538万2,788円。２、歳出総額１億8,190万8,579円。３、歳入

歳出差引額347万4,209円。４、翌年度へ繰り越すべき財源０円です。５、実質収支額347

万4,209円。６、実質収支額のうち地方自治法第233条の２の規定による基金繰入額０円。

以上によりまして５の実質収支額347万4,209円が、次年度への繰越額となります。 

ご説明以上でございます。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。主要施策成果一覧からも質問できます。

最初に歳入全部についての質疑をお願いします。歳入全部です。３ページ、款１、後期高

齢者医療保険料から５ページ、款６、諸収入までです。３ページ、款１、後期高齢者医療

保険料から５ページ、款６、諸収入までです。何か質疑はありませんか。 

３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。１ページの後期高齢者医療保険料ですね。先程介護保

険の方でも一番議員甲斐議員の方が質問されておられましたけれども、収入未済額がござ

いますけれども、先ほどちょっと私も聞きづらかったんですけれども、この時効ですね。

不能欠損を行われると思うんですけれども、この未収未済額についての後期高齢者の方の

時効の年数は何年でしょうか。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） こちら後期高齢者医療の保険料につきましては時効が２
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年ということで、保険料につきましては一般的には２年ということで時効の期間が定めら

れております。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） 先ほども介護の方でも２年ということをお聞きしましたので、町

税については５年だったかなという思いがございましたので短いという思いがありました。

となると２年間で時効を迎えるとなると何かのアクションを起こさないと時効は次から次

へ来て不能欠損だけが出てくるということで、取れるというと失礼ですけれども納めてい

ただくものが町としては財源としていただけないということになりますので、担当課とし

ては何らかのアクションを起こされているのかお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） 特に令和５年におきましては電話ですとか臨戸ですね。

そういったことを多くされております。そういったことで滞納繰越額の収入額としても徴

収率としても上がっているという風に認識をしております。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） ありませんか。ありませんね。 

次に、歳出全部について質疑をお願いします。歳出全部です。 

６ページ、款１、総務費から７ページ、款５、予備費までです。６ページ、款１、総

務費から７ページ、款５、予備費までです。何か質疑はありませんか。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） また同じですけれども保険事業費ですけれども、473万4,000円

ということでこの保険事業の内容についてお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） 決算書の６ページ３の保険事業費、468万6,688円の中身

についてのご質問ですが、こちらは主に後期高齢の被保険者の方の健康診断の関係のもの

でございまして、健康診査委託料として432万4,760円の支出済となってございます。以上

でございます。 

○議長（宮本修治君） ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 町の一般健診では74歳までとなっておりますので、後期高齢者

につきましてはわっかもん検診とほぼ同じような検診なのか、そこら付近をお尋ねしたい

んですけれども。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） 後期高齢者の医療の健診の内容につきましては、後期高

齢者健診、健診内容、体格検査、血液検査、血圧測定、尿検査、心電図検査、医師の診察

などということでございまして一般の特定健診とほぼ変わらない内容ということでござい

ます。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） ９番、井芹議員。 
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○９番（井芹しま子君） では一緒にお聞きすれば良かったんですけれども、受診率につ

いてはどんなでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） 受診率につきましては令和５年度23.03%ということで対

象が1,963人のうち452名が受診ということでございます。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後３時16分 

再開 午後３時17分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） 大変失礼いたしました。令和５年度の受診率といたしま

しては21.54％ということで、2,098人のうち452人が受診ということでございますが、こ

ちらにつきましては最終的に対象者の人数が精査しないと定まりませんので、これ暫定値

というところでちょっと数字を迷いましたが、今の時点では21.54％でございます。以上

でございます。 

○議長（宮本修治君） ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 主要施策成果一覧のページ22ページに後期高齢者の歯科口腔検診

の受診率が上げてあります。甲佐町は5.30%、県全体では1.89ということで、かなり受診

率が低いわけですが、山都町は15.04%という風になって、他の自治体に比べたら高い受診

率だという風に思いますが、こういったところは事情については確認はされていますで

しょうか。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） 甲佐町の被保険者の方の歯科検診の受診率5.30%という

ことでございまして必ずしも高くはございませんが、県の平均ですとか近隣といたしまし

ては山都町さんを除いては必ずしも低くはないという風に捉えてございますが、これは医

療費についても共通した部分がありますが、ちょっと1日でさっと通院ができるような地

理的なところが影響しているのかなというのは係の中では話しているところでございまし

て、阿蘇の方ですとかですね。事実に即した分析としてはいたしておりません。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 最後に、本決算全部について何か質疑ありませんか。本決算全部

です。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 
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 これから討論を行います。 

 本決算に対する反対者の発言を許します。 

５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） ５番佐野です。私は認定第４号、令和５年度甲佐町後期高齢者医

療特別会計歳入歳出決算の認定については反対の立場から討論を行います。保険料率は２

年ごとの見直しが行われ値上げが続いております。2022年からは一定額の所得のある人と

認定されたら医療費の窓口負担が２割に引き上げられ、今年４月からは現役世代の所得と

認められたら３割に引き上げとなっております。協会健保のホームページでは後期高齢者

医療制度は75歳以上の方々に生活を支える医療を提供するとともに、長年社会に貢献して

こられた方々の医療費をみんなで支える長寿を国民皆が喜ぶことができる仕組みですとう

たっています。現実はその反対方向に進んでいると考えます。高齢者の皆さんに手厚い支

援をすることが政治の役割であると考えます。以上を申し上げ、反対討論とさせていただ

きます。 

○議長（宮本修治君） 次に、本決算に対する賛成者の発言を許します。 

 10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 認定第４号、令和５年度甲佐町後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算書の認定についてでございますが、これも高齢者の健康を守るというところで非常に

大切な制度でございます。県の広域連合としっかりと協力して適切な運営がなされていま

すので、何ら異議なく認定することに賛成をいたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

これから採決いたします。 

この採決は電子表決システムによって行います。 

本案は、原案のとおり認定することに賛成の方は賛成のボタンを、反対の方は反対の

ボタンをお願いいたします。 

表決の漏れはございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 表決漏れなしと認め、確定します。 

投票総数10、賛成８、反対２。 

よって、令和５年度甲佐町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定については、

認定することに決定しました。 

────────────── 

日程第６ 認定第５号 令和５年度甲佐町水道事業会計決算の認定について 

○議長（宮本修治君） 日程第６、認定第５号「令和５年度甲佐町水道事業会計決算の認

定について」を議題とします。 

提出者の説明を求めます。 

環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） 認定第５号、令和５年度甲佐町水道事業会計決算書につい
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て説明いたします。 

２ページ目をお願いいたします。 

令和５年度甲佐町水道事業会計決算報告書でございます。説明につきましては、下の

表の区分の款と右側の決算額のみ読み上げさせていただきます。 

１、収益的収入及び支出、収入です。 

第１款、事業収益、決算額億万円です。 

支出です。第１款、事業費、決算額１億7,825万1,077円です。 

この資本的収入が資本的支出額に不足する額108万699円は、当年度分消費税資本的収

支調整額1,131万226円及び過年度分損益勘定留保資金5,977万473円で補填しております。 

次のページをお願いいたします。 

令和５年度甲佐町水道事業損益計算書でございます。このページの右側の下から３行

目に、当年度純利益損失を表示しております。そちらから説明します。 

当年度純利益は146万9,422円であり、前年度繰越利益剰余金の１億179万4,960円と合

わせまして、当年度末処分利益剰余金は１億326万4,391円となっております。５ページ目

以降のその他の財務諸表の説明につきましては、省略させていただきます。 

令和６年９月13日提出、甲佐町長名でございます。 

以上で説明を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。主要施策成果一覧からも質問すること

ができます。本決算全部について何か質疑はありませんか。本決算全部です。 

 11番、本田議員。 

○11番（本田 新君） 決算書の７ページの左上に令和５年度の水道事業の総括というこ

とでここに記述があっております。給水人口も少し少なくなり、甲佐町の人口も減ってお

りますから給水人口も減っておりますし、また給水量も減っとる。また有収率もそれほど

向上していないという状況の中、なんとか純利益が146万ということで経営を安定させ

て、良質な水道水を供給しているということが総括としてありますけれども、それに加え

昨今の物価高など非常に厳しい状況にあると思いますけれども、担当課の方ではこの経営

についてはどのように考えておられますでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） 議員おっしゃいます通り収入面で行きますと給水人口の減

少に伴う給水料金の減額、それから支出で行きますと言われたように物価高ですとか、人

件費、資材費が上がったり、そういったところで支出の方も上がってきている、そういっ

た中で現在水道経営につきましては、令和３年度の経営戦略に基づいて計画的に老朽管布

設替え工事なども行ってまいりましたけれども、先ほど申し上げました通り歳入歳出とも

はかなり厳しいところがあるというのも見られますので、今後は経営戦略の見直しを行い

ながら事業計画あたりも見直しながら事業を行っていく必要があるという風に考えており

ます。以上です。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 
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３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。ページの９ページ、工事の一覧表の中で緑川保育所裏

の水道用地の整備工事とございます。工事の概要として側溝蓋 120 枚、横断防護柵１箇所、

舗装工一式ということで書いてありますけれども、側溝蓋の 120 枚ということですので、

もともと海峡だったところに 50cm の蓋をかぶせたのか１m の蓋をかぶせたとしても 120m

ほどありますけれども、それと横断防護柵という意味がわからないんですけれども、それ

を説明いただきますでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） 工事の緑川保育所裏の水源用地整備工事について説明させ

ていただきます。こちら緑川保育所と緑川保育所の裏の山手がありますけれども、その間

に水道の本管が通っておりまして水道の町有地となっておりますけれども、そこを水道の

本管が通っているということで水道事業の方で管理をしているという状況です。その用地

の中に側溝がありまして、これが幅が40cmぐらい、深さが60cmから深いところでは80cmぐ

らいあるところもあるんですけれども、そこは言われたように海峡になっておりまして、

保育園の方からも幼児が裏を通った時に転落する恐れがあるというようなところもありま

して側溝の蓋をかぶせる、あと防護柵については保育園とその隣に白旗のふれあいセン

ターがありますけれども、そこの境界について出入りが自由にできるというところもあっ

たので、そこに侵入の防護柵を設置したという形になっております。水道事業でこちらを

した理由としましては一応水道の方でも管理をしている部分もありますので車両とかが入

るということもあって、ここに蓋をかぶせて通行できるようにしたというところでござい

ます。以上です。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

11番、本田議員。 

○11番（本田 新君） 認定第５号、令和５年度甲佐町水道事業会計決算の認定について

でありますが、先ほど担当課長の方の質疑で明らかになりました通り、厳しい環境の中で

あっても安全で良質な水を提供することができたということでありますので、本認定につ

いては賛成をいたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

これから採決を行います。 

認定第５号、令和５年度甲佐町水道事業会計決算について認定することに、ご異議ご
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ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

よって、認定第５号「令和５年度甲佐町水道事業会計決算について」は、認定するこ

とに決定しました。 

────────────── 

 日程第７ 報告第４号 財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

○議長（宮本修治君） 日程第７、報告第４号「財政健全化判断比率及び資金不足比率の

報告について」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） それでは報告第４号についてご説明いたします。 

 報告第４号、財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について。 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第22条第１項の規定によ

り、別紙のとおり監査委員の意見を付して報告するものでございます。 

令和６年９月13日提出、町長名です。 

次のページをお願いいたします。 

令和５年度の決算に基づき、財政健全化法第３条第１項の規定による４つの指標であ

ります実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率と、下段の表の

財政健全化法第22条第１項の規定に基づく資金不足比率の状況を記載しております。 

実質赤字比率は一般会計の状況を、連結実質赤字比率は特別会計及び水道事業会計を

含む状況を示すものです。いずれも赤字ではありませんので比率が出ておりません。 

次に、実質公債費比率に関しましては、標準財政規模に対する地方債の返還の大きさ

を３年間の平均値で表したもので、令和５年度は7.9％となっており、早期健全化基準の

25％を下回る値となっております。 

次に、将来負担比率は水道事業会計も含めた町の借入金の残高や、仮に役場職員が一

度に退職した場合に支払うべき退職手当総額などの負債の額の標準財政規模を基本とした

額に対する割合を示したものでございます。将来財政を圧迫する可能性の度合いを示す指

標といえるものでございます。 

令和５年度は０％でなしとなっておりますので比率は出ておりません。早期健全化基

準の350％を下回る値となっております。 

ただいまご説明いたしました各比率が、その下の段の早期健全化基準を越えますと、

黄色信号になり財政健全化計画の策定が義務付けられることになります。さらに、その下

の財政再生基準を越えますと赤信号となり財政再生計画の策定が必要となり、地方債の発

行が制限され、最小限の期間内に早期健全化基準未満にするなどの計画を定めなければな

らないということになっております。 

次に、水道事業会計の資金不足比率の状況においても説明をさせていただきます。下
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段のところになります。資金不足比率の欄には数値が出てきておりません。一番下の表の

資金不足額に三角がついてマイナスの１億4,790万6,000円となっておりますので、これに

より資金不足が生じていない状況でございます。このように本町は令和５年度決算におけ

るいずれの指標においても基準を下回っている状況でございます。 

以上で説明を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。何か質疑ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

以上で報告第４号「財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について」を終わり

ます。 

────────────── 

 日程第８ 議案第25号 上益城消防組合規約の一部変更について 

○議長（宮本修治君） 日程第８、議案第25号「上益城消防組合規約の一部変更について」

を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） それでは議案第25号についてご説明申し上げます。 

議案第25号、上益城消防組合規約の一部変更について。地方自治法第286条第２項の規

定により上益城消防組合規約の一部を次のように変更するものでございます。 

令和６年９月13日提出、町長名です。 

 上益城消防組合規約の一部を変更する規約。上益城消防組合規約の一部を次のように変

更するものでございます。第13条中「第３項」を「第４項」とし、第２項の次に次の一項

を加える。「第３項、第１項に掲げる経費のうち、次の各号に掲げる臨時または一時的な

経費に係る負担については、前項の規定にかかわらず、関係町の協議により管理者が別に

定める。１号、蘇陽出張所の施設改修に係る経費。２号、蘇陽出張所に係る維持管理等費。

３号、蘇陽出張所の通信指令設備関係更新に係る経費。」附則、この規約は令和６年11月

１日から施行する。 

 提案理由といたしましては、上益城消防組合規約の一部を変更するため、地方自治法第

290号の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。以上で説明を終わらせて

いただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。何か質疑はありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終結します。 

これから討論を行います。 

本案に対する反対者の発言を許します。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

２番、田中議員。 

○２番（田中孝義君） 議案第25号、上益城消防組合規約の一部変更についてでございま

すが、先の全員協議会でも十分な説明を受け、適正なる改正と思いますので、何ら関係な

く賛成いたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

これから議案第25号「上益城消防組合規約の一部変更について」を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第25号「上益城消防組合規約の一部変更について」は、原案のとおり可

決されました。 

────────────── 

 日程第９ 議案第26号 熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 

○議長（宮本修治君） 日程第９、議案第26号「熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一

部変更について」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） 議案第26号、熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部

変更についてでございます。地方自治法第291条の３第１項の規定により熊本県後期高齢

者医療広域連合規約の一部を次の通り変更するものでございます。 

令和６年９月13日提出、町長名です。 

熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約。熊本県後期高齢者医療広

域連合規約の一部を次のように変更する。 

別表第２中「被保険者証及び資格証明書」を「資格確認書等」に改める。附則、この

規約は、令和６年12月２日から施行する。 

提案理由としましては、熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更するため、地方

自治法第291条の11の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。 

 内容といたしましては、後期高齢者医療広域連合規約の中で町が後期高齢者医療事務に

ついて町がする事務と、県がする事務が定めてございますが、この中で12月２日から被保

険者証が廃止になるということで、令和５年に行政手続きにおける特定の個人を識別する

ための番号の利用等に関する法律等の一部が改正されたことに伴いまして、この後期高齢

者医療の確保に関する法律の中で保険証が廃止ということになりましたので、それに伴い

ましての変更でございます。ご説明につきましては以上でございます。よろしくご審議の

ほど、お願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。何か質疑はありませんか。 
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 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 被保険者証及び資格証明書とあるんですけれども、この資格証

明書というのはちょっとどういうものなのかお尋ねします。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） 改正前の資格証明書とございますが、これは後期高齢者

医療の保険料を長期間滞納されたような場合に保険証を返していただくというような場合

に、保険証の代わりに資格はありますというような交付をいたします。これは国民健康保

険と全く同じ制度でございます。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） それを資格確認書等と書いてありますので、またこの資格証明

書が無くなるということであれば資格確認書一本になるのですかね。後期高齢者の場合は

資格証明書等は発行されないということなんでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） 12月２日以降はまず被保険者証、それと資格証明書、滞

納があった場合の保険証を返していただいた時の資格証明書は廃止になりまして、それに

代わりまして資格確認書が被保険者証に代わるものになります。といことですので、資格

証明書というのは無くなりまして、この資格確認書の等のところに入ってくるのは資格情

報に関するお知らせということでこれはマイナ保険証を持っておられる方に対してお出し

するものになりますが、そういったものがありますのでこれは等ということにしておりま

す。以上になります。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終結します。 

これから討論を行います。 

本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

 ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） 議案第26号、熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更につ

いてでございますが、国の制度によって資格証がマイナンバーに移行するということで決

まっておりますので、この一部変更については何ら異議なく賛成といたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

これから議案第26号「熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について」を採

決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第26号「熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について」は、

原案のとおり可決されました。 

────────────── 

日程第10 議案第27号 甲佐町企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（宮本修治君） 日程第10、議案第27号「甲佐町企業立地促進条例の一部を改正す

る条例の制定について」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 企画課長。 

○企画課長（北畑公孝君） それでは議案第27号についてご説明申し上げます。 

議案第27号、甲佐町企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について。 

甲佐町企業立地促進条例の一部を改正する条例を次のように制定するものでございま

す。 

令和６年９月13日提出、町長名でございます。 

提案理由、企業誘致の推進にあたり、本条例の一部を改正する必要が生じたため、こ

の議案を提出するものでございます。 

次のページをお願いします。 

甲佐町企業立地促進条例の一部を改正する条例。 

甲佐町企業立地促進条例の一部を次のように改正する。 

以降、改正文になりますが、内容の説明については、新旧対照表によって説明させて

いただいてよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○企画課長（北畑公孝君） それでは次のページの新旧対照表をお願い致します。 

まず、第３条につきましては今回の改正はございません。続きまして第４条、省令措

置になります。第４条の第２号が現行では工業用地取得奨励金の交付となっております。

今回改正案につきましては、企業立地促進奨励金の交付（適用工場等が第３条第１項第１

号に該当する場合に限る）といたしております。続きまして第６条ですけれども、第６条

につきましては企業用地取得奨励金の交付を企業立地促進奨励金の交付に改め、第６条に

つきまして、現行につきましては用地取得に関する補助金の算定上限を条文化しておりま

したが、今回は第６条適用工場等の新設、または改修等を行うものに対し交付する企業立

地促進奨励金の額は別表の奨励金区分に応じて計算した額とするとしております。 

 次のページをお願いします。別表第６条関係になります。まず用地取得奨励金につ

きましては内容は改正前、改正後変更はございません。今回新たに設備等奨励金と雇用等

奨励金を設けております。設備等奨励金につきましては新設等または改設等に伴い、購入

した家屋及び償却資産、土地は除くとしております。奨励金の額といたしましては投下固

定資産額に100分の10を乗じた額1,000円未満を切り捨てると、上限を5,000万円としてお

ります。続きまして雇用等奨励金、対象といたしましては、創業開始日から１年以上正規
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雇用する予定の町内在住者、町内に住所を有するものに限るとしております。奨励金につ

きましては１人当たり30万円、上限額を限度額を3,000万円といたしております。以上、

今回の一部改正につきまして説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。何か質疑はありませんか。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 雇用等の奨励金なんですけれども、１年以上雇用する予定とい

うことなんですけれども、１年以上予定をする予定でも１ヶ月とか半年とかっていうこと

も十分これについては考えられるというふうに思うんですけれども、そこら付近はどのよ

うに対処しようと考えておられるのかをお尋ねいたします。 

○議長（宮本修治君） 企画課長。 

○企画課長（北畑公孝君） 今回の奨励金はあくまでも正規職員として採用していただき、

１年以上雇用された場合に対しまして補助金を交付することとしております。確認の方法

につきましては創業開始１年以降に事業者から関係書類の提出を求めて判断していきたい

と考えております。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 

11番、本田議員。 

○11番（本田 新君） ２ページに今度の企業の支援策と誘致の対する支援が拡充される

という載っております。もう少し柔らかくというか、もうちょっとこの文章からでもあれ

ですけれども、わかりやすくもうちょっと説明をお願いします。 

○議長（宮本修治君） 企画課長。 

○企画課長（北畑公孝君） 分かりやすくということです。雇用奨励金については今井芹

議員の質問で答弁させていただきましたのでそれについてはよろしいでしょうかね。それ

では設備等奨励金につきましては投下固定資産税額の100分の10としております。企業進

出にあたりまして家屋の建設または機械設備を導入されるかと思います。あとは付属する

構築物については通常、法人税、固定資産税につきましては減価償却資産となります。こ

の金額の算定につきましては固定資産に伴う額ではなく、実際にかかった経費、建物の建

築費とか機械の導入費とかですね。そういったもの契約者等によって確認してその10%に

対しまして補助金を交付するという制度になっております。以上です。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終結します。 

これから討論を行います。 

本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

３番、鳴瀬議員。 
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○３番（鳴瀬美善君） ３番です。議案第27号、甲佐町企業立地促進条例の一部を改正す

る条例の制定ということでございます。この条例につきましては本町への企業誘致を促し

過疎地域の持続的発展、合わせて雇用の促進を旨とした関連条例の一部改正ということで

内容を見せていただきました。そのことからも何ら異議なく賛成とさせていただきます。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

これから議案第27号「甲佐町企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について」

を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第27号「甲佐町企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について」

は、原案のとおり可決されました。 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 総務課長から議案第25号の議案書について訂正の申し出があって

おりますのでこれを許します。 

総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） それではすいません、議案第25号についての提案理由の中で

上益城消防組合規約の一部を変更するため地方自治法第290号と申しましたが、第290条の

誤りですので訂正してお詫びを申し上げたいと思います。また原案につきましては大変申

し訳ございがございませんが、差し替えの方をさせていただければと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

────────────── 

日程第11 議案第28号 甲佐町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を

改正する条例の制定について 

○議長（宮本修治君） 日程第11、議案第28号「甲佐町行政手続における特定の個人を識

別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改

正する条例の制定について」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

企画課長。 

○企画課長（北畑公孝君） それでは議案第28号についてご説明申し上げます。 

議案第28号、甲佐町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関

する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例の制定について。 

甲佐町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基

づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例を次のように制定するものでござ

います。 

令和６年９月13日提出、町長名です。 
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提案理由。提案理由といたしまして行政手続きにおける特定の個人を識別するための

番号の利用等に関する法律の一部改正に伴い、本条例を改正する必要が生じたため、この

議案を提出するものでございます。 

次のページをお願いします。 

甲佐町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基

づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例。 

甲佐町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基

づく個人番号の利用に関する条例の一部を次のように改正する。ということで、以下、改

正条文となっておりますが、説明につきましては、申し訳ございませんけれども、一番最

後の議案の説明資料で説明させていただきたいと思います。よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○企画課長（北畑公孝君） それでは議案第28号の説明資料をお願い致します。改正理由

につきましては、省略いたします。 

 ２の改正内容です。まず法の改正内容です。まず取り扱い事務についての改正がなされ

ております。法の改正前につきましては別表第１に限定列挙されておりました。取扱事務

につきまして、改正後につきましては別表第１を別表とし、法律でマイナンバーの利用が

認められている事務に準じる事務についてもマイナンバーの利用を可能とするということ

に改正されております。続きまして情報連携事務です。改正前につきましては法別表第２

に限定列挙されておりました。情報連携事務につきまして、改正後につきましては別表第

２を廃止し、特定個人番号利用事務として定義し法律でマイナンバーの利用が認められる

事務について主務省令に規定することで情報連携を可能とするという風に法律は改正され

ております。続きまして本町の条例ですけれども、町条例においてマイナンバーを情報連

携する事務については法別表第２を引用しておりましたが、法改正により別表第２が廃止

され、特定個人番号利用事務と定義されたことから、この法改正に合わせて条例改正を行

うものです。続きまして条例改正の内容です。まず取り扱い事務については国が法で定め

るもののほか、法の第９条第２項に基づき町が独自に取り扱いできる事務を規定しており

ます。まず町が独自に条例により定める独自利用事務につきましては、子供医療費助成に

関する事務、ひとり親家庭等医療費助成に関する事務、重度心身障害者医療費助成に関す

る事務、就学援助に関する事務、この４事務を今回条例で定めております。続きまして情

報連携に関する事務です。情報連携に関する事務につきまして法第19条第11号に規定され

ている条例で定める特定個人情報を提供することができる場合を新たに条例で規定してお

ります。これに関しましては町・教育委員会に対し就学援助に関する事務で必要となる特

定個人情報を町長が提供するということを設けております。この条例につきましては交付

の日から施行するといたしております。今回上位法が改正されましたのに伴いまして、町

条例として独自に取り扱うことができる事務を今回４事務追加しております。今後マイナ

ンバー利用により住民の利便性向上が期待できる事務について規定いたしております。以

上説明を終わらせていただきます。審議のほどよろしくお願いします。 
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○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。何か質疑はありませんか。 

 ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） ６番。ただいま課長から説明もありましたけれども、今回の条例

の改正についてそのマイナンバー利用で申請自体が簡略されるというか、利用者がそのマ

イナンバーを利用して申請が簡単になるんでしょうか。そのあたりは今までと変わらない

ということでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 企画課長。 

○企画課長（北畑公孝君） 事務自体は今４つあげましたけれども、各担当課で事務を行

われますが、各事務に関しまして添付する書類、例えば所得証明だったり税だったり、そ

ういうものの添付が省略されます。以上になります。 

○議長（宮本修治君） ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 法第何条とかというのが、基づきというのがいろいろ出てくる

んですけれども、この別表第１と別表第２についてどういった定義がなされているのかと

いうことと、法第９条第２項に基づきという形でありますので、これがどういった中身な

のか、調べてもなかなかわからないもんだからですね。それと法第19条第11号に規定され

ている条例に定めるとありますけれども、こういった条例がわからなければなかなかこの

全体についてどういったあるかというのは大方はわかるんですけれども、なかなかそこら

付近でちょっとわからないので、そこら付近が担当課が調べておられるならば説明をお願

いいたします。 

○議長（宮本修治君） 企画課長。 

○企画課長（北畑公孝君） 別表第１別表第２についてわからないということでございま

したが、別表第１及び別表第２は法において廃止されておりますので、現在の法には載っ

ておりません。その代わり新たに別表を設けてあります。この別表につきましては法で定

める事務、こういった事務については取り扱いができるということで明記してあります。

例えば市町村長、自治体ですね。自治体の場合、確か一般質問で井芹議員がマイナンバー

の保険証について質問されたと思いますけれども、そういったものが書かれております。

例えば国民健康保険法による保険給付の支給、保険料の徴収または保険事業、実施に関す

る事務であって主務省令で定めるものとかですね。実際国の法律に基づいて特定番号を利

用して情報を列記できるものが一つ一つ説明するのも大変ですが、136以上の事務が載せ

てあります。これは厚生労働大臣の所管であったり都道府県知事であったり、いろんな書

について取り扱う事務が明記されております。続きまして９条第２項でしたかね。９条に

つきましては特定の利用の制限が明記してあります。実際この俗に言うマイナンバー、特

定個人情報については法律、または条例で定めるものしか利用はできないと、勝手に役場

の中で建設課が番号を利用して税情報を取ったりとかそういうことはできませんので、

国・法律及び町の条例で定めた事務についてを列記してあります。利用の制限の中で９条

の第２項、地方公共団体の長、その他の執行機関は福祉、保健もしくは医療その他の社会

保障、地方税または防災に関する事務、その他の事務であって、この今説明した部分につ
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きましては法で事務が定めてあります。その他の事務であって条例で定めるものの処理に

関して保有する特定個人情報ファイルにおいて、個人情報を法律的に検索し及び管理する

ための必要な限度で個人番号を利用することができるということになっておりますので、

法で定めてある事務以外については条例で定めればできるという法の立て付けになってお

ります。またその取り扱いの事務につきましてもこれは最終版になっておりますけれども、

令和６年７月31日の個人情報保護委員会で決定を40項目ほど情報連携の対象となる独自利

用の事務ということで40項目ほど事例を挙げられております。これの中のこの40のうちに

今回本町であげました４つの事務も明記されております。個人情報の保護委員会というの

は個人情報保護法等により設けられた委員会でありまして、個人情報の取り扱いについて

民間、行政のみならず、民間等に対して監視指導等をする団体となっております。そこの

委員会の決定として独自利用の事例40項目に挙げられている部分の４項目を挙げさせてい

ただいております。それと19条を言われましたですね。19条の第11号は法を読ませていた

だきますけれども、地方公共団体の期間が条例で定めるところにより当該地方団体の他の

機関、例えば当該地方公共団体などが甲佐町といたします。甲佐町の他の機関、今回は教

育委員会、教育委員会についてしております。当該地方団体の他の機関にその事務処理を

するために必要な限度で特定個人情報を提供することができる。提供ができるのも条例で

定めるということで今回定めさせていただいております。以上になります。よろしいで

しょうか。 

○議長（宮本修治君） ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 町独自の利用事務ということで、今回定めるということで４つ

挙げられておりますけれども、これでマイナンバーの活用しながら事務を行うということ

なんですけれども、このマイナンバーを使わなかったら、今は使ってないと思うんですけ

れども、そこら付近はどうなるのかなという風にわからないんですけれども、そこら付近

はどうなんでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 企画課長。 

○企画課長（北畑公孝君） 各事務については担当課の方で事務を行いますので関係する

添付書類等につきましては担当課の方が詳しいかと思いますが、マイナンバーと言います

か、特定番号を利用することによって税情報やら住民情報、所得情報等が利用することが

できます。利用することができるということはこれを使わなければ申請される方が各窓口

に行って関係する書類を請求し、それを申請書に添付されるということになります。よろ

しいですかね。 

○議長（宮本修治君） 他にありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終結します。 

これから討論を行います。 

本案に対する反対者の発言を許します。 



- 126 - 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。議案第28号、甲佐町行政手続における特定の個人を識

別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改

正する条例の制定でございます。非常に長い条例の改正でございますけれども、内容とし

ましてはマイナンバーの普及に伴う事務の効率化の促進並びに住民福祉やサービスの向上

に付するものであると認識いたします。また運用については個人情報の漏洩等点について

は十分な注意を持って取り組んでいただくことを申し添えて賛成意見とさせていただきま

す。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

これから議案第28号「甲佐町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて」を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第28号「甲佐町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて」は、原案のとおり可決されました。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後４時14分 

再開 午後４時15分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

お諮りします。本日の会議はこれで延会したいと思いますが、ご異議ございません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

したがって本日はこれで延会することに決定しました。本日はこれで延会します。  

明日19日は、午前10時から本議場において会議を開きます。 

 本日は、これをもって散会いたします。 

 お疲れさまでした。 

────────────── 

散会 午後４時15分 
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１．会議録署名議員の指名について 

  議長は会議録署名議員に次の２名を指名した。 

   ３番 鳴 瀬 美 善 ４番 森 田 精 子 
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１．議事日程 

  議長は本日の議事日程を別紙のとおり報告した。 

 

１．会議に付した事件 

  日程第１ 議案第29号 甲佐町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条

例の制定について 

  日程第２ 議案第30号 甲佐町手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第３ 議案第31号 甲佐町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につ 

いて 

  日程第４ 議案第32号 甲佐町重度心身障がい者医療費助成に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

日程第５ 議案第33号 令和６年度甲佐町一般会計補正予算（第２号） 

日程第６ 議案第34号 令和６年度甲佐町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第７ 議案第35号 令和６年度甲佐町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第８ 議案第36号 令和６年度甲佐町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

日程第９ 議案第37号 令和６年度甲佐町水道事業会計補正予算（第１号） 

  日程第10 発議第２号 甲佐町議会会議規則及び甲佐町議会傍聴規則の一部を改正す

る規則の制定について 

日程第11 議員派遣について 

日程第12 各委員会からの閉会中の継続審査の申し出について 
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１．議事の経過 

開議 午前10時00分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程を報告いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりですので朗読を省略いたします。 

────────────── 

○議長（宮本修治君） ここで発言の訂正を申し上げます。議会開会日において、故田上

教育長が亡くなられた日を８月20日と申し上げましたが、正しくは19日の誤りでございま

いた。謹んで訂正し、お詫び申し上げます。 

 農政課長から一般会計決算書の本田議員からの質問について答弁の申し出があっており

ますのでこれを許します。 

 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） 昨日の本田議員の環境保全型農業直接支払交付金につきま

しては主要施策に書いてありました面積の訂正で24町４反というのが正解になりますので、

訂正させていただきたいと思います。失礼いたしました。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長から水道会計決算書の中で訂正の申し出があってお

りますので、これを許します。環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） ありがとうございます。昨日の認定第５号、令和５年度甲

佐町水道事業会計決算書の中で不足がございました。決算書の６ページに貸借対照表がご

ざいますけれども、この最後に提出日及び町長名を記載すべきところ記載漏れとなってお

りました。提出日、令和６年９月13日と町長名を追加させていただきまして差し替えをさ

せていただきたいと思っております。大変申し訳ございませんでした。 

────────────── 

 日程第１ 議案第29号 甲佐町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例

の制定について 

○議長（宮本修治君） 日程第１、議案第29号「甲佐町印鑑の登録及び証明に関する条例

の一部を改正する条例の制定について」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） 議案第29号、甲佐町印鑑の登録及び証明に関する条例の

一部を改正する条例の制定についてでございます。 

甲佐町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例を次のように制定する

こととする。 

令和６年９月13日提出、町長名です。 

提案理由といたしましては、印鑑証明書のコンビニ交付を開始するにあたり、本条例
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を改正する必要が生じたため、この議案を提出するものでございます。 

次のページをお願いします。 

甲佐町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例。 

甲佐町印鑑の登録及び証明に関する条例、昭和50年甲佐町条例第９号の一部を次のよ

うに改正する。 

第10条の次に次の１条を加える。多機能端末機による印鑑登録証明書の交付。第10条

の２、前条の規定にかかわらず、印鑑登録者は多機能端末機、本町の電子計算機と電気通

信回線で接続された端末機で利用者自らが必要な操作を行うことにより証明書等を自動的

に交付する機能を有するものを言う、に行政手続きにおける特定の個人を識別するための

番号の利用等に関する法律、平成25年法律第27号第２条第７項に規定する個人番号カード、

電子署名等に係る地方公共団体情報システム機構の認証業務に関する法律、平成14年法律

第153号第22条第１項に規定する個人番号カード用利用者証明用電子証明書が記録されて

いるものに限る、または移動端末設備、同法第16条の２第１項に規定する移動端末設備を

言い、同法第35条の２第１項に規定する移動端末設備用利用者証明用電子証明書が記録さ

れた電磁的記録媒体が組み込まれたものに限る、を利用して印鑑登録証明書の交付を申請

し、その交付を受けることができる。附則、この条例は、規則で定める日から施行する。

というものでございます。内容といたしましては、従来の住民課の窓口での印鑑証明書の

申請と交付の方法に加えまして、この次のページが新旧対照表になりますが、要点といた

しまして、前条の規定にかかわらずということですが、印鑑登録者は多機能端末機、これ

はコンビニなどに置いてある自動交付機ですね。そこで個人番号カードまたは電子証明書

が登録されたスマートフォンなどをこれが移動端末設備ということですが、これを利用し

て印鑑登録証明書の交付を申請し、その場で交付を受けることができるという風にするも

のでございます。この条例の試行日に関しましてはただいまのところこのコンビニ交付、

住民票も同じようなことで住民票と今回印鑑証明書のコンビニ交付をするようにしますが、

目処といたしまして12月の10日にはできるような目途で今その準備を進めているところで

ございますが、今回やり方として色々わからない部分があるもんですから、ある程度の準

備ができたところで実際開始する日を定めて規則で施行していきたいという風に考えてお

りますので、こういったことにしております。ご説明といたしましては以上の通りでござ

いますが、よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。何か質疑ありませんか。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 現在コンビニ等でスマートフォンやカードを使って出されるも

のについては印鑑、これはこれからですけれども、住民票だけなのか、他にも種類がある

のかというのを確認させていただきたいのと料金等についてはどうなるのかということと、

１点目はこの間コンビニ等での証明書の交付なんかを受ける場合、他人の証明書が出てき

たりとそういったトラブルがテレビ等でも報道されておりますけれども、そういった点で

国の施策についてどういった対応がなされているのかという点についてお尋ねをいたしま
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す。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） どういった証明書が他町とかでできるのかといったご質

問に関しましては一般的に印鑑証明書、住民票、それから戸籍関係、それと税関係の証明

書が今のところコンビニ交付で他のところでされているところもございます。本町の場合

は印鑑証明書と住民票ということで、戸籍に関しましては今年の３月１日から広域交付と

いうことで他の市町村の役場などで自身が請求に行けば取れるようになっておりますので

今回はいたしておりません。税の関係の証明書に関しましては今回は甲佐町がコンビニ交

付をする契約先、これが地方公共団体情報システム機構というところになるのですが、今

回そこと直接私どもやりとりをするようにしております。データのやり取りをですね。間

に別の業者をもう１つ入れたところでやり取りをする方法もあるのですが、それでいくと

年間の維持管理が300万円ほど余計にかかってしまうということがありまして、去年の検

討会の中で直接やり取りをするということ、そしてその直接やり取りをする場合の税の証

明がまだここの機構ができないということでございましたので今回は入れておりません。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長、簡潔に答弁をお願いします。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） 料金に関しましては次の条例でお示ししたいと思います。

誤りの違う証明書が違う方の証明書が出てきたとか誤りに関しましては、これは技術的な

こととしてそれぞれの委託業者の方で調査されております。色々紐付けの誤りなどが去年

報道などであっておりましたが、これに関しましても国の方で個人番号の紐付けが間違い

がないかといったところでずっと調査がなされております。そういったところでございま

す。以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。分かりやすい質問をいたしますので、現在の窓口での

交付については土曜とか日曜日の交付が行われているのか、そして今度コンビニ交付に

なった場合、その時は土曜とか日曜日でもコンビニに行って交付できるようになるのか、

コンビニについては甲佐町の町内だけなのか、それとも関係する熊本県内、それ以外のと

ころでも交付いただくことができるのかということをお聞かせていただきたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） 土曜日曜の交付につきましては今のところ休日の窓口と

いうことで今社会教育課のところに職員を配置して印鑑証明と住民票などの交付ができま

す。コンビニ交付に関しましては土曜日曜祝日利用ができるということになっております。

年末年始の一部が利用できないというところで。このコンビニに関しましては全国のコン

ビニでできるようなところで今進めているところです。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。 



- 132 - 

 これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本案に対する反対者の発言を許します。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 各種証明書の交付につきましては他人の証明書など誤登録によ

る他人のものが出てきたりとトラブルが発生した経緯もあります。国にあってはこうした

トラブルについて十分な対応ができているか確証を得られないため、また情報漏洩の危険

性等から甲佐町印鑑登録及び証明に関する条例については反対をいたします。 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

 ４番、森田議員。 

○４番（森田精子君） ４番森田です。議案第29号、甲佐町印鑑の登録及び証明に関する

条例の一部を改正する条例の制定についてでございますけれども、印鑑証明書のコンビニ

交付を開始するための条例改正であり、先ほど鳴瀬議員の方からもお尋ねがあっておりま

したが、土日交付もできる、それから県内外でもできるということで住民サービスの向上

につながると思われますので、何ら異議なく賛成をいたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

これから議案第29号「甲佐町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例

の制定について」を採決します。 

この採決は、電子表決システムにより行います。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は賛成のボタンを、反対の方は反対の

ボタンをお願いします。 

表決の漏れはありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 表決漏れなしと認め、確定します。 

投票総数10、賛成８、反対２。 

賛成多数によって、本案は、原案のとおり決定されました。 

────────────── 

日程第２ 議案第30号 甲佐町手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（宮本修治君） 日程第２、議案第30号「甲佐町手数料条例の一部を改正する条例

の制定について」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） 議案第30号、甲佐町手数料条例の一部を改正する条例の

制定についてでございます。 

甲佐町手数料条例の一部を改正する条例の制定を次のように制定することとする。 

令和６年９月13日提出、町長名です。 

提案理由といたしましては、住民票及び印鑑登録証明書のコンビニ交付を開始するに
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あたりまして、本条例を改正する必要が生じたため、この議案を提出するものでございま

す。 

次のページをお願いします。 

甲佐町手数料条例の一部を改正する条例。 

甲佐町手数料条例、平成12年甲佐町条例第２号の一部を次のように改正する。 

以下、改正条文がございますが、この内容につきましては書いてあることが議案の29

号と重なる部分もございますので、次のページの新旧対照表の方でお話をさせていただき

たいと思います。 

次のページをお願いいたします。この右側が改正案ということでございますが、まず

第２条の（第11号）ですね。これは印鑑に関する証明手数料、現行１件につき300円とい

うことでございますが、この11号の一番下のところですね。200円、これはコンビニ交付

の場合が200円にしたいということでございます。それから第16号住民票、戸籍附票の写

しの交付手数料が現行300円でございますが、住民票に限りコンビニ交付する場合は200円

という風に100円安くしたいということでの議案でございます。この200円にいたしました

のは上益城郡内と美里町含めまして甲佐町以外全部コンビニ交付が現在なされております

が、嘉島町さんを除いては全部100円安く200円ということでしていらっしゃいます。特に

去年開始されたのが山都と御船町さんですが、いずれも200円ということでされておりま

すので甲佐町も200円ということで住民サービスを行いたいとコンビニ交付と言いますか、

コンビニでのマイナンバーカードの利用を促進したいということでの提案でございます。

以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。何か質疑ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本案に対する反対者の発言を許します。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 第29条議案反対に基づき議案第30号、甲佐町手数料条例の一部

を改正する条例の制定については反対をいたします。 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

 １番、甲斐議員。 

〇１番（甲斐良二君） １番甲斐でございます。議案第30号、甲佐町手数料条例の一部を

改正する条例の制定についてでございますが、先ほど議案第29号同様ですね。住民票並び

に印鑑登録証明書のコンビニ交付を開始するにあたり利便性の向上が図られると思われま

すので、何ら異議なく賛成いたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

これから議案第30号「甲佐町手数料条例の一部を改正する条例の制定について」を採
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決します。 

この採決は電子表決システムにより行います。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は賛成のボタンを、反対の方は反対の

ボタンをお願いいたします。 

表決の漏れはございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 表決漏れなしと認め、確定します。 

総数10、賛成８、反対２。 

賛成多数。 

よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

────────────── 

日程第３ 議案第31号 甲佐町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（宮本修治君） 日程第３、議案第31号「甲佐町国民健康保険条例の一部を改正す

る条例の制定について」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） 議案第31号、甲佐町国民健康保険条例の一部を改正する

条例の制定についてでございます。 

甲佐町国民健康保険条例の一部を改正する条例を次のように制定することとする。 

令和６年９月13日提出、町長名です。 

甲佐町国民健康保険条例の一部を改正する条例。 

甲佐町国民健康保険条例、昭和39年甲佐町条例第77号の一部を次のように改正する。 

第16条中「第９項」を「第５項」に、「もしくは」を「または」に改め、「または同

条第３項。もしくは第４項の規定により被保険者証の返還を求められてこれに応じない場

合」を削る。附則、１、この条例は、令和６年12月２日から施行する。２、この条例の施

行の日前にした行為、及び行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等

に関する法律等の一部を改正する法律の一部の施行に伴う関係政令の整備等及び経過措置

に関する政令、令和６年政令第260号第９条の規定により、なお従前のこととされる場合

におけるこの条例の施行の日以後にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の

例による。 

提案理由といたしましては、行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律等の一部改正に伴い本条例の一部を改正する必要が生じたため、この

議案を提出するものでございます。 

議案につきまして以上の通りですが、補足をいたしますと、これは行政手続きにおけ

る特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部の改正によりまして、

保険証が12月２日以降廃止されるということになりましたので、その場合の長期の国民健

康保険税を滞納された場合に保険証の返還を求めるような場合がございます。そういった
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時に保険証を返していただくということはございませんので、そういったことで保険証が

無くなったことに伴う改正が主だったものでございます。ご説明につきまして以上でござ

いますが、よろしくご審議のほど、お願いします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。何か質疑ありませんか。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 法律とか条例に基づいて規定によるとかその条例に基づいてこ

ういう風に変えると変更するというようなことが多いわけですけれども、当たり前なんで

すけれども、その法律とか条例を調べましてもなかなか先だっても申し上げました通り出

てこないので、どういった条例の中身でどういう変更するのかというのが、なかなかこの

概略では分かりますけれども、そこら付近が詳しく分からないので、この第16条新旧対照

表にあります世帯主が法第９条第１項もしくは第９項の規定にもよるというこの第９条１

項とは何か、第９項とは何か、同条第３項は何かとこの条項について昨日は簡単に的確に

説明をいただきましたけれども、本日についてもその説明をお願いをいたします。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） これは国民健康保険法、改正前の第９条の第９項の規定

というのは、まず国民健康保険の資格を喪失した場合ということで、他の保険に入られた

とか、そういった場合には返還をしないといけないですよという国民健康保険の届け出を

していただいて返還をしていただくことになりますが、そういった返還がない場合。それ

から第３項というのは国民健康保険税を長期間滞納された場合に資格証明書を交付しなけ

ればならないので、保険証を返してくださいという場合でございます。いずれにおきまし

てもある程度の期間を決めて、いついつまでに返還してくださいということにするのです

が、その返還しなさいという期限をいついつまでという期限を過ぎても返還されない場合

というのがこの第４項ということでございます。こういった場合に保険証の返還がない場

合は過料を科すことができるということで10万円以下のですね。保険証がなくなってしま

いますのでそういったことは必要なくなるということでございます。ご説明は以上でござ

います。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本案に対する反対者の発言を許します。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） マイナンバーカードと健康保険証の一体化の問題につきまして

はマイナンバーカードの取得は任意でありまして、健康保険証との一体化に反対する立場

から議案第31号、甲佐町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定については反対を

いたします。 
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○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

 ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） ６番。議案第31号、甲佐町国民健康保険条例の一部を改正する条

例の制定についてでございますが、ただいま担当課長のご説明がありました通り、行政手

続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部改正に伴い

本条例の改正が必要ということで、被保険者証の返還を求めるという部分を省略するとい

うことでございますので、何ら異議なく賛成いたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

これから議案第31号「甲佐町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について」

を採決します。 

この採決は電子表決システムにより行います。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は賛成のボタンを、反対の方は反対の

ボタンをお願いいたします。 

表決の漏れはございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 表決漏れなしと認め、確定します。 

総数10、賛成８、反対２。 

賛成多数。 

よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

────────────── 

日程第４ 議案第32号 甲佐町重度心身障がい者医療費助成に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

○議長（宮本修治君） 日程第４、議案第32号「甲佐町重度心身障がい者医療費助成に関

する条例の一部を改正する条例の制定について」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 福祉課長。 

○福祉課長（髙原貞典君） それでは議案第32号についてご説明申し上げます。 

議案第32号、甲佐町重度心身障がい者医療費助成に関する条例の一部を改正する条例

の制定について。 

甲佐町重度心身障がい者医療費助成に関する条例の一部を改正する条例を次のように

制定することとする。 

令和６年９月13日提出、町長名です。 

甲佐町重度心身障がい者医療費助成に関する条例の一部を改正する条例。 

甲佐町重度心身障がい者医療費助成に関する条例、平成９年甲佐町条例第30号の一部

を次のように改正する。 

第３条第１項第１号①中「2,040円」を「2,000円」に改め、同号②中「1,020円」を

「1,000円」に改める。 
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附則、第１項、この条例は、公布の日から施行し、令和６年４月１日から適用する。

第２項、改正後の甲佐町重度心身障がい者医療費助成に関する条例の規定は令和６年４月

１日、以下適用日という。以後の診療または施術に係る自己負担額について適用し、適用

日前の診療または施術に関する自己負担額については、なお従前の例による。 

提案理由につきましては、熊本県重度心身障がい者医療費助成事業補助金交付要領の

一部改正に伴い本条例を改正する必要が生じたため、この議案を提出するものでございま

す。 

改正内容につきましては、次の次のページの説明資料でご説明させていただきます。 

改正理由につきましては、熊本県重度心身障がい者医療費助成制度の要領改正に伴い、

甲佐町重度心身障がい者医療費助成制度の自己負担額の改正を行うものとなります。改正

内容につきましては、入院と入院外の場合の自己負担額を改正するものとなります。まず

入院の場合が、現行が2,040円、こちらが改正された場合には2,000円。入院外の場合、こ

ちらは通院や薬代になりますけれども、現行が1,020円。改正後は1,000円ということです。

この自己負担額は当該助成事業における受給資格者が負担するべき額で、同一月の診療分

にいて一医療機関当たりの金額となります。施行期日につきましては、公布の日から施行

し、令和６年４月１日から適用。令和６年４月の診療・通院から適用という風になります。

以上で説明を終わらせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。何か質疑ありませんか。 

 11番、本田議員。 

○11番（本田 新君） この議案をみると県の方がするから、当然町の方もそれに従うと

いうことでされると、そのことはよく分かりましたけれども、この40円と20円というこれ

はそういう減額というのはどういったことからなったのかということと、これは４月１日

からするということは、今現在９月ですので、その間はどうするのか、その点２点につい

てお聞かせください。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（髙原貞典君） まず１点目の方ですね。なぜこちら20円40円の方なんですけ

れども、県の方の要領を改正いたしました経緯としましては、令和５年度にこども医療費

助成事業が自己負担額の端数を切り捨てた額として改正したことに伴いまして、同じ県の

単独事業でありますこの重度心身障がい者医療費助成制度も同様に改正して均衡を図られ

たというところになっております。２点目の４月からの診療の方になりますけれども、こ

ちらにつきましても４月の診療分ですね。今まで支給されていますけれども、その分には

遡って、またそれぞれの事業者さんの方に口座の方に振り込むようにしたいと思っており

ます。以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 心身障がい者医療費助成制度ということでその改正が出されて

おりますけれども、今医療費は一般の方の医療費は18歳までは無料となっておりますけれ
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ども、障がいをお持ちの方々についてのこの医療費についてはその対象にならないのか、

なっているところがあるのか、そこら付近についてはどんななんでしょうか。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前10時34分 

再開 午前10時35分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

福祉課長。 

○福祉課長（髙原貞典君） 大変失礼いたしました。まずこども医療費の方が現物支給と

いうことですので窓口の方で払う分がありませんので、先にこども医療費の方が優先され

てそのような形になります。以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。議案第32号、甲佐町重度心身障がい者医療費助成に関

する条例の一部を改正する条例の制定でございますけれども、重度心身障害者医療費の自

己負担額の減額ということでの条例の一部改正ということでございますので、何ら異議な

く賛成とさせていただきます。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

これから議案第32号「甲佐町重度心身障がい者医療費助成に関する条例の一部を改正

する条例の制定について」を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第32号「甲佐町重度心身障がい者医療費助成に関する条例の一部を改正

する条例の制定について」は、原案のとおり可決されました。 

────────────── 

日程第５ 議案第33号 令和６年度甲佐町一般会計補正予算（第２号） 

○議長（宮本修治君） 日程第５、議案第33号「令和６年度甲佐町一般会計補正予算（第

２号）」を議題とします。 
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 本案については５番佐野安議員ほか、１名からお手元の配布の通り、修正の動議が提出

されています。従ってこれを本案と合わせて議題とします。なお、説明及び質疑は執行部

が提案した原案と修正案に分けて行います。質疑の回数は原案と修正案、それぞれについ

て１人３回までとします。 

○議長（宮本修治君） 11番、本田議員。 

○11番（本田 新君） 修正案を同時並行に審議されるということであります。私事では

ありますけれども、私も７期やってこのようなのは初めてでございますので、入ります前

にどういった手続きとか進行の仕方が要領を得ませんので、ひとつ事務局の方から丁寧に

説明をしてもらいたいと思いますが。休憩を取ってお願いします。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前10時38分 

再開 午前10時38分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 事務局より説明をお願いします。 

○議会事務局長（北野 太君） それではただいま本田議員からのことについて修正動議

について提出された場合の議案審議の流れについてご説明をいたします。まず審議につき

ましては執行部提出の原案とそれと発議議員提出の修正案を１日程の中で並行して審議し

ていくこととなります。まずは原案の説明および質疑応答を行っていただきます。その後、

発言者による修正案の説明及び質疑応答を行っていただきます。その後、討論に移ること

になりますけれども、討論につきましてはまず原案の賛成者、執行部提出の原案の賛成者

の意見ですね。これは修正案に反対される方の意見にもなりますけれども、その方の発言、

次に執行部提出の原案及び修正案の両方とも反対される方がおられたらその方が発言、そ

の後、前言いました両方の案に対する反対意見があった場合には再度原案に対する賛成者

の発言を行っていただきます。最後に修正案の賛成者の発言を行いましてそこで討論は終

結することになります。最後に採決ですね。採決となりますけれども、採決についてはま

ず修正案の表決を電子表決システムによって行います。修正案に賛成の方は賛成のボタン、

修正案に反対の方は反対のボタンを押してください。その後、執行部提案の原案について

の再表決となります。原案に賛成の場合は賛成のボタン、反対の場合は反対のボタンを押

して以上で審議が終了ということになります。以上で説明を終わらせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前10時41分 

再開 午前10時42分 

────────────── 
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○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

まずは原案について行います。提出者の説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） それでは議案第33号についてご説明申し上げます。 

議案第33号、令和６年度甲佐町一般会計補正予算（第２号）でございます。 

次のページをお願いいたします。 

令和６年度甲佐町の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによります。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ19億9,693万円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ115億7,750万7,000円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」によります。 

（債務負担行為の補正） 

第２条、地方債の追加及び変更は「第２表 地方債補正」によります。 

令和６年９月13日提出、町長名です。 

次のページをお願いいたします。 

第１表、歳入歳出予算補正。 

歳入です。 

款13、分担金及び負担金に217万円を追加し、4,568万3,000円としております。１の負

担金です。 

款15、国庫支出金に3,572万7,000円を追加し、16億8,595万9,000円としております。

１の国庫負担金、２の国庫補助金です。 

款16、県支出金に2,629万6,000円を追加し、５億1,681万円としております。１の県負

担金から３の委託金までです。 

款18、寄附金に15億円を追加し、30億100万1,000円としております。１の寄附金です。 

款19、繰入金に２億8,882万1,000円を追加し、10億7,983万3,000円としております。

１の基金繰入金、２の特別会計繰入金です。 

款20、繰越金に１億324万6,000円を追加し、１億5,324万6,000円としております。１

の繰越金です。 

款21、諸収入に2,235万1,000円を追加し、6,499万5,000円としております。５の雑入

です。 

款22、町債に1,831万9,000円を追加し、13億3,861万9,000円としております。１の町

債です。 

歳入合計、補正前の額95億8,057万7,000円に19億9,693万円を追加し、115億7,750万

7,000円としております。 

次のページをお願いいたします。 

歳出です。 
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款１、議会費に25万円を追加し、7,400万4,000円としております。１の議会費です。 

款２、総務費に８億4,254万2,000円を追加し、25億4,320万5,000円としております。

１の総務管理費、３の戸籍住民登録費です。 

款３、民生費に2,555万3,000円を追加し、20億9,947万5,000円としております。１の

社会福祉費、２の児童福祉費です。 

款４、衛生費に6,098万4,000円を追加し、６億1,362万円としております。１の保健衛

生費、２の清掃費です。 

款５、農林水産業費に1,007万5,000円を追加し、３億526万6,000円としております。

１の農業費、２の林業費です。 

款６、商工費に９億9,165万8,000円を追加し、21億3,058万1,000円としております。

１の商工費です。 

款７、土木費に3,389万5,000円を追加し、14億3,443万5,000円としております。１の

土木管理費、２の道路橋梁費、４の住宅費です。 

款９、教育費に197万4,000円を追加し、４億8,632万2,000円としております。１の教

育総務費から５の保健体育費までです。 

次のページをお願いいたします。 

款10、災害復旧費に2,999万9,000円を追加し、3,000万5,000円としております。１の

農林水産施設災害復旧費です。 

歳出合計、補正前の額95億8,057万7,000円に19億9,693万円を追加し、115億7,750万

7,000円としております。 

次のページをお願いいたします。 

第２表、地方債補正、１の追加です。 

起債の目的、災害復旧事業債、限度額を1,790万円としております。 

起債の方法、証書借入れまたは証券発行、利率年５％以内。ただし、利率見直し方式

で借り入れる政府資金及び地方公共団体金融機構基金について利率の見直しを行った後に

おいては当該見直し後の利率。償還の方法、政府資金についてはその融資条件により銀行

その他の場合にはその債権者と協定するものとする。ただし、町財政の都合により据え置

き期間及び償還期間を短縮し、また繰上げ償還もしくは低利債に借り換えすることができ

るものといたします。 

次に２の変更です。 

説明は、起債の目的、補正額、補正後の限度額で行います。 

起債の目的、臨時財政対策債に41万9,000円を追加し、961万9,000円としております。 

なお、起債の方法、利率、償還の方法につきましては、変更はございません。 

以上で説明を終わらせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。本予算全部について質疑をお願いいた

します。本予算全部です。 

３番、鳴瀬議員。 
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○３番（鳴瀬美善君） ３番です。予算書の20ページです。款６の商工費の中の目の商工

業の新興費の中で補正額で９億9,100万という増額補正がなっております。内訳を見てい

きますとふるさと応援寄附金関係ですね。これについてお尋ねですけれども、現在令和６

年度についても４月から今９月ですので半年ぐらい経とうとしております。その中で補正

額が９億円、10億円近い補正をされるということでございますので、現在までのふるさと

納税の半年間の寄附の額と合わせまして返礼品。甲佐町の返礼品は米が１位、肉が２位と

いうことでお尋ねお聞きしておりますけれども、特に米、現在米については色々報道とか

出ていますけれども、米不足の問題がやはりあるという思いがあります。その中で新しい

新米が出てくると思いますけれども、返礼品として米が１位ということであればその在庫

不足とか仕入先の問題など、そういったお米を確保するのが一番重要な部分ではなかろう

かという懸念がございますので、その辺の状況についても合わせて説明を求めたいと思い

ます。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） まず寄付額につきましてご説明いたします。令和６年

８月末現在におきまして15億1,983万6,400円となっております。昨年度と比べますと約３

倍ほどの寄付額ということになっておりますので、今回このような補正をさせていただい

たところになります。また先ほどおっしゃいましたお米の確保につきましてはおっしゃる

通り今回の寄付額につきましても米の駆け込み需要ということも考えられますので、在庫

確保というところは一番というところで、こちらにつきましてはふるさと納税の業務委託

業者と町の方で協議をしまして早い段階で集荷業者に委託業者から連絡をしまして米の確

保というところで現在はお願いをしているところになりますので、令和６年産米につきま

しても早めの対応を今させていただいているという状況でございます。以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） ５番佐野です。今ご説明がありましたが修正動議についてこの補

正予算について出すということで関連もございますので質問を行います。ページ18の衛生

費のじんかい処理で全員協議会の中でも資料を元にご説明をいただきましたが、なかなか

言葉として出されているだけでは内容がつかみにくいところがありますので質問を行いま

す。上益城広域処理施設建設に伴う造成工事概略予備設計についてということで、今回そ

の予備設計の造成工事概略予備設計、概略設計プラス予備設計ということで、これは本概

略予備設計は従来計画、広域連合主体または新たな計画、民間事業者主体のどちらの場合

になっても必要となる設計であるという風にあります。それで造成工事とは何かというこ

とで調べますと、建物を建てるために土地の環境や機能を整える工事ですと。土地の状況

に応じて埋め立てや切土、盛土、地盤の改良など様々な工事が行われますとあります。そ

のための造成工事概略予備設計ということになると思いますが、まだこの資料を見ますと

当初計画か変更計画かそのどちらともなるような形で資料が提示されておりますが、概略

設計というのがもう少し具体的な説明ということができないのかどうかお尋ねをしたいと
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思うんですが。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） 概略予備設計を行うにあたってまず概略設計が何かと言い

ますと、例えば擁壁を設計する場合ですとか、擁壁についてたくさん種類がありますので

その中から現地の状況や地質状況、こういったものを実際に施工可能な擁壁を選定するこ

とになります。これに実際使用する構造物の比較案とか最適案をいくつかの案に分けて提

案してもらうのが概略設計という形になります。今回の概略予備設計につきましては全員

協議会の中でもお話しましたように事前に先ほど言われましたように従来計画、あるいは

民間で進める計画、どちらになっても利用できるような設計を今回の概略予備設計では行

うということにしておりますので、そういったところであげさせていただいているところ

であります。以上です。 

○議長（宮本修治君） ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） ご説明いただきましたが建物としては施設としては５町による一

般ゴミ処理施設の建物と産業廃棄物を主なものとした処理施設というのはそういう建物の

構造も規模も全然違うものだと私は認識するんですが、それがどちらでも叶うような設計

ができるということですか。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） 先ほどちょっと申しましたけれども、あくまでも建物がで

きる前の造成、土地の造成をするための設計です。例えば排水工事ですとか、先ほど言い

ました擁壁工事ですね。上の建物がどういったものになっても利用できるような土地設計

を行っていきますので、そのために行うものであります。以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 今環境アセスが行われておりますけれども、まだどちらもとい

う風に表現はされました町が５町がする事業なのか、それとも民間がする事業なのかわか

らない中で両方に共通したそういった設計をすると土地造成の設計をするということなん

ですけれども、でも実際は今事業者による民間事業者による環境アセスが今行われている

わけですけれども、そこでお尋ねしたいんですけれども、どちらか分からないというよう

な表現ですのでこの環境アセスが何年もかけてやられているわけですよね。それほど大事

な重要なものなんですけれども、このアセスメントと事業認可との関係ですね。全く関係

ないのか、法的なものについてお尋ねをしたいのと、この環境アセスについて町はどうい

う風に捉えておられるのか。やはり地元の方たちにとりましては当初の計画よりも随分

違ってきているわけですよね。その中でアセスが行われ、こういった概略設計が行われよ

うとしている中でそれでこういった進めていいのかどうかていうのはやはり問題があろう

かという風に思うんですけれども、その２点について町はどういう風にお考えかお尋ねを

いたします。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 
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○環境衛生課長（白石亨君） 環境アセスメントが行われている中での概略予備設計とい

う形になりますけれども、環境アセスメントと言いますのは先ほど言われたように長期期

間利用して長期期間にかかってされている事業で調査でありまして、その調査が妥当かど

うかというのは最終的には県の方で事業認可というか、そういった形でされます。その事

業が認められた上でそれがその事業ができますよということになった後に上益城５町とし

ましては環境保全協定、あるいは立地協定というものを行います。その中で方針というの

を決めていきますので、環境アセスメントが決まればそういった流れになっていくと、環

境アセスメントについては先ほど言われたように地元の住民の方のご意見とかも色々出て

おりますので、その辺を丁寧に説明していきながら事業は進めてられておりますので、そ

の調査結果後に上益城５町としては方針の決定をしていくという形になります。以上です。 

○議長（宮本修治君） ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） そうした中で上益城広域連合の施設整備事業負担金は計上とい

うことであれば事業にすでに許可を出したのも当然なのかどうなのか、そのように取られ

ても仕方ないという風に思うんですけれども、先ほどおっしゃいました環境保全協定です

かね。協定につきましても、これは地元の住民の皆さんだったりそれから自治体なり関係

者の合意がきちんとできて保全対策がきちんとできているということで立地協定、それか

ら事業の方にうつるわけで、やはりそこが出発点だという風に思うんですけれども、地元

の人たちもやっぱりそこにそういう風に思っていらっしゃるという風に思うんですけれど

も、その点について上益城が先手を打った形で概略設計をするというのは私はいかがなの

かなっていう風に思うんですけれども、ヨーロッパとか色々見てみますと環境アセスメン

トがどういう風にその結果が許認可に大きく反映させなければいけないし、また許可を出

さないというように外国ではそういった点が非常に厳しくなっているので、やはり環境保

全対策がやっぱり本当に十分に取られているのかやはり県なりの最終的な許可に至るまで

につきましてはきちんとこれは合意ができてからじゃないとやっぱりこの事業のスタート

というのはするべきじゃないかという風に思います。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） 言われる通り環境アセスメントというのは非常に重要な調

査であります。ただ全員協議会の中でも申し上げましたけれども、今後土地の造成あるい

は建築そういったものが予定されておりまして、令和11年度には供用開始というようなと

ころで計画もされている中で、できる範囲内でこちらは概略予備設計をできる範囲内で

やってどちらになった場合でも対応できるという風に形にさせていただいておりますので、

環境アセスありきという形ではなくて、すみません、民間ありきという形ではなくて、環

境アセスメントの結果を踏まえた上でどちらに転んでも大丈夫なような形で考えておりま

すので、その辺はご理解をいただければという風に思います。以上です。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。15分より再開します。 

────────────── 

休憩 午前11時５分 
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再開 午前11時15分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

環境衛生課長から先ほどの井芹議員からの質問について訂正の申し出があっておりま

すのでこれを許します。 

環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） ありがとうございます。先程環境アセスメントについて県

の認可という風に申し上げましたけれども、県については環境アセスメントが調査が出さ

れて調査に対しての意見を述べられる機関でありまして許可等は出されないという形にな

ります。以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） ６番。19ページの狩猟免許取得費補助金と16万入っていますけれ

ども、狩猟免許に対して補助を出されていると思いますけれども、その出したことによっ

てどのくらい増えられたのか、それと今の結構イノシシ、鹿、猿と出ておりますけれども、

今年の駆除数で結構でございますので、それをお尋ねいたします。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします。狩猟免許につきましては昨年度が３名の方

が取得されております。本年度も銃が２名と罠の免許が５件で予定しておりますが、現在

銃の方が２名取得されたという風に聞いております。今後も考えまして補正を上げさせて

もらっているところになります。また件数につきましては今年度がすみません、まだ途中

なのでもらっていませんが、５年度でいきますとイノシシが285頭、日本鹿174頭、猿が３

頭、カラスが29羽という風になっております。近年また色々なところから情報もあります

のでその都度駆除隊の方に依頼をしております。以上になりますか。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 同じく19ページのところの農機具導入事業についてお尋ねします。

１つはどこにどこが入れられるのかが１つ、それとそれは町単だけじゃなく事業が使って

られると思うんですけれども、どういう事業を使っておられるのか、その２点についてお

尋ねします。  

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします。農機具の導入につきましては農事組合法人

やまいでさんの方が利用されます。事業としましては県の熊本土地利用型農業競争力強化

緊急支援事業というのを使われます。補助率については県が50％、町が10%という風にな

ります。以上になります。 

○議長（宮本修治君） 10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 私が一般質問でもこの農機具導入について質問しましたんですけ
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れども、これコンバインですかね。コンバインですよね。じゃあ今おっしゃった農業、競

争、何とかおっしゃった長い事業ですけれども、これはもちろんポイントがあって何ポイ

ントを取らなければクリアしないというようなことだと思うんですけれども、その要件が

１つ、それとほとんどの農機具導入がこの事業を使っておられると思いますけれども、こ

の使われる理由、採択されやすいからそうしているのか、他の事業はないのか、他の事業

も検討されたことはあるのかということ、その２点についてお尋ねいたします。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします。この事業を使うまず理由からですけれども、

補助率が他のやつよりも高いというのと、この要件に見合うやつで探した場合、いくつか

検討しましたが、これが一番補助を受けやすいというところでさせていただいております。

ポイントも農事組合法人ということでポイントもつきやすいという点でさせてもらってお

ります。以上になります。 

○議長（宮本修治君） 10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 補助率が高いというようなことをおっしゃったけれども、実際に

は借りいれをしてそれで支払うというやり方じゃないんですかね。結局はJAさんなり銀行

なりどっかから借りて、それを渡ってっていう形をとるんであれば、そこに利息が生じる

わけですよね。その辺も計算した上で補助率が一番いいという、そこまで考えてらっしゃ

るのかなと思ったんですけれども、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） おっしゃる通り借り入れをされて補助を受けられます。聞

き取りを行った場合に２箇所ぐらい金融機関をあたられたそうで、その中で安い方を選ば

れてこの事業に参加したいということで聞いております。以上になります。 

○議長（宮本修治君） 11番、本田議員。 

○11番（本田 新君） 今のところで私も質問させていただきたいと思います。農機具を

導入する場合の補助を得るためにポイント制であるということでありますけれども、その

ポイントはどういったポイントがあるのか、どういったことを調べた上でそこに補助を出

そうとしておられるのか、いくつか項目があると思いますが、そのいくつかでも主な項目

あたりでも教えて願いませんでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします。まず経営面積ですね。それが集積して広く

なる経営拡大にあたるのかというのと、あと作業可能の日数とかそこら辺のやつがポイン

トになっております。あと組織の形態加算、法人の場合はポイントが高いとか、そこら辺

がポイントになります。以上になります。 

○議長（宮本修治君） 11番、本田議員。 

○11番（本田 新君） わかりました。そこのやまいでのことを町はしっかりと調べられ

て聞き取り調査をされた上で県の方に報告して県から補助を受けられる、それに町ものっ

て法人やまいでに補助するということでありますけれども、その聞き取り調査をしっかり
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やっておられたということでよろしいでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） 担当職員と一緒に出向きましてそこら辺の聞き取りは行っ

ております。以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

５番、佐野議員。 

〇５番（佐野安春君） ５番佐野です。今回で最後になると思いますけれども、先ほどの

質問の関連ですけれども、上益城広域ごみ処理建設に伴う設計業務のことですが、どちら

になってもというような答弁があったと思いますが、１つに確定した方が予算としても少

なくなるんではないかという思いと、もう１つはこの産業廃棄物処理施設建設を進めてい

ます株式会社シムファイブスの計画段階環境配慮書というのがございますが、これの配慮

書の中には予定の設備機器の平面図、断面図、それと施設の平面図、断面図ということで

見ればこういった施設を考えてらっしゃるんだなというのがわかるんですよね。そういっ

た意味でやはりこの予算がこれだけですよ5,800万造成工事概略予備設計ですよというこ

とで言葉だけで示されても中々分かりづらいと思うんですけれども、そういった意味では

この予備設計がどういうものなのかということが、目でみてわかるようなものというは示

せないんでしょうか。以上をお尋ねします。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） 概略予備設計の費用についてまず説明させていただきます

けれども、今回の概略予備設計、先ほど言われました5,800万円が予定されております。

それから今後詳細設計という風に移っていくわけですけれども、トータルで大体7,900万

円ぐらいかかるのではないかという風に言われております。通常設計業務委託というのが

だいたい工事費の１割程度が設計委託の価格になるということで言われておりまして、当

初造成工事にかかる費用は12億円という風になっております。それからするとだいたい１

億2,000万ぐらいが設計費用になるのではないかという風に言われておりますので、それ

からすれば費用的にはそれほど高いとは考えてはおりません。すいません、もう１点は何

でしたか。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前11時27分 

再開 午前11時28分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） 

すいません、時間取らせました。予備設計と言いますのが概略予備設計と言いますのは造

成工事について詳しくというかいろんな造成工事について擁壁ですとか排水ですとか、そ
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の立地条件に合わせたところで設計を行っていきます。もともとそのシムファイブスさん、

民間で行われている環境アセスメントにある建物ですとか、そういった図面と言いますの

はおおむね概略で書かれている図面になりますので、その中での概算費用というのは弾く

というのはかなり難しいものになると思われます。以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。ページの17ページの下段と言いますか、保健衛生費の

中の予防費についてお尋ねいたします。この中の説明の方で新型コロナワクチン接種業務

委託料ということで2,560万ほど計上されております。これに関連しましてこれまでのコ

ロナの予防接種の推移ですよね。私事ですけれども私も６回ほど予防接種を受けましたけ

れども、その後１回コロナにかかってしまったという経緯がございます。それからします

と今回また新たにワクチン接種というのが予算化されております。私も65歳になりました

のでおそらくこの対象者になってくるのかなという思いがありますが、いろんな皆さん方

のお話をお聞きしますと、やはり注射を打っての副作用だったりやはり注射を打ったとし

てもコロナに罹患したとかいうようなこともございますので、今後対象になられる方達が

おられると思いますが、接種率はどのくらいを見込んでおられるのかをお尋ねしたいと思

います。 

○議長（宮本修治君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（宮崎貴美代君） 新型コロナワクチンの接種業務委託料についてお答え

いたします。今回接種者と言いますか見込みは2,000人を65歳以上のこと主に65歳以上の

方が対象になりますけれども2,000人を見込んでおります。甲佐町の町民が約１万人、65

歳以上が4,000人、約半分程度の方が接種される見込みとしております。以上になります。 

○議長（宮本修治君） ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） 課長よくわかりましたけれども、前段で私が質問いたしました、

これまで多くの方が予防接種を１回目からずっと回数を重ねて予防接種を受けて来られて

いると思うんですけれども、その辺の接種率というのがわかりますか。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。15分より再開します。 

────────────── 

休憩 午前11時32分 

再開 午前11時32分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

健康推進課長。 

○健康推進課長（宮崎貴美代君） お待たせして申し訳ありませんでした。参考までにと

いうことで令和５年度の７回目の接種者数が2,037人ということで、率にしますとおおよ

そ50%になります。参考までに令和５年度のインフルエンザの接種対象者、65歳以上の方

での接種もおおよそ50%になっております。このことから考え合わせますと今後もおおよ
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そ高齢者の半分近くの方が接種をされるのではないかという風に見込んでおります。以上

になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 先ほどのゴミ処理施設の問題についてなんですけれども、先ほ

どから概略設計についてどっちになるのかわからないという表現を度々されておりますけ

れども、どっちになるのかわからない、その分かれ目というのはどこなんですか。どうし

たらどうなった時に一般のゴミ処理、今まで計画していた５町が計画してきたものになる

のか、それとも民間になるのか、どっちに転んでもというような表現をされるのであれば

その可能性というんですかね、分かれ目というのは何なのかというのを考えておいでだと

思うんですけれども、そこら付近についてお願いしたいなというのと、何のために実施を

するのかというのは４点あげられております。造成工事と土木と建築の範囲を明確にする、

また造成工事に必要な費用を明確にして行政負担を把握する、造成工事にかかる工事負担

を把握する、複数の造成工法を想定し最も有利な工法を選定するというふうにありますけ

れども、いずれをとりましてもまだ環境アセスメントが終わらない中でどうしてこういう

風に急がれるのかというのが、なかなか理解ができませんけれども、まず１点２点につい

てお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） まず何を持って決定するのかという話なんですけれども、

環境アセスメントが今進められている中でそれが県の方の審査会でこの事業は大丈夫です

よというような意見が出ればその中で今度先ほど言いましたような立地協定ですとかそう

いった協定を結びまして民間の事業で進めるという形になります。環境アセスメントでこ

の事業は難しいですよというような意見が出た場合には、またその従来型の計画に戻すか

その辺はまた上益城５町で検討していくことになるということになります。それと２点目

につきましてですけれども、２点目の何のためにするかということですが、全員協議会の

中でもお話しした通り、あくまでも今回の概略予備設計と言いますのは今後、事業を土地

造成ですとか、先ほど申しました土地造成とか建築が今後計画されておりますので、それ

までに時間があまりない部分もありましてできるだけその業務を早く進めたいと、早く進

めたいというのもあれなんですけれども、業務をできる部分をやっておきたいという部分

でできる範囲の部分を概略予備設計で行うと、それが先程言われた造成工事と建設工事の

範囲の区分をはっきりさせるとかそういった部分を明確にすることによって今後の事業の

推進、業務の推進にあてていきたいというところで考えておりますので、そういった形で

進めるということです。以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

４番、森田議員。 

○４番（森田精子君） ４番森田です。13ページの総務課の財産管理費の方です。公有財

産購入費と補償費の方が載っておりますけれども、その分の内容とそれと16ページの民生
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費の老人福祉費の負担金補助なんですけれども、21万8,000円、それについて説明をお願

いしたいのと、本予算には関係ないんですが、関連ということでもう１つお聞きしたいこ

とがあるんですけれどもよろしいでしょうか。麻生原の観葉植物の件ですけれども１回

切った方がよろしいでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 前のと１回切って下さい。 

○４番（森田精子君） はい、分かりました。それではその２点についてお願いします。 

○議長（宮本修治君） 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） それでは公有財産の購入および補償補填の説明をさせていた

だきたいと思います。この用地買収につきましては仁田子豚舎跡地にあります民地の用地

買収を考えているところでございます。また補償につきましては建物等の保証ということ

でそこに豚舎が１棟建っております、民地のですね。豚舎については老朽化もしています

ので補償には該当しないと思いますけれども、そこに個人が太陽光をのせられております

ので太陽光の補償をさせていただきたいという部分で予算を組ませていただいております。

以上になります。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（髙原貞典君） 民生費の老人福祉のところですね。負担金及び補助・交付金

につきまして施設開設準備経費助成特別対策事業補助金につきましては、こちらの方につ

きましては介護予防健康づくりを介護予防拠点における地域住民の健康づくりと防災の意

識啓発の取り組みに対しまして健康づくりや防災に対する意識の啓発、教養を行うために

行う必要な備品購入等の備品購入や出前講座、消防団員さんが出前に行かれて授業を行っ

たりする時の講師謝礼とかそういった分の補助になっております。こちら今回補正しまし

たのは当初は３地区を予定しておりましたけれども、また事前調査を行ったところまた３

地区上がりましたのでそちらの分です。当初の方が３地区上がっておりましたけれども、

一地区辞退されまして当初の分が２地区と今回の３地区合わせて今回の補正を行いました

ところで５地区の分の方の助成になる部分になります。以上です。 

○議長（宮本修治君） ４番、森田議員。 

○４番（森田精子君） ４番森田です。先ほど予算の関連ということでまた改めてお願い

をしたいと思います。麻生原の観葉植物栽培施設の一部解体の被害についてですけれども、

これについては発生が令和５年の８月13日ですよね。それから３月までの経緯については

全員協議会においても説明を受けたところですけれども、最後が令和６年の２月１日に弁

護士の方へ相談をするという形でその後何の報告もこちらの方にはあっておりません。な

んで申すかと言うとその近辺に耕作をされている方達がとにかく早く片付けて欲しいとい

うような気持ちで、とにかく迷惑をしているような感じでよく言われるんですよね。それ

を思うとどうなっているのかという、その後の経過ですね、はどうなっているのかという

ことをお聞きしたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします。麻生原観葉植物施設につきましては本年令
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和６年の６月議会が終わった後に６月18日に議会途中だったかもしれませんが、６月18日

にうちの職員が御船警察署員と実況見分を行っております。その後まだ連絡が御船警察署

の方からは連絡があっておりません。今後は進展があった場合は前課長からも引き継ぎを

受けておりますので皆様に報告させていただきたいという風に思っております。以上にな

ります。 

○議長（宮本修治君） ４番、森田議員。 

○４番（森田精子君） ４番森田です。警察の方から報告がないという形で何も確認をし

ていないということですけれども、くらし安全推進室長にお伺いしたいんですが、こうい

う事件とか相談があった場合に警察としてどういった動きをするのか、また期間的にどの

くらいの期間が必要とされるのかを教えていただきたいんですけれども。 

○議長（宮本修治君） くらし安全推進室長。 

○くらし安全推進室長（山下玄介君） これは告訴事案になるかと思います。一般的には

告訴事案につきましては犯罪というのはちゃんと確定しとかないと捜査のしようがないと

いうところもありますので、そういうところで先ほどの実況見分とかをしたと思います。

告訴を完全に受理すると決まったら、これは刑訴法でちゃんと検察庁の方に送付するとい

う風になっております。その進捗具合についてはなかなか捜査に支障が及びますのでなか

なか言えないところもあるんじゃないかと思います。いつ頃までに例えばいつ頃までに告

訴を受理したとかそういうのがわかれば逃走の恐れとか、そういうのがありますので、そ

ういったあくまでも一般論で私は申し上げておりますけれども、そういったところがある

かと思います。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） ４番、森田議員。 

○４番（森田精子君） 森田です。かなりの時間を要するとは思うんですけれども、やは

り地元の施設の周辺の方たちがとにかく心配をされておられますので、担当課も含め室長

も御船署の方にどういった状況なのかをお聞きしてもらって、そしてまた町としてこの先

どういった形で進めていくのか、一刻も早く解決するような形で進めていただきたいと思

いますので、その辺はよろしくお願いしときます。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。井芹議員、もう４回過ぎております。今回

全体になっておりますので、さっき申しました通り３回になっておりますので。 

 ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。これで執行部提案に対する議案の質疑を終

わります。 

 次に修正案について、発議者の説明を求めます。 

 ５番、佐野議員。佐野議員は演壇席に登壇してください。 

〇５番（佐野安春君） 議案第33号、令和６年度甲佐町一般会計補正予算第２号に対する

修正動議の理由についてご説明申し上げます。（仮称、上益城地域におけるエネルギー回

収施設設置事業計画段階環境配慮書株式会社シムファイブス、令和５年１月作成）には今
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後の事業スケジュールが示されております。2022年から2025年までは環境影響評価期間中

となっています。大気質、騒音、振動、臭気、水質、地下水、景観、交通などの環境に与

える調査期間です。その後、廃棄物処理施設等許可が2026年、同年に建設基準法確認申請

が行われ、2026年から2027年にかけて土地造成工事となっております。その後、施設建設

工事が2027年から2028年にかけて行われる予定で2029年に営業開始予定となっております。

今の段階は環境影響評価期間であり同配慮書には工事計画の概要で土地造成工事の工事工

程について記載されております。土地造成工事では仮設工事、伐採工事、防災工事が2026

年に計画され、造成工事は2026年から2027年にかけて行われる予定となっております。

2025年度までは環境影響評価期間中であり、環境に対する影響の調査が行われる期間です。

それがすでにクリアされているでしょうか。環境影響評価法環境アセスメント法では国な

どの責務として国、地方公共団体、事業者及び国民は環境影響評価の重要性を深く認識し

て環境影響評価の手続きが適切かつ円滑に行われ事業実施による環境負荷をできる限り回

避、低減すること等の環境保全の配慮を適切に行うことをうたっております。事業スケ

ジュールでは土地造成工事は2026年度からと２年も先の予定です。明確に施設建設が決定

されていない今の段階に上益城広域連合施設整備事業負担金の支出、造成工事、概略予備

設計、予算を決定することは適切ではないと考えます。以上、修正動議の利用としての説

明でした。ご審議よろしくお願いいたします。また具体的な修正案については議案第33号、

令和６年度甲佐町一般会計補正予算第２号に対する修正動議の通りということになります。

それでは修正する部分についてのご説明を申し上げます。まず歳入にあたりましては款19

の繰入金から1,160万を削除します。歳入の合計が115億7,750万7,000円から115億6,590万

7,000円という風になります。歳出の方の款では４の衛生費の中の２の清掃費を1,174万

3,000円から1,160万を減額して14万3,000円ということになります。歳出の合計につきま

しては115億7,750万7,000円から1,160万を減額して115億6,590万7,000円という風になり

ます。以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。修正案に対して質疑をお願いします。

何か質疑ありませんか。 

11番、本田議員。 

○11番（本田 新君） 今修正が出ておりますけれども、これに対して執行部に意見を求

めることはできると思います。執行部の方ではこの修正案について執行部の方ではこの修

正案ではなく同時進行的に設計をやると、それは無駄ではない、二重投資にはならないと

いう主張があっております。そこに対するそういったことを執行部の方から意見を述べて

いただきたいというふうに思います。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前11時54分 

再開 午後１時00分 

────────────── 
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○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 先程の11番本田議員の質問に対し、色んな意見がございましたので事務局長より説明を

お願いしたいと思います。 

○議会事務局長（北野 太君） それでは説明いたします。先ほど修正案に対して執行部

に向けての質疑ができるかどうかということでございました。調べました結果、修正案が

可決するにも否決するにも執行するのは執行部でございますので執行部に対する意見の求

めとかいう質疑は大丈夫ということでございました。ただし修正案に対する反対意見を求

めるとかいうのは好ましくないという回答でございましたのでご報告いたします。よろし

くお願いいたします。  

○議長（宮本修治君） 11番、本田議員。 

○11番（本田 新君） 事務局長の方のお話を聞きました。先ほどの私の意見というか質

問というかは取り消しをさせていただいた上で改めて質問をさせていただきたいという風

に思います。この修正案は造成に受ける概略設計の是非を問うものだろうと思います。こ

れは元々本来広域連合が事業主体となってされております。この議案の本質はですね。そ

れに対して町の負担ということで今回の議案が出されているという風に思っております。

そこで町長の方に意見を求めたいと思いますが、この広域連合でしっかりと議論されたこ

の議案はこの修正で甲佐町がこれに反対をするということであるならば、甲佐町としても

大変な広域連合に対して言い方があれかもしれませんけれども、非常に問題ではなかろう

かと思いますので、町長の今のこの修正があっておりますけれども、これに対する町長の

意見を求めたいというふうに思います。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） それでは私の方から答弁をさせていただきます。まず今回上益城

広域施設整備事業負担金ということで1,160万円予算を計上させていただいております。

これにつきましては上益城広域ごみ処理施設建設に伴います造成工事にかかる概略予備設

計費ということでございます。その修正案に対する意見というよりは今回予算計上をした

思いということで答弁させていただきたいと思いますけれども、この思いといたしまして

は先般の全員協議会でこの必要性については執行部から説明をさせていただいた通りでご

ざいますし、また先ほどまでの補正予算の審議において担当課長の方からも詳しく説明を

したところでございます。この事業につきましては広域連合で上益城５町連携を図りなが

ら実施をしている事業でございまして、その中でこの今回の概略予備設計費5,800万円の

予算計上が必要ということで各町５町割りで1,160万円、これは郡内５町共通して今回の

９月定例会の方で予算計上しております。町の方といたしましてもこの事業が円滑に進む

ためにはこの予算は是非とも必要ということで、今回予算を計上させていただいていると

ころでございます。以上です。 

○議長（宮本修治君） 11番、本田議員。 

○11番（本田 新君） 分かりました。町長の今意見を聞いた上でありました。私も全員

協議会や本日の予算の質疑の中でもこの議案は妥当であるという風に思っております。そ
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こに修正をかけられる方のご意見というのは私にわからないという風にしかどうしても思

いません。私の意見は質問ではありませんので、これで終わりたいと思いますけれども、

町の考えはよく理解いたしました。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 造成工事の概略設計の予算が適切でないという修正動議につい

て１つ執行部にお尋ねをいたします。民間か５町がやるかについては環境アセスメントの

結果で決まるという風な答弁をこれまでされておられます。分からないとすれば事業の規

模、それからその内容、５町の場合は最終処分場も予定をされております。そういった内

容も規模もずいぶん違う中でどちらでも良いとすれば、この予算の無駄遣いが出てくるの

ではないかというふうに思うんですけれども、その点についてはどうでしょうか。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後１時５分 

再開 午後１時９分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） それでは井芹議員の質問にお答えしたいと思います。今回

の概略予備設計を行うことが今後のその環境アセスメントの主になっているシムファイブ

スで建築をされる業務に対してかぶってくるものがあるので、無駄じゃないかというよう

な質問の内容だったかと思いますけれども、今回の土地造成工事の設計につきましては、

あくまでも何度も言いますけれども従来型の計画、あるいは民間で進める事業計画にどち

らにも必要な部分の土地設計になりますので無駄ではないという風に感じております。以

上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。 

これで修正案に対する質疑を終結します。 

これから討論を行います。 

まずは原案に対する賛成者の発言を許します。 

３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。議案第33号、令和６年度甲佐町一般会計補正予算（第

２号）でございますけれども、補正額で19億9,693万円の増額ということでございます。

内容の主なものといたしましては指定寄附金の増額、新型コロナウイルス定期接種事業等、

特に今回の補正予算におきましては、全員協議会を始め本会議におきましても多くの議論

をつくしました上益城広域ごみ処理施設建設に伴う土地造成概略設計並びに予備設計に関
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する予算につきましても、町民の豊かな暮らしの実現のため必要な予算であると判断をい

たし、何ら異議なく賛成とさせていただきます。 

○議長（宮本修治君） 次に原案及び修正案の両方に対する反対者の発言を許します。 

 原案及び修正案の両方に対する反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 最後に、修正案に対する賛成者の発言を許します。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 現在、産廃施設建設につきましては事業者が環境への影響を予

測、評価しどう環境保全対策を取っていくかという環境アセスメントが続いております。

この間、この環境アセスメントには１回だけでも1,000名以上の住民や専門家などあらゆ

る意見が提出をされたと聞いております。地域住民の命や財産、環境の影響についてこう

した意見がどう評価され、改善されるのか、まだ最終結果は出ていません。建設による影

響を受ける住民の合意、環境保全協定なくして建設ありき優先とも言うべき上益城連合施

設設備事業負担金の支出には反対するとともに、議案第33号、令和６年度甲佐町一般会計

補正予算（第２号）に対する修正動議については賛成をいたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

これから議案第33号の採決を行います。 

まず、本案に対する５番、佐野議員、ほか１名から提出された修正案について採決し

ます。 

この採決は電子表決システムにより行います。 

本案は、修正案のとおり決定することに賛成の方は賛成のボタンを、反対の方は反対

のボタンをお願いします。 

表決の漏れはありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 表決漏れなしと認め、確定します。 

投票総数10、賛成２、反対８ 

反対多数。よって、修正案は否決されました。 

次に、執行部提案の原案について採決します。 

この採決は電子表決システムにより行います。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は賛成のボタンを、反対の方は反対の

ボタンをお願いします。 

表決の漏れはありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 表決漏れなしと認め、確定します。 

投票総数10、賛成８、反対２。 

 賛成多数。よって執行部提案の原案は可決されました。 

────────────── 
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 日程第６ 議案第34号 令和６年度甲佐町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

○議長（宮本修治君） 日程第６、議案第34号「令和６年度甲佐町国民健康保険特別会計

補正予算（第１号）」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） 議案第34号、令和６年度甲佐町国民健康保険特別会計補

正予算（第１号）についてご説明いたします。次のページをお願いいたします。 

令和６年度甲佐町の国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところ

によります。 

歳入歳出予算補正、第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ1,144万1,000

円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ15億512万1,000円といたします。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正によります。 

令和５年９月13日提出、町長名でございます。 

次のページをお願いいたします。 

第１表、歳入歳出予算補正、歳入です。 

款８、繰越金に1,144万1,000円を追加し、2,144万1,000円としております。項１、繰

越金です。 

歳入合計、補正前の額14億9,368万円に1,144万1,000円を追加し、15億512万1,000円と

しております。次のページをお願いいたします。 

歳出です。 

款７、諸支出金に41万7,000円を追加し、142万1,000円としております。項２、繰出金

です。 

款８、予備費に1,102万4,000円を追加し、1,489万8,000円としております。項１、予

備費です。 

歳出合計、補正前の額14億9,368万円に1,144万1,000円を追加し、15億512万1,000円と

しております。 

今回の補正といたしましては、歳入につきましては、令和５年度決算に基づく繰越金

の増額でございます。 

歳出につきましては、主に令和５年度一般会計繰入金の精算に伴う繰出金の増額でご

ざいます。 

ご説明につきましては以上でございます。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。質疑については本予算全部についてお

願いします。本予算全部です。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 支出なんですけれども、繰出金が41万7,000円一般会計に繰出

しをされていますけれども、その中身についてお尋ねいたします。 
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○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） 今回の繰出金がまず人件費ですね。国保会計の人件費、

それから消耗品関係ですね。事務費、諸々の事務費の精算ということで３月末分で見込ん

でいた分と実際の額を精算したところで戻すということになります。以上でございます。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終結します。 

これから討論を行います。 

本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

１番、甲斐議員。 

○１番（甲斐良二君） １番甲斐でございます。議案第34号、令和６年度甲佐町国民健康

保険特別会計補正予算（第１号）につきましては、歳入歳出それぞれ1,144万1,000円を追

加されたということでございます。令和５年度の決算によります繰越金の増加によります

予備費の増加ということで、何ら異議なく賛成いたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

これから議案第34号「令和６年度甲佐町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）」

を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第34号「令和６年度甲佐町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）」

は、原案のとおり可決されました。 

────────────── 

日程第７ 議案第35号 令和６年度甲佐町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

○議長（宮本修治君） 日程第７、議案第35号「令和６年度甲佐町介護保険特別会計補正

予算（第１号）」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） それでは議案第35号、令和６年度甲佐町介護保険特別会計補

正予算（第１号）についてご説明申し上げます。次のページをお願いいたします 

令和６年度甲佐町の介護保険特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

ります。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ5,547万

9,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ17億1,506万9,000円とする
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ものです。 

２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分毎ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の額は、第１表、歳入歳出予算補正によります。 

令和６年９月13日提出、町長名でございます。次のページをお願いいたします。 

第１表、歳入歳出予算補正。歳入です。 

款４、支払基金交付金に257万2,000円を追加し、４億2,475万3,000円としております。

項１、支払基金交付金です。 

款８、繰入金から521万7,000円を減額し、２億8,352万7,000円としております。項１、

一般会計繰入金です。 

款９、繰越金に5,812万4,000円を追加し、5,812万5,000円としております。項１、繰

越金です。 

歳入合計、補正前の額16億5,959万円に5,547万9,000円を追加し、17億1,506万9,000円

としております。 

次のページをお願いいたします。 

歳出です。 

款１、総務費に30万円を追加し、4,245万8,000円としております。項１、総務管理費

です。 

款５、基金積立金に3,000万円を追加し、3,000万5,000円としております。項１、基金

積立金です。 

款７、諸支出金に1,762万2,000円を追加し、1,762万5,000円としております。項１、

償還金及び還付加算金、項２、繰出金です。 

款８、予備費に755万7,000円を追加し、1,973万6,000円としております。項１、予備

費です。 

歳出合計、補正前の額、16億5,959万円に5,547万9,000円を追加し、17億1,506万9,000

円としております。 

今回の補正の主なものは、令和５年度の決算の確定に伴い、歳入においては繰越金の

増額、歳出においては基金積立金、国及び県への返還金並びに町の一般会計の繰出金にな

ります。 

以上で説明を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。本予算全部について質疑をお願いしま

す。本予算全部です。何か質疑はありませんか。 

９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 歳出の分で基金積立金が3,000万になっておりますけれども、

先だっての質疑の中で介護保険についての４年度の基金の積立額は１億2,000万という風

に言われたと思うんですけれども、これも合わせると１億5,000万という形になりますけ

れども、この基金について１年を通してほぼ後期高齢者の分については前年度から考えま

すとあまり増減はないと思うんですけれども、取り扱いについてはこれが多く活用しなけ
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ればならないとか、これがこのまま基金としてあまり引き出すことがないように繰入れる

ことがないようになるのか、そこら付近のことについてはどのようにお考えかお尋ねいた

します。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） お答えします。基金積立金、介護給付費準備基金積立金の

3,000万につきましては、まずこちらの方が前年度令和５年度の決算の剰余金を持って決

定するということで今回3,000万ということになっております。こちらの方につきまして

は、昨日の決算の方で令和５年度末の方の基金の残高が１億2,022万2,732円でございまし

た。今年度の取り崩しとしまして、令和６年度の当初予算の方で2,000万円の方が取り崩

すということになっております。今回3,000万を追加しますので、予算ベースでは１億

3,000万ほどになってくることになります。ただ第９期の介護保険事業計画の中で取り崩

しの方を今年は大体2,7000万、来年度が3,000万、令和最終年度８年度は3,000万という形

になっております。当初の方の予算の方を組み立てる時は令和５年度の積立の2,000万を

大体ちょっとそのまましていました。実際、介護保険事業計画の方が策定されたのが令和

６年３月になりますので、計画をたてた時は2,700万ですけれども、予算ベースの方は

2,000万ということでした。今回介護給付の状況を見ながら2,700万の予定でしたけれども、

今2,000万ですので、この700万の方を入れるのか入れないかというのは今後の状況を見な

がら考えていきたいと思っております。以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終結します。 

これから討論を行います。 

本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

 ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） ６番。議案第35号、令和６年度甲佐町介護保険特別会計補正予算

（第１号）でございますが、ただいま担当課長のご説明がありました歳入では繰越金の令

和５年度決算による繰越金、歳出では予備費や基金への積立ということでございますので、

何ら異議なく賛成いたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

これから議案第35号「令和６年度甲佐町介護保険特別会計補正予算（第１号）」を採

決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 
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よって、議案第35号「令和６年度甲佐町介護保険特別会計補正予算（第１号）」は、

原案のとおり可決されました。 

────────────── 

 日程第８、議案第36号「令和６年度甲佐町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

○議長（宮本修治君） 日程第８、議案第36号「令和６年度甲佐町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第１号）」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

住民生活課長。 

○住民生活課長（奥名雄吉君） 議案第36号、令和６年度甲佐町後期高齢者医療特別会計

補正予算（第１号）についてご説明いたします。次のページをお願いいたします。 

令和６年度甲佐町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるとこ

ろによります。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ347万3,000

円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ２億1,818万9,000円といたします。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正によります。 

令和６年９月13日提出、町長名です。 

次のページをお願いいたします。 

第１表、歳入歳出予算補正。歳入です。 

款５、繰越金に347万3,000円を追加し、347万4,000円としております。項１、繰越金

です。 

歳入合計、補正前の額、２億1,471万6,000円に347万3,000円を追加し、２億1,818万

9,000円としております。次のページをお願いいたします。 

歳出です。 

款２、後期高齢者医療広域連合納付金に267万2,000円を追加し、２億1,003万6,000円

としております。項１、後期高齢者医療広域連合納付金です。 

款５、予備費に80万1,000円を追加し、80万9,000円としております。項１、予備費で

す。 

歳出合計、補正前の額、２億1,471万6,000円に347万3,000円を追加し、２億1,818万

9,000円としております。 

今回の補正といたしましては、歳入につきましては、令和５年度決算に基づく繰越金

の増額、歳出につきましては、主に令和５年度納付金の確定に伴い追加の納付額の必要が

生じたことによりまして、後期高齢者医療広域連合納付金の増額をいたしたものでござい

ます。ご説明は以上でございます。よろしくどうぞご審議お願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。本予算全部についてお願いします。本

予算全部です。何か質疑はありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終結します。 

これから討論を行います。 

本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

10番宮川です。 

○10番（宮川安明君） 議案第36号、令和６年度甲佐町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）でございますけれども、ただいまの担当課長のご説明でございましたように決

算に基づくものと判断し、何ら異議なく賛成いたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

これから議案第36号「令和６年度甲佐町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」

を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第36号「令和６年度甲佐町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」

は、原案のとおり可決されました。 

────────────── 

日程第９ 議案第37号 令和６年度甲佐町水道事業会計補正予算（第１号） 

○議長（宮本修治君） 日程第９、議案第37号「令和６年度甲佐町水道事業会計補正予算

（第１号）」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） 議案第37号について説明いたします。議案第37号、令和６

年度甲佐町水道事業会計補正予算について説明いたします。 

１ページ目をお願いいたします。 

（総則） 

第１条、 令和６年度甲佐町水道事業会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに 

よります。 

（収益的収入及び支出） 

第２条、令和６年度甲佐町水道事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予

定額を次の通り補正するものであります。 

以下、科目、既決予定額、補正予定額、計の順で説明させていただきます。 

収入です。 

第１款、第１項、営業収益、１億5,944万円から1,950万円を減額し、１億3,994万円と

しております。第２項、営業外収益、1,196万4,000円に2,150万円を追加し、3,346万
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4,000円としております。 

支出です。 

第１款、事業費、第１項の営業費用、１億4,962万円に200万円を追加し、１億5,162万

円としております。 

次のページをお願いします。 

（資本的支出） 

第３条、予算第４条本文中括弧書きを「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する

額8,309万円は当年度分消費税資本的収入調整額940万9,000円と過年度分損益勘定留保資

金7,368万1,000円で補填するものとする。」に改め、資本的支出の予定額を次の通り補正

するものであります。 

以下、科目、既決予定額、補正予定額、計の順で説明させていただきます。 

支出です。 

第１款、第１項、建設改良費、9,350万円に1,000万円を追加し、１億350万円としてお

ります。 

（債務負担行為の補正） 

第４条、予算第５条に定めた債務負担行為の事項、期間、限度額を次のとおり補正す

るものであります。変更、事項は水道施設管理システムについて、補正前の期間が令和６

年度から令和11年度までを、補正後の期間令和６年度から令和７年度までに変更するもの

であります。限度額について変更はありません。 

次のページをお願いします。 

他会計からの補助金、第５条、予算第９条に定めた一般会計から補助を受ける金額

「200万円」を「2,350万円」に改めるものです。 

令和６年９月13日提出、町長名です。 

なお、４ページから11ページまでは予算説明の資料となりますので、説明を省略させ

ていただきます。説明は以上になります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。本予算全部について質疑をお願いしま

す。本予算全部です。 

 ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） ３ページの第５条の一般会計から補助を受ける金額が200万円か

ら2,350万円に今回改められていますけれども、その理由を説明お願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） 他会計からの補助金につきましては、200万円、これは内

田麻生原の簡易水道組合の軽微な変更の業務委託を行うのに必要な200万円の補助に対し

て今回新たに2,150万円の追加がしておりますけれども、これにつきましては、今回の９

月補正の中で入れておりました水道料金の減免、基本料金の減免を事業を行うところとし

ておりますので、その補助金が町の方から水道事業に2,150万円、基本料金分として４か

月分の基本料金の減免分の金額を補助金として受ける形になります。 
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○議長（宮本修治君） ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） こちら多分物価高騰対策かなんかで基本料金を減免されるという

ことですけれども、どのくらいの期間の減免を考えられているかその辺りの追加説明をお

願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（白石亨君） 今回の予算が承認されまして、その後システムの改修です

とか、周知、住民の方への周知を含めまして大体11月から早ければ11月請求分から行って

いきたいということで、４カ月間の基本料金の減免を予定しているところです。以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 何かありませんか。 

質疑なしと認めます。 

これで質疑を終結します。 

これから討論を行います。 

本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） ６番。議案第37号、令和６年度甲佐町水道事業会計補正予算（第

１号）でございますが、ただいま担当課長の説明がありました通り、水道料金の減免、主

なものが水道料金の減免の予算補正でございますので、何ら異議なく賛成いたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

これから議案第37号「令和６年度甲佐町水道事業会計補正予算（第１号）」を採決い

たします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第37号「令和６年度甲佐町水道事業会計補正予算（第１号）」は、原案

のとおり可決されました。 

────────────── 

日程第10 発議第２号 甲佐町議会会議規則及び甲佐町議会傍聴規則の一部を改正する規

則の制定について 

○議長（宮本修治君） 日程第10、発議第２号「甲佐町議会会議規則及び甲佐町議会傍聴

規則の一部を改正する規則の制定について」を議題とします。 

事務局長をして朗読させます。 

○議会事務局長（北野 太君） それでは甲佐町議会会議規則及び甲佐町議会傍聴規則の

一部を改正する規則の制定について説明いたします。発議第２号、甲佐町議会議長様。提
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出者、甲佐町議会議員、鳴瀬美善、宮川安明。 

 甲佐町議会会議規則及び甲佐町議会傍聴規則の一部を改正する規則の制定について。 

上記の議案を地方自治法第112条及び甲佐町議会会議規則第13条の規定により、別紙の

とおり提出します。 

提案理由、令和５年の地方自治法の一部改正に伴い、議会に係る手続きのデジタル化

等への対応及び文言調整等の見直しを行うため、本規則の一部改正を行うものでございま

す。 

別紙からが改正文となります。 

第１条が会議規則の改正、第２条が傍聴規則の改正文と２本立てとなっております。

改正文を朗読しますと長くなりますので、後ろに定めております説明資料にて朗読に代え

させてもらってよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○議会事務局長（北野 太君） ありがとうございます。それでは最後から２枚目をお願

いいたします。13ページになります。まず改正理由につきましては、地方自治法の改正に

伴う標準町村議会会議規則の一部改正等に準じ、議会会議規則及び議会傍聴規則の一部 

改正を行うものであり、タブレットによる情報通信など事務のデジタル化等に伴い、現状

に沿った改正を行うものでございます。 

 改正内容につきましては、まず第１条の会議規則の改正については第８条について、第

２項で会議時間の変更を議長が必要があると認める時に、会議に宣告することを追加する

ことを改めております。 第３項におきましては、災害の発生が予測される時等に、会議

中でない時間においても議長が変更することを可能とする旨を規定するものであります。

第４項は会議の開始について「振鈴」という表現を「号鈴」に改めるものであります。第

32条は議会のおける選挙について、決定の文書による交付をデジタルにより交付できる旨

を規定するものであります。第83条は第31条で追加した第４項は選挙規定には準用しない

というものでございます。第99条の２につきましては、資格決定の通知、例えば議員が被

選挙権を有しなかった時などの資格決定後の通知をデジタルで行うことができる旨を規定

したものとなります。第101条については、議場に入る者の服装や携行品の禁止について

規定するものでございまして、表現として、「 外とう、襟巻、かさ」を「コート、マフ

ラー、傘」に改め、「つえ、写真機及び録音機」を削除し、病気その他の理由により認め

られる携行品につきましては、議長の許可制から議長への届出制に標準規定に準じて改正

するものでございます。第120条及び第121条につきましては、議会又は議長若しくは委員

長宛ての通知等、並びに規則の規定に基づき議会等が文書等を作成・保存することをデジ

タルにより行うことができる旨を規定するものであります。その他、本改正に合わせて文

言の改正を行うものであります。 

 第２条の傍聴規則の改正につきましては、文言の見直しによる改正になります。第２条

の傍聴の手続につきましては、議会開催時に傍聴に受付票を設置しておりますけれども、

以前は簿冊形式でございましたけれども、現在は帳票形式としているため、現状に合わせ
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た改正となります。第６条の傍聴人の守るべき事項につきましては、第４号の「外套、襟

巻」を「コート、マフラー」に改め、「サングラス」の表記を標準規定に準じ削除すると

いうような改正となります。施行日につきましては、公布の日からといたします。以上で

朗読説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 提出者の説明を求めます。 

 ３番、鳴瀬美善議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。それではご説明申し上げます。先般、議会事務局長か

ら改正内容等説明がありました通り、今回の甲佐町議会会議規則及び甲佐町議会傍聴規則

の一部を改正する規則の制定につきましては、地方自治法の改正に基づく議会運営に係る

手続きのデジタル化等への対応及び文言等の見直しを行うため、本規則の一部を改正を行

うものであります。議員各位におかれましては、賢明なるご判断を賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。なにかありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終結します。 

これから討論を行います。 

本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） 甲佐町議会会議規則及び甲佐町議会傍聴規則の一部を改正する規

則の制定についてでございますが、ただいま事務局長の説明もありましたし、発議者から

の説明がございました。時代に沿ったものにかえるのは妥当であると思いますので、何ら

問題なく賛成をいたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

これから発議第２号「甲佐町議会会議規則及び甲佐町議会傍聴規則の一部を改正する

規則の制定について」を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

────────────── 

 日程第11 議員の派遣について 

○議長（宮本修治君） 日程第11、「議員の派遣について」を議題とします。 

お諮りします。 

議員派遣については、お手元に配布のとおり派遣することにしたいと思います。 
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なお、日程等に変更があった場合は、議長に一任していただきたいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

よって議員派遣については、お手元に配布のとおり派遣すること、日程等の変更につ

いては、議長に一任することに決定しました。 

────────────── 

日程第12 各委員会からの閉会中の継続審査の申し出について 

○議長（宮本修治君） 日程第12「各委員会からの閉会中の継続審査の申し出について」

を議題といたします。 

 お手元に配付のとおり、総務文教・産業厚生の２つの常任委員会及び議会運営委員会か

ら閉会中の継続審査の申し出があっております。 

 お諮りします。 

各委員会からの申し出のとおり閉会中の継続審査とすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

よって、各委員会からの申し出のとおり閉会中の継続審査とすることに決定しました。 

────────────── 

○議長（宮本修治君）以上をもって、本定例会に付議されました事件はすべて議了しまし

た。 

 これで会議を閉じます。 

 閉会前に当たり、町長よりご挨拶をお願いいたします。 

甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） ９月定例会の閉会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。今期定

例会は、９月13日から本日までの７日間にわたり、提案をいたしました案件等につきまし

て精力的にご審議いただき、いずれも原案どおりご議決をいただき、本日ここに閉会の運

びとなりましたことは、町政の執行に当たり、ご同慶に存ずるものであります。 

ここにご議決をいただきました一般会計補正予算をはじめ、各議案の成立によりまし

て、町政全般にわたり、なお一層の政策推進を図り、町民の皆様の福祉の向上に努めてま

いります。 

 また、今議会でご指摘をいただきました事項につきましては、今後の町政運営に生かし

ていく所存でございます。 

 今後とも特段のご協力とご指導をいただきますよう心からお願い申し上げ、閉会のご挨

拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（宮本修治君） 本定例会の閉会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

本定例会は、13日から本日19日までの７日間にわたり各案件を終始熱心に審議され、

ここにすべて議了し、無事に閉会の運びとなりましたことは、議員各位とともに誠にご同
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慶に堪えません。ここに今会期中における議員並びに執行部各位のご努力に対し、深く感

謝を申し上げます。 

なお、町執行部におかれましては、議員各位の意見等を尊重していただき、町政発展

に向けた今後の施策に十分反映されますことを切に希望するものでございます。 

議員各位におかれましては、今後とも町民の付託と期待に応えるべく、更なるご尽力

を賜りますようお願いを申し上げる次第でございます。 

最後に、皆様の益々のご健勝を祈念申し上げ、令和６年第３回甲佐町議会定例会を閉

会いたします。お疲れさまでした。 

────────────── 

閉会 午後１時55分 
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